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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
論
を
手
が
か
り
と
し
て
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〈

目
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〉
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第
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節
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格
」
論
の
樹
立

第
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節
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説

第
一
節
実
体
的
「
福
祉
権
(
宅
丘
町
白
足

E
Z
Z
)
」
論

(
ニ
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
「
福
祉
権
」
論

(
二
)
ト
ラ
イ
ブ
に
よ
る
判
例
分
析

(
一
一
一
)
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
理
論
展
開

第
二
節
裁
量
論

第
三
節
法
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

第
三
章
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」
論

お
わ
り
に

(
以
上
、
本
号
)

論

序
章

我
が
国
の
理
論
状
況
と
本
稿
の
目
的
・
視
角

来
る
べ
き
一
二
世
紀
超
高
齢
社
会
の
到
来
を
目
前
に
し
て
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
、
諸
々
の
財
政
的
・
人
的
資
源
の
制
約
要
因
を

抱
え
変
革
を
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
公
的
介
護
保
険
制
度
の
導
入
が
そ
の
一
つ
の
転
機
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
要
保
障
事
故
と

さ
ら
に
政
策
担
当
官
庁
や
学
説
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
(
老
人
)
「
介
護
」
概
念
を
中
心
に
、
医
療
・

(
l
)
 

保
健
・
福
祉
に
か
か
わ
る
従
来
の
制
度
枠
組
が
再
編
へ
と
向
か
う
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
一
九
九
四
年
法
改
正
に
よ
り
支
給
開

し
て
一
般
的
に
も
、

始
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
が
実
現
し
て
間
も
な
い
公
的
年
金
を
中
核
と
す
る
所
得
保
障
分
野
に
お
い
て
も
、

い
わ
ゆ
る
「
一
元
化
」
問
題
な
ど
、

北法47(1・182)182



(
2
)
 

早
晩
改
革
論
議
が
再
燃
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
て
、
戦
後
日
本
経
済
の
成
長
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
た
そ
の
一
方
で
、
現
在
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
我
が
国
社
会
保
障
の
分

野
に
対
し
て
は
、
法
律
学
の
ほ
か
政
治
学
・
経
済
学
・
財
政
学
・
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
な
ど
様
々
な
学
問
分
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ

れ
て
い
る
。
最
近
で
は
こ
う
し
た
社
会
保
障
制
度
・
政
策
の
分
析
・
評
価
を
行
な
う
学
と
し
て
、
「
社
会
保
障
論
」
と
の
呼
称
が
用
い
ら
れ

(
3
)
 

る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
法
律
学
に
お
い
て
は
、

一
九
七

0
年
代
以
降
本
格
的
に
「
社
会
保
障
法
」
と
い
う
法
分
野
が
形
成
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
保
障
を
分
析
対
象
と
す
る
様
々
な
学
問
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、
社
会
保
障
法
学
の
占
め
る
立
場
は
、
必
ず
し
も

主
導
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
是
非
は
措
く
と
し
て
も
、
社
会
保
障
制
度
改
革
を
め
ぐ
っ
て
の
発
言
・
提
言
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ

(
4
}
 

そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

る
頻
度
ゃ
、
政
策
担
当
官
庁
で
あ
る
厚
生
省
の
諸
審
議
会
等
に
お
け
る
学
識
経
験
者
の
構
成
に
、

は
、
社
会
保
障
法
学
が
法
律
学
の
中
で
も
比
較
的
歴
史
の
浅
い
分
野
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
頻
繁
に
法
制
度
が
改
正
さ
れ
制
度
論
・
政
策
論

「社会保障の権利」言語れ)

が
重
視
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
実
定
法
学
に
お
け
る
研
究
手
法
は
判
例
分
析
な
ど
に
よ
る
法
解
釈
論
が
中
心
で
あ

(
5
)
(
6
)
 

っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
7
)
 

も
っ
と
も
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
朝
日
訴
訟
を
は
じ
め
と
す
る
裁
判
闘
争
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
我
が
国
社
会
保
障
制
度
の
発

(8) 

展
に
法
律
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
典
型
的
に
は
い
わ
ゆ
る
権
利
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し

一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
「
権
利
主
義
的
社
会
保
障
論
」
は
、
低
成
長
の
下
で
パ
イ
の
増
大
が
容
易
に
望
め
な
く
な
り
、
し
か

も
社
会
保
障
費
の
膨
張
を
不
可
避
と
す
る
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
有
効
性
を
失
っ
て
き
た
と
の
評
価
が
出
さ
れ

(
9
)
 

る
に
至
っ
た
。
た
だ
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
見
解
も
決
し
て
権
利
論
の
有
効
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社

(
叩
)

会
保
障
に
よ
る
最
低
限
の
生
存
保
障
の
強
調
、
生
存
権
の
承
認
な
ど
、
そ
こ
に
は
新
た
な
形
で
の

「
権
利
論
」

の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
権
利
」
概
念
を
い
わ
ば
武
器
と
す
る
法
律
学
が
社
会
保
障
分
野
で
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
決
し
て
失
わ
れ
て
は

北法47(1・183)183 



(
1
)
例
え
ば
、
厚
生
省
高
齢
者
介
護
対
策
本
部
事
務
局
監
修
『
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
|
|
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
中

間
報
告
|
|
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
五
年
)
参
照
。

(
2
)
「
公
的
年
金
制
度
の
二
冗
化
に
つ
い
て
」
(
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
、
一
九
九
五
年
七
月
二
六
日
)
『
週
刊
社
会
保

障
』
一
八
四
九
号
(
一
九
九
五
年
)
四
四
頁
以
下
参
照
。

(
3
)
古
賀
昭
典
編
『
社
会
保
障
論
〔
第
二
版
〕
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
一
房
、
一
九
九
五
年
)
、
回
多
英
範
『
現
代
日
本
社
会
保
障
論
』
(
光
生
館
、
一
九

九
四
年
)
、
堀
勝
洋
『
社
会
保
障
法
総
論
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
)
第
一
章
、
菅
谷
章
『
社
会
保
障
論
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九

O
年
)
な
ど
。

(
4
)
例
え
ば
、
二
一
世
紀
に
も
耐
え
得
る
我
が
国
社
会
保
障
制
度
の
将
来
像
を
検
討
す
る
た
め
社
会
保
障
制
度
審
議
会
内
に
設
置
さ
れ
、
一
九
九

三
年
二
月
に
第
一
次
報
告
、
翌
九
四
年
九
月
に
第
二
次
報
告
を
行
な
っ
た
社
会
保
障
将
来
像
委
員
会
の
委
員
一

O
名
に
法
学
者
は
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
幹
事
一
五
名
の
中
に
二
名
(
小
早
川
光
郎
教
授
、
堀
勝
洋
教
授
)
含
ま
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

(
5
)
道
幸
哲
也
「
社
会
保
障
法
L

(

(

法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
)
『
法
学
入
門
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
)
所
収
)
八
七
頁
。

(6)
法
制
度
設
計
に
関
わ
る
理
論
を
体
系
的
に
展
開
し
た
文
献
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
平
井
宜
雄
『
法
政
策
学
〔
第
二
版
〕
』
(
有
斐
閥
、
一
九
九

五
年
)
。

(
7
)
東
京
地
判
昭
三
五
・
一

0
・
一
九
行
集
一
一
巻
一

O
号
二
九
二
一
真
、
東
京
高
判
昭
三
八
・
一
一
・
四
行
集
一
四
巻
一
一
号
一
九
六
回
頁
、

最
大
判
昭
四
二
・
五
・
二
四
民
集
一
二
巻
五
号
一

O
四
三
頁
。

(
8
)
た
だ
し
副
田
義
也
「
生
活
保
護
制
度
の
展
開

l
l
水
準
向
上
期
|
|
」
『
社
会
科
学
研
究
』
四
五
巻
三
号
(
一
九
九
三
年
)
五
七
i
六
六
頁
(
同

『
生
活
保
護
制
度
の
社
会
史
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
)
所
収
)
は
、
朝
日
訴
訟
第
一
審
判
決
が
一
九
六
一
年
度
の
生
活
保
護
基
準

大
幅
引
き
上
げ
を
も
た
ら
し
た
主
要
因
で
あ
る
と
の
判
断
は
事
実
で
な
く
あ
く
ま
で
副
次
的
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
点
、
ま
た
控
訴
審
以
後
の

訴
訟
運
動
は
思
想
運
動
の
性
格
を
強
め
政
策
提
言
能
力
を
低
下
さ
せ
た
点
、
を
指
摘
す
る
。

(
9
)
福
武
直
「
社
会
保
障
と
社
会
保
障
論
L

(

社
会
保
障
研
究
所
編
『
社
会
保
障
の
基
本
問
題
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

説

(
日
)

い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

苦'h.
白岡

北法47(1・184)184

一
九
八

O
年
)
所
収
)

頁



(
刊
)
同
論
文
一
一
一
頁
。

(
日
)
遠
藤
昇
三
『
社
会
保
障
の
権
利
論
』
(
法
律
文
化
社
、

一
三
四
九
号
(
一
九
八
五
年
)
四
五
頁
参
照
。

一
九
九
四
年
)
六
l
八
頁
、
坂
本
重
雄
「
社
会
保
障
の
『
権
利
論
』
」
『
週
刊
社
会
保
障
』

戦
後
我
が
国
に
お
け
る
寸
社
会
保
障
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
主
と
し
て
憲
法
学
の
側
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
生
存
権
論
」
(
そ
の
重

(

ロ

)

(

日

)

要
性
は
前
述
の
福
武
論
文
で
も
承
認
さ
れ
て
い
る
)
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
憲
法
第
二
五
条
の
法
的
性
格
に
つ
き
、
判
例
・
通
説
は

(

日

)

(

日

)

当
初
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
説
の
立
場
に
あ
り
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
朝
日
訴
訟
第
一
審
判
決
を
契
機
と
し
て
抽
象
的
権
利
説
・
具
体
的
権
利
説
な

(
日
)

ど
の
学
説
の
展
開
を
み
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
憲
法
学
で
は
、
生
存
権
が
一
定
の
範
囲
で
裁
判
規
範
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
こ

「社会保障の権利」前衛1)

と
を
前
提
と
し
て
、
立
法
裁
量
と
の
関
係
で
違
憲
審
査
基
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
い
か
な
る
訴
訟
類
型
に

(
げ
)

お
い
て
い
か
な
る
違
憲
審
査
基
準
に
よ
っ
て
生
存
権
が
裁
判
上
保
障
さ
れ
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
憲
法

第
二
五
「
条
の
規
定
の
趣
旨
に
こ
た
え
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
立
法
措
置
を
講
ず
る
か
の
選
択
決
定
は
、
立
法
府
の
広
い
裁
量
に
ゆ
だ
ね

そ
れ
が
著
し
く
合
理
性
を
欠
き
明
ら
か
に
裁
量
の
逸
脱
・
濫
用
と
見
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
裁
判
所
が
審
査

(
児
)

判
断
す
る
に
適
し
な
い
事
項
で
あ
る
」
と
の
判
示
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
最
高
裁
判
決
を
通
し
て
、
基
本
的
に
広
範
な
立
法
裁
量
・

(
ゆ
)
(
初
)

行
政
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
の
判
例
の
立
場
は
、
現
在
一
応
確
立
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ら
れ
て
お
り
、

他
方
、
社
会
保
障
法
学
に
お
い
て
も
「
社
会
保
障
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
一
定
の
理
論
展
開
が
な
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
先
駆
的
業
績
と

北法47(1・185)185 



説

し
て
、
小
川
政
亮
は
、
「
真
正
面
か
ら

(
幻
)

ら
な
い
」
中
に
あ
っ
て
、
憲
法
第
二
五
条
に
「
わ
が
国
に
お
け
る
生
存
権
的
基
本
権
の
総
論
的
位
置
づ
け
と
社
会
保
障
の
権
利
そ
の
も
の
の

(n) 

基
礎
と
を
見
出
」
す
と
と
も
に
、
実
体
的
給
付
請
求
権
、
手
続
的
権
利
、
自
己
貫
徹
の
た
め
の
権
利
(
行
政
争
訟
の
権
利
、
行
政
参
加
の
権

(
お
)

利
、
団
結
・
団
体
交
渉
権
)
な
ど
を
含
む
社
会
保
障
の
権
利
内
容
の
明
確
化
を
試
み
た
。
こ
う
し
た
権
利
論
は
、
多
分
に
運
動
論
的
色
彩
を

そ
の
後
「
権
利
主
義
的
社
会
保
障
論
」
と
の
批
判
を
受
け
る
に
至
っ
た
こ
と
は
上
述
し
た
。
た
だ
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
社
会
保

『
社
会
保
障
の
権
利
』

と
い
う
テ

l
マ
で
論
じ
た
著
書
・
論
文
は
、

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
当

北法47(1・186)186

論

持
ち
、

障
法
学
に
お
い
て
も
、
生
存
権
(
実
定
法
上
は
憲
法
第
二
五
条
)

(
M
)
 

異
論
を
み
な
い
。
な
か
で
も
籾
井
常
喜
は
、

が
我
が
国
社
会
保
障
な
い
し
社
会
保
障
法
の
一
つ
の
理
念
で
あ
る
こ
と
に

い
わ
ゆ
る
「
生
存
権
の
二
重
構
造
的
把
握
」
(
憲
法
第
二
五
条
一
項
が
人
間
と
し
て
の
「
最
低

限
度
」
の
生
活
の
保
障
(
緊
急
的
生
存
権
)
に
対
応
す
る
の
に
対
し
、
同
条
二
項
は
「
最
低
限
度
」
を
上
回
る
条
件
の
維
持
・
向
上
に
つ
い

(

お

)

(

お

)

(

幻

)

(

お

)

て
の
国
家
の
努
力
を
要
求
す
る
権
利
(
生
活
権
)
に
対
応
す
る
と
捉
え
る
見
方
)
を
試
み
、
憲
法
学
説
か
ら
も
注
目
を
集
め
た
。
こ
れ
に
対

の
契
機
に
も
着
目
し
、
よ
り
根
源
的
に
「
人
間
の
尊
厳
」
(
憲
法
第
二
二
条
前
段
参
照
)
か
ら

(
m
m
)
 

社
会
保
障
の
権
利
を
普
遍
的
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
の
試
み
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
遠
藤
昇
三
は
、
生
存
権
と
自
由
と
い
う
「
現
代
的
変
容
」

(
初
)

を
受
け
た
こ
つ
の
社
会
保
障
法
の
理
念
を
統
合
す
る
最
高
理
念
と
し
て
、
「
人
聞
の
尊
厳
の
原
理
」
を
導
き
出
し
た
上
で
、
同
原
理
な
ど
を

(
幻
)

根
拠
と
す
る
独
自
の
権
利
論
を
展
開
し
て
い
る
。

し
、
生
存
権
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
、
「
自
由
」

ま
た
こ
う
し
た
憲
法
な
い
し
基
本
権
レ
ベ
ル
で
の
抽
象
的
な
「
社
会
保
障
の
権
利
」

の
基
礎
づ
け
と
は
別
に
、
我
が
聞
の
実
定
法
規
定
に

即
し
て
い
わ
ば
実
証
法
学
的
に
権
利
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
数
多
い
。
こ
の
中
に
は
、
我
が
国
法
律
学
の
伝
統
的
手
法

(
鉛
)

で
あ
る
法
解
釈
論
を
判
例
分
析
な
ど
を
駆
使
し
つ
つ
展
開
し
、
二
疋
の
権
利
の
導
出
を
試
み
る
も
の
、
比
較
法
的
分
析
を
行
い
つ
っ
そ
こ
で

(
お
)

得
ら
れ
た
視
角
を
我
が
国
実
定
法
レ
ベ
ル
で
の
権
利
論
に
持
ち
込
む
も
の
、
な
ど
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
給
付
行
政
の
一
環
と
し
て
の
社
会
保
障
行
政
に
焦
点
を
当
て
、
権
利
の
問
題
を
扱
う
も
の

こ
の
他
、
行
政
法
学
の
側
か
ら
も
、



(
M
)
 

が
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
従
来
の
我
が
国
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」
論
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、

さ
し
あ
た
り
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
従
来
の
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
「
生
存
権
」
そ
の
も
の
の
理
念
的
根
拠
づ
け
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
な
さ
れ
て
こ

(
お
)

な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
権
を
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
っ
た
観
念
の
み
で
根
拠
づ
け
る
こ
と
の
論
理
的
飛
躍
の
問

(
お
)

題
性
が
指
摘
さ
れ
る
今
日
の
理
論
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
憲
法
第
ご
五
条
と
い
う
明
文
規
定
を
も
っ
我
が
固
に
お
い
て
も
、

一
つ
の
人
権
で

あ
る
「
生
存
権
」
の
根
拠
を
よ
り
深
く
探
求
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
本
稿
冒
頭
に
述

べ
た
よ
う
に
諸
々
の
財
政
的
・
人
的
資
源
の
制
約
要
因
を
抱
え
変
革
を
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
の
我
が
国
社
会
保
障
制
度
の
置
か
れ
た
現
状
に

鑑
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
理
論
的
作
業
は
な
お
さ
ら
愁
眉
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
生
存
権
論
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
権
利
論
は
、
主
と
し
て
裁
判
規
範
と
し
て
の
権
利
と
の
視
角
か
ら
捉
え
ら
れ
、
政
策
策
定

(
幻
)

指
針
と
の
レ
ベ
ル
で
の
権
利
の
意
義
に
着
目
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

社
会
保
障
分
野
に
お
い
て
は
頻
繁
に
法
制
度
が
改
正
さ
れ
制
度
論
・
政
策
論
の
展
開
が
必
要
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
実
定
法

学
に
お
け
る
研
究
手
法
は
司
法
審
査
を
念
頭
に
置
く
法
解
釈
論
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

「社会保障の権利J論(1)

第
三
に
、
最
近
で
は
社
会
保
障
法
学
の
側
か
ら
、
社
会
福
祉
分
野
な
ど
に
お
け
る
権
利
構
造
の
理
論
的
解
明
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い

(
お
)

ぇ
、
従
来
の
権
利
論
は
、
公
的
扶
助
(
生
活
保
護
)
制
度
を
主
た
る
対
象
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、(

鈎
)

の
捉
え
方
に
由
来
し
た
特
徴
で
も
あ
る
。
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憲
法
第
二
五
条
自
体
の
規
範
的
構
造
(
一
項
と
二
項
の
関
係
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
規
範
内
容
な
ど
)

現
在
で
も
、
少
な
く
と
も
ご
く
一
般
的
抽
象
的
に
言
え
ば
、
現
行
生
活
保
護
法
の
如
き
公
的
扶
助
制
度
が
憲
法
第
二
五
条
に
よ
っ
て
規
範
的

に
要
請
さ
れ
て
い
る
度
合
は
、
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
相
当
強
い
と
言
う
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
特
徴
を
裏
返
せ
ば
、
従
来
の
我
が
国
で
の
議
論
に
と
も
す
れ
ば
欠
け
て
い
た
視
角
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
と
い
い
得
よ



説

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
「
生
存
権
」
そ
の
も
の
の
理
念
的
基
礎
の
深
化
、
制
度
論
・
政
策
論
レ
ベ
ル
で
の
権
利
論
の
展
開
可
能
性
、
公
的
扶
助
制

度
以
外
の
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
独
自
の
権
利
論
の
展
開
な
ど
が
こ
れ
に
該
た
る
。

言命

(
ロ
)
現
在
の
社
会
保
障
論
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
田
他
・
前
掲
書
(
注
3
)
九
、
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
保
障
制
度
の
も
っ
と
も
重
要
な
」

の
は
「
生
存
権
論
」
で
あ
り
、
寸
社
会
保
障
制
度
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
国
家
が
承
認
し
た
国
民
の
生
存
権
に
基
づ
い
て
国
民
の
最
低
限
度

の
生
活
を
国
家
が
保
障
し
、
も
っ
て
資
本
主
義
社
会
の
安
定
を
図
る
制
度
で
あ
」
る
と
さ
れ
る
。

(
日
)
憲
法
第
二
五
条
に
規
定
さ
れ
た
生
存
権
を
人
権
体
系
の
中
に
位
置
付
け
理
論
化
す
る
と
い
う
作
業
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
我
妻
栄
で
あ
る
。

我
妻
は
、
国
家
や
他
の
個
人
が
あ
る
人
の
「
生
存
権
的
基
本
権
」
を
侵
害
す
る
よ
う
な
場
合
、
こ
う
し
た
侵
害
行
為
の
効
力
が
否
認
さ
れ
る
と
の
、

い
わ
ゆ
る
生
存
権
の
自
由
権
的
側
面
を
認
め
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
生
存
権
の
法
的
性
格
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
説
の
立
場
を

採
っ
た
。
我
妻
栄
『
新
憲
法
と
基
本
的
人
権
』
(
国
立
書
院
、
一
九
四
八
年
)
一
一
一
一
八
|
一
四
O
、
一
一
一
一
一
1

二
一
一
二
頁
。

(H)
最
大
判
昭
二
三
・
九
・
二
九
刑
集
二
巻
一

O
号
二
二
二
五
頁
(
食
管
法
違
反
事
件
)
。

(
日
)
東
京
地
判
昭
三
五
・
一

0
・
一
九
行
集
一
一
巻
一

O
号
二
九
二
一
頁
。

(
凶
)
さ
し
あ
た
り
、
中
村
睦
男
「
生
存
権
」
(
中
村
・
永
井
『
現
代
憲
法
大
系
⑦
生
存
権
・
教
育
権
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
九
年
)
所
収
。
以
下
、

中
村
・
前
掲
『
生
存
権
』
)
五
七
|
七
三
頁
と
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
諸
文
献
を
参
照
。

(
げ
)
中
村
・
前
掲
『
生
存
権
』
(
注
目
)
七
O
、
七
三
|
七
四
、
二
一
五
l
一
三
一
一
頁
、
同
「
生
存
権
」
『
法
律
時
報
』
四
九
巻
七
号
(
一
九
七
七
年
)

九
二

l
九
五
頁
、
山
下
健
次
「
生
存
権
の
裁
判
的
保
障
」
『
法
学
教
室
(
二
期
)
』
三
号
二
九
七
三
年
)
二
O

l
二
三
頁
な
ど
。
な
お
、
具
体

的
権
利
説
の
立
場
か
ら
、
二
疋
の
金
銭
給
付
訴
訟
が
可
能
で
あ
る
と
の
斬
新
な
主
張
を
行
な
う
近
時
の
学
説
に
、
棟
居
快
行
「
生
存
権
の
具
体

的
権
利
性
」
(
長
谷
部
恭
男
編
著
『
リ
l
デ
ィ
ン
グ
ズ
現
代
の
憲
法
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
)
所
収
)
一
五
六
頁
以
下
が
あ
る
。

(
時
)
最
一
小
判
平
元
・
三
・
二
判
時
一
一
一
一
六
三
号
六
八
頁
(
第
一
次
塩
見
訴
訟
)
。

(
四
)
前
掲
・
塩
見
訴
訟
最
高
裁
判
決
(
注
目
)
の
ほ
か
、
前
掲
・
朝
日
訴
訟
最
高
裁
判
決
(
注
7
)
、
最
大
判
昭
五
七
・
七
・
七
民
集
三
六
巻
七
号

一
二
三
五
頁
(
掘
木
訴
訟
)
、
最
二
小
判
昭
五
七
・
コ
了
一
七
訟
月
二
九
巻
六
号
一

O
七
四
頁
(
岡
田
訴
訟
)
。

(
加
)
な
お
、
社
会
保
障
関
係
訴
訟
に
お
い
て
は
、
憲
法
第
二
五
条
の
ほ
か
、
憲
法
第
一
四
条
(
法
の
下
の
平
等
)
が
原
告
側
の
憲
法
上
の
根
拠
規

北法47(l・188)188



「社会保障の権利J論(1)

定
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
比
較
的
多
い
。
こ
の
う
ち
、
原
告
が
勝
訴
し
た
下
級
審
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
昭
四
三
・
七
・
一
五
行
集

一
九
巻
七
号
一
一
九
六
頁
(
牧
野
訴
訟
第
一
審
)
、
神
戸
地
判
昭
四
七
・
九
・
二

O
行
集
二
三
巻
八
日
九
号
七
一
一
頁
(
堀
木
訴
訟
第
一
審
)
、

奈
良
地
判
平
六
・
九
・
二
八
訟
月
四
一
巻
一

O
号
二
六
二

O
頁
が
あ
る
。
憲
法
第
一
四
条
違
反
の
判
断
に
お
い
て
も
、
憲
法
第
二
五
条
の
生
存

権
保
障
と
の
か
か
わ
り
あ
い
で
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
う
る
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
佐
藤
進
「
堀
木
訴
訟
判
決
と
社
会
福
祉
行
政
の
課
題
」

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
五
二
二
号
(
一
九
七
二
年
)
九
五
頁
、
中
村
睦
男
「
憲
法
と
福
祉
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
五
八
六
号
(
一
九
七
五
年
)
六
一
頁
。

(
幻
)
小
川
政
亮
『
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
)
一
三
九
頁
。

(
詑
)
同
書
一
一
二
頁
。

(
幻
)
同
書
一
一
一
一
一
ー
一
二
六
頁
。

(M)
荒
木
誠
之
『
社
会
保
障
法
読
本
〔
新
版
〕
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
)
二
三
九
頁
、
堀
・
前
掲
書
(
注
3
)
九
六
頁
、
高
藤
昭
『
社
会
保
障

法
の
基
本
原
理
と
構
造
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
)
二
三
頁
、
籾
井
常
喜
編
『
社
会
保
障
法
』
(
エ
イ
デ
ル
出
版
会
、
一
九
九
一
年
)

五
頁
(
籾
井
執
筆
)
、
荒
木
編
『
社
会
保
障
法
』
(
青
林
書
院
、
一
九
八
八
年
)
六
三
頁
(
荒
木
誠
之
執
筆
)
、
西
原
道
雄
『
社
会
保
障
法
〔
第
三

版
〕
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
)
三

O
頁
、
林
ほ
か
『
社
会
保
障
法
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
七
年
)
一
一
一
頁
(
良
永
瀬
太
郎
執
筆
)
、
窪
田
・

佐
藤
編
『
現
代
社
会
保
障
法
入
門
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
六
年
)
六
七
頁
(
窪
田
隼
人
執
筆
)
、
角
田
・
窪
田
・
佐
藤
編
『
社
会
保
障
法
要

説
〔
改
訂
二
版
〕
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
五
年
)
五
八
頁
(
窪
田
執
筆
)
、
角
田
豊
『
社
会
保
障
法
』
(
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
八
年
)
四

三
頁
、
籾
井
『
社
会
保
障
法
』
(
労
働
総
合
研
究
所
、
一
九
七
二
年
)
七
九
頁
、
佐
藤
進
『
社
会
保
障
の
法
体
系
(
上
)
』
(
劾
草
書
一
房
、
一
九
六

九
年
)
一
二
二
頁
及
び
同
『
社
会
保
障
の
法
体
系
(
全
)
』
(
勤
草
書
房
、
一
九
九

O
年
)
一

O
四
頁
、
荒
木
「
社
会
保
障
の
法
的
構
造
(
二
・
完
)
」

吋
熊
本
法
学
』
五
号
(
一
九
六
五
年
)
一
一
頁
(
同
『
社
会
保
障
の
法
的
構
造
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
)
所
収
)
な
ど
多
数
。

(
お
)
「
生
活
権
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
荒
木
誠
之
に
よ
り
、
「
生
存
権
」
か
ら
区
別
す
べ
き
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
荒
木
・
前
掲
「
社
会
保

障
の
法
的
構
造
(
二
・
完
)
」
(
注
目
)
一
一
頁
。

(
部
)
籾
井
・
前
掲
書
(
注
目
)
八
六
!
九
六
頁
。
同
書
で
は
ま
た
、
社
会
保
障
の
制
度
類
型
と
の
関
係
で
、
緊
急
的
生
存
権
に
公
的
扶
助
請
求
権
が
、

き
ら
に
生
活
権
に
社
会
福
祉
措
置
請
求
権
、
社
会
扶
助
手
当
請
求
権
、
社
会
保
険
給
付
請
求
権
が
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。
同
書
九
六
|
一

O

三
頁
。
な
お
、
籾
井
「
社
会
保
障
法
学
に
関
わ
れ
て
い
る
も
の
」
『
日
本
社
会
保
障
法
学
会
誌
』
六
号
(
一
九
九
一
年
)
一
八
|
一
一
一
頁
、
同
編
・

前
掲
書
(
注
M
)

一
四
l
二
八
頁
(
籾
井
執
筆
)
参
照
。
と
り
わ
け
後
者
で
は
、
医
療
保
険
制
度
と
権
利
論
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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言命 説

(
幻
)
中
村
陸
男
「
生
存
権
の
法
的
性
格
」
『
法
律
時
報
』
四
八
巻
五
号
(
一
九
七
六
年
)
一
一
一
一
頁
。

(
却
)
こ
の
ほ
か
基
本
権
レ
ベ
ル
で
は
、
近
時
、
法
体
系
論
と
も
関
連
し
て
、
健
康
保
障
法
な
い
し
住
宅
保
障
法
の
規
範
的
根
拠
と
し
て
の
「
健
康
権
」

(
井
上
英
夫
「
健
康
権
と
医
療
保
障
」
(
朝
倉
他
編
『
講
座
日
本
の
保
健
・
医
療
2
現
代
の
医
療
保
障
』
(
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
一
年
)
所
収
)

七
六
頁
以
下
な
ど
て
「
住
居
権
」
(
高
藤
・
前
掲
書
(
注
剖
)
一
一
一
一
一
頁
)
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。

(
却
)
片
岡
昇
・
西
村
健
一
郎
「
社
会
保
障
の
権
利
」
(
『
社
会
保
障
講
座
1
社
会
保
障
の
思
想
と
理
論
』
(
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
八

O
年
)
所
収
)

一
五
九
l
一
六
四
頁
。

(
却
)
遠
藤
昇
三
『
「
人
間
の
尊
厳
の
原
理
」
と
社
会
保
障
法
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
)
第
一
章
。

(
訂
)
遠
藤
・
前
掲
書
(
注
目
)
第
二
章
で
は
、
「
生
存
権
の
二
重
構
造
的
把
握
」
を
基
本
的
に
踏
襲
し
(
た
だ
し
い
わ
ゆ
る
憲
法
第
二
五
条
一
項
二

項
分
離
論
で
は
な
い
て
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
「
緊
急
的
生
存
権
」
、
原
則
的
に
立
法
上
の
権
利

(
H
立
法
に
よ
り
創
出
・
拡
充
ま
た
は
縮

小
さ
れ
る
権
利
)
と
し
て
の
「
生
活
権
」
を
認
め
た
ほ
か
、
生
活
向
上
権
、
政
策
・
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
、
平
等
原
則
・
(
と
り
わ
け
精
神
的
)

自
由
と
い
っ
た
憲
法
原
則
、
制
度
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
手
続
的
権
利
・
争
訟
権
、
と
い
っ
た
諸
権
利
を
、
社
会
保
障
の
権
利
の
体
系
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
問
書
で
は
ま
た
、
保
障
方
法
に
応
じ
た
実
体
的
給
付
請
求
権
の
規
範
構
造
の
分
析
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
参
考
、
笛
木
俊

一
「
ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
」
『
法
律
時
報
』
六
七
巻
二
号
(
一
九
九
五
年
)
一

O
四
頁
以
下
(
同
書
の
書
評
で
あ
り
遠
藤
理
論
の
総
合
的
分
析
が

な
さ
れ
て
い
る
)
。

(
沼
)
さ
し
あ
た
り
、
堀
・
前
掲
書
(
注
3
)
第
四
章
第
三
節
と
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
諸
文
献
を
参
照
。

(
お
)
英
米
法
と
の
関
連
で
は
、
河
野
正
輝
「
社
会
福
祉
権
の
複
合
構
造
|
l
ヵ
l
ル
・
ウ
エ
ル
マ
ン
の
福
祉
権
論
を
手
掛
り
に
|
|
」
(
同
『
社

会
福
祉
の
権
利
構
造
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
)
所
収
)
八
七
頁
以
下
、
同
「
研
究
の
課
題
と
展
望
」
(
佐
藤
他
編
『
講
座
社
会
福
祉
6
社
会

福
祉
の
法
と
行
財
政
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
)
所
収
)
三
九
三
頁
以
下
、
秋
元
美
世
「
福
祉
の
権
利
と
社
会
福
祉
行
政
|
|
裁
量
問
題
を

中
心
に
し
て
」
『
日
本
社
会
保
障
法
学
会
誌
』
六
号
(
一
九
九
一
年
)
三
五
頁
以
下
、
同
「
『
福
祉
行
政
』
に
お
け
る
権
利
と
裁
量
」
(
大
山
・
武

川
編
『
社
会
政
策
と
社
会
行
政
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
)
所
収
)
一
四
一
頁
以
下
、
同
「
社
会
福
祉
行
政
の
裁
量
問
題
と
権
利
保
障
」

『
週
刊
社
会
保
障
』
一
五
九
五
号
(
一
九
九

O
年
)
二
二
頁
以
下
、
同
「
福
祉
の
権
利
と
行
政
裁
量
|
|
法
的
対
応
の
意
義
と
課
題
を
め
ぐ
っ

て
|
|
じ
(
小
林
三
衛
退
官
記
念
『
現
代
財
産
権
の
課
題
』
(
敬
文
堂
、
一
九
八
八
年
)
所
収
)
二
八
三
頁
以
下
、
橋
本
宏
子
『
住
民
参
加
と
法

|
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
手
続
き
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
一
年
)
な
ど
。
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(
担
)
例
え
ば
、
宮
崎
良
夫
「
社
会
保
障
行
政
と
権
利
保
護
」
(
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
福
祉
国
家
4
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
)

所
収
)
二
四
九
頁
以
下
、
又
坂
常
人
「
社
会
保
障
受
給
権
と
行
政
裁
量
の
関
係
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
(
一

)
l
(
一
一
了
完
)
」
『
自
治
研
究
』

五
八
巻
一

O
号
一
四
二
頁
以
下
、
同
一
一
号
一
三

O
頁
以
下
、
同
一
二
号
二
一
二
頁
以
下
(
一
九
八
二
年
)
、
下
山
瑛
二
「
サ
l
ヴ
ィ
ス
行
政
に

お
け
る
権
利
と
決
定

l
l
l
生
活
保
護
行
政
を
素
材
と
し
て
|
|
」
(
雄
川
一
郎
編
『
公
法
の
理
論
・
中
』
(
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
)
所
収
)
六

三
二
頁
以
下
な
ど
。

(
お
)
宮
沢
俊
義
『
憲
法

E
〔
新
版
〕
』
(
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
)
七
八
頁
。

(
部
)
辻
村
み
よ
子
「
人
権
の
観
念
」
(
樋
口
陽
一
一
編
『
講
座
憲
法
学
3
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
)
所
収
)
二

O
頁
、
長
谷
川
晃
『
権
利
・

価
値
・
共
同
体
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
)
七
五
l
七
八
頁
、
佐
藤
幸
治
「
人
権
の
観
念
ー
ー
そ
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
の
覚
書
」
『
ジ
ュ
リ

ス
ト
』
八
八
四
号
(
一
九
八
七
年
)
一
四
八
頁
。

(
幻
)
こ
う
し
た
視
角
は
、
例
え
ば
、
憲
法
第
二
五
条
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
る
学
説
上
、
政
治
的
道
義
的
目
標
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
規
定
と
の
見
方
や
(
最
大
判
昭
二
コ
了
九
・
二
九
刑
集
一
一
巻
一

O
号
一
二
三
五
頁
参
照
)
、
直
接
裁
判
所
を
通
じ
て
一
般
的
に
実
現
可

能
で
は
な
い
抽
象
的
権
利
で
あ
る
と
の
見
方
(
樋
口
・
佐
藤
・
中
村
・
浦
部
『
注
釈
日
本
国
憲
法
上
巻
』
(
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
四
年
)
一

九
二
頁
(
佐
藤
幸
治
執
筆
)
参
照
)
の
内
に
合
意
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
規
範
と
し
て
の
効
力
如
何
の
問
題
と
直
接
に
は
関
わ

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
の
憲
法
学
か
ら
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

(
犯
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
河
野
・
前
掲
書
(
注
お
)
が
あ
る
。

(
却
)
注
印
参
照
。

「社会保障の権利J論(1)

本
稿
は
、
以
上
の
如
き
我
が
国
の
理
論
状
況
を
踏
ま
え
て
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
「
社
会
保
障
の
権
利
」
に
相
当
す
る
場
面
に
お
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説

い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
議
論
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
本
稿
で
、

ア
メ
リ
カ
の
権
利
論
を
検
討
材
料
と
す
る
の
か
。
そ
の

北法47(1・192)192

理
由
と
し
て
は
、

ま
ず
第
一
に
、

ア
メ
リ
カ
に
は
、
我
が
固
と
異
な
り
、
社
会
保
障
を
支
え
る
合
衆
国
憲
法
上
の
明
文
の
根
拠
規
定
が
な
い

論

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
釈
論
的
な
あ
る
い
は
価
値
原
理
的
な
同
種
の
権
利
構
築
が
、
学
説
・
判
例
上
試
み
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

従
来
我
が
国
の
社
会
保
障
法
研
究
で
は
、
憲
法
上
の
明
文
根
拠
規
定
が
な
い
こ
と
や
、
と
り
わ
け
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
社
会
保
障
制

(ω) 

度
の
充
実
度
が
高
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
い
わ
ば
「
模
範
的
L

事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
注
目
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
憲
法
上
の
明
文
の
根
拠
規
定
が
な
い
中
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
権
利
の
基
礎
づ
け
の
試
み
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
生
存
権
そ
の

も
の
の
よ
り
一
層
の
基
礎
づ
け
が
理
論
的
謀
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
我
が
固
に
お
い
て
、
参
考
と
す
べ
き
部
分
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、

と
り
わ
け
法
理
学
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
裁
判
規
範
な
い
し
法
解
釈
論
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
策
策
定
の
指
針
な
い
し
制
度
論
・
政
策
論
レ
ベ
ル
で
の
展
開
を
も
見
据
え
た
権
利
論
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
我
が
国
で

の
既
存
の
権
利
論
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
。

第
二
に
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
年
金
保
険
を
中
核
と
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
を
検
討
対
象
と
し
、
そ
の
史
的
展
開
過
程
を
詳

(
H
U
)
 

細
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
基
本
的
特
徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
実
体
的
な
制
度
分
析
を
前
提
と
し
た
上
で
当
該
制

度
を
基
礎
づ
け
て
き
た
法
理
論
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
前
稿
で
の
分
析
を
よ
り
一
層
深
化
さ
せ
る
意
味
で
、
必
要
か
っ
有
意
義
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
本
稿
で
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」
に
か
か
わ
る
議
論
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
に
、
こ

う
し
た
権
利
論
の
動
向
を
社
会
保
障
制
度
の
具
体
的
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
明
ら
か
に
し
、
分
析
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
第
二
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
権
利
論
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
社
会
保
障
法
基
礎
理
論
の
現
状
に
鑑
み
て
、
何
ら
か
の
示
唆
を

得
る
こ
と
を
も

(
あ
く
ま
で
も
)
副
次
的
な
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
諸
目
的
を
追
求
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
以
下
の
よ



う
な
視
角
な
い
し
視
座
か
ら
分
析
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

第
一
に
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
の
権
利
論
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま
さ
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、
ア
メ
リ

(
必
)

カ
社
会
保
障
制
度
の
発
展
を
支
え
て
き
た
思
想
的
基
盤
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
労
働
者
階
級
な
い
し
勤
労
諸
階
層

(
必
)

の
み
が
社
会
保
障
の
権
利
主
体
で
あ
る
と
は
捉
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る

念
と
し
て
、

(
我
が
国
を
含
む
)
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
社
会
保
障
の
理

と
も
す
れ
ば
固
か
ら
国
民
に
対
す
る
一
方
的
な
給
付
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
「
生
存
権
」
の
ほ
か
、
社
会
全
体
の
利
益

と
の
関
係
に
お
い
て
個
人
の
利
益
が
軽
視
さ
れ
か
ね
な
い
「
社
会
連
帯
」
の
重
要
性
が
こ
と
さ
ら
に
解
か
れ
る
に
至
っ
て
い
る
近
時
の
我
が

(

H

H

)

(

必
)

国
の
学
説
及
び
政
策
状
況
に
お
い
て
、
個
人
に
着
目
し
自
由
・
自
律
を
基
盤
に
据
え
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
思
想
的
立
場
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
権
利
論
は
、
我
が
国
で
社
会
保
障
を
捉
え
直
す
新
た
な
視
座
を
探
求
す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
本
稿
で
は
、
「
社
会
保
障
の
権
利
」
論
そ
の
も
の
の
論
理
を
分
析
評
価
す
る
い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
法
(
憲
法
・
行
政
法
)
内
在
的

な
視
角
の
み
な
ら
ず
、
否
む
し
ろ
我
が
国
社
会
保
障
法
学
固
有
の
観
点
か
ら
み
た
い
わ
ば
外
在
的
視
角
か
ら
対
象
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
を
分
析
対
象
と
す
る
際
、
社
会
保
険
と
公
的
扶
助
と
の
制
度
的
区
別
を
明
確
に
す
る
と
の

視
点
は
、
社
会
保
障
法
学
の
立
場
か
ら
は
重
要
か
つ
基
本
的
な
事
柄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
我
が
国
で
な
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ

「社会保障の権利Jdi獄1)

「
福
祉
権
」
論
な
い
し
「
社
会
保
障
行
政
」
に
か
か
わ
る
憲
法
学
・
行
政
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
が
必
ず
し
も
十

(
必
)

分
に
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
点
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ア
メ
リ

カ
社
会
保
障
制
度
の
実
体
的
特
色
が
よ
り
明
確
化
す
る
と
同
時
に
、
実
体
論
と
結
び
付
い
た
理
念
的
「
権
利
論
」
の
展
開
に
み
ら
れ
る
特
徴

を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

(
幻
)

第
三
に
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
、
実
定
法
規
定
に
則
し
た
個
別
の
解
釈
論
と
い
う
よ
り
は
、
憲
法
な
い
し
基
本
権
レ
ベ
ル
で
の
い
わ
ば
一

般
的
抽
象
的
な
「
社
会
保
障
の
権
利
」
の
基
礎
づ
け
に
か
か
わ
る
議
論
に
視
点
を
据
え
る
。
筆
者
は
決
し
て
個
々
の
実
定
法
レ
ベ
ル
で
の
権
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説

(
必
)

利
論
の
展
開
の
必
要
性
と
そ
の
意
義
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
我
が
国
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」

ひ
と
ま
ず
基
本
権
レ
ベ
ル
ま
で
立
ち
戻
っ
て
、
「
社
会
保
障
の
権
利
」
を
問
い
直
す
と
の
視
点
も
重
要
と
考

論
の
問
題
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、

吾ム
白岡

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
理
論
的
作
業
は
、
社
会
保
障
法
基
礎
理
論
の
よ
り
一
一
層
の
深
化
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
本
稿
で
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
諸
々
の
議
論
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
憲
法
学
の
立
場
か
ら
の
「
福
祉
権
」
論
ゃ
、

さ
ら
に

そ
の
基
礎
づ
け
と
な
る
べ
き
法
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
法
学
な
ど
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
裁
量
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
も
対
象
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る

C
・
ラ
イ
ク

(わ
F
日
・
戸
市
川
山
〉
同
州
市
F

口
町
)

の
「
資
格
」
論
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
々
の
受
給
資

格
認
定
に
際
し
て
の
行
政
庁
内
部
に
お
け
る
裁
量
ゃ
、
受
給
資
格
基
準
の
設
定
自
体
に
か
か
る
立
法
部
・
執
行
部
の
裁
量
の
在
り
方
の
問
題

(ω) 

は
、
当
該
給
付
に
対
す
る
利
益
の
権
利
性
の
問
題
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
裁
量
論
は
、
申

請
者
・
受
給
者
の
受
給
利
益
を
如
何
に
し
て
法
的
に
保
護
す
る
か
と
い
う
、
権
利
論
と
共
通
の
目
的
を
有
す
る
点
で
も
参
照
価
値
が
あ
る
と

言
え
る
。

第
五
に
、
本
稿
で
は
、
権
利
基
底
的
理
論
を
、
司
法
審
査
を
念
頭
に
置
い
た
伝
統
的
な
法
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
制
度
論
・

(ω) 

政
策
論
の
場
面
に
ま
で
拡
げ
、
政
策
策
定
の
指
針
と
の
レ
ベ
ル
で
も
展
開
す
る
と
の
視
角
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
た
し
か
に
「
切
り

札
」
と
し
て
の
権
利
と
の
観
点
か
ら
は
、
「
権
利
」
的
視
角
を
一
つ
の
制
度
・
政
策
指
針
と
し
て
他
の
同
様
の
政
策
指
針
(
例
え
ば
「
効
率
性
」

基
準
や
財
源
上
の
制
約
)

と
の
関
係
で
相
対
的
に
用
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
社
会
保
障
行
政
は
、
頻
繁
に
法
制
度
が
改
正
さ
れ
制
度
論
・
政
策
論
が
重
視
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
制
度
改

正
を
領
導
す
る
指
針
な
い
し
理
念
の
抽
出
・
提
示
こ
そ
が
現
下
の
社
会
保
障
関
連
学
界
に
あ
っ
て
は
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
法
律
学
独
自
の
視
角
か
ら
導
出
さ
れ
る
「
権
利
」
的
視
角
が
、
他
の
指
針
に
よ
っ
て
は
容
易
に
は
覆
さ
れ
得
な

(
日
)

い
極
め
て
有
力
な
政
策
策
定
指
針
に
な
り
得
る
と
の
側
面
も
無
視
で
き
ず
、
否
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
角
か
ら
検
討
を
行
な
う
。

そ
し
て
本
稿
で
の
分
析
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
一
に
、

一
九
八

0
年
代
に
至
る
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
展
開
さ
れ
て
き
た
「
社
会
保
障
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
主
な
議
論
を
概
観
し
、

そ
の
特
徴

と
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
第
二
に
、
で
き
る
だ
け
実
体
的
な
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
史
的
展
開
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
理
論
と
現
実
制
度
と
の
棺
互
規
定
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
先

に
述
べ
た
よ
う
な
我
が
国
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
最
後
に
、

こ
の
点
は
基
本
的
に
は
副
次
的
意
義
で
あ
る
に
せ
よ
、

ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
か
ら
、
例
え
ば
「
自
由
」

の
理
念
の
よ
う
に
、
我
が
国
社
会
保

障
を
捉
え
る
際
の
新
た
な
視
座
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「社会保障の権利」言語訳1)

(
剖
)
連
邦
の
立
法
管
轄
と
い
う
側
面
か
ら
、
合
衆
国
憲
法
上
の
実
質
的
生
存
権
の
存
在
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
石
橋
敏
郎
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
連
邦
社
会
保
障
関
係
立
法
の
成
立
と
そ
の
合
憲
性
の
根
拠
」
(
荒
木
誠
之
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
『
現
代
の
生
存
権

l
法
理
と
制
度
』
(
法
律

文
化
社
、
一
九
八
六
年
)
所
収
)
一
五
五
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
木
下
毅
「
日
米
憲
法
に
お
け
る
生
存
権
的
社
会
権
」
『
立
教
法
学
』
一
一
一
一
一
号

(
一
九
八
九
年
)
一
五
六
頁
以
下
(
同
『
ア
メ
リ
カ
公
法
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
)
所
収
)
で
は
、
主
と
し
て
一
九
六

0
年
代
以
降
の
連
邦

最
高
裁
判
決
の
検
討
を
通
じ
て
、
広
義
に
お
け
る
実
質
的
な
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
法
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
い
ま
だ
包

括
的
な
生
存
権
的
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
受
給
権
を
体
系
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。
同
論
文
一
六
四
|

一
六
五
頁
。
そ
の
ほ
か
注
お
に
挙
げ
た
諸
文
献
を
参
照
。

(
H
U
)

拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
二

i
(
四
・
完
)
」
『
北
大
法
学
論
集
』
四

O
巻
三
号
六
八
九
頁
以
下
、
同
四
号
九
九

七
頁
以
下
、
四
一
巻
一
号
一
七
七
頁
以
下
、
同
二
号
七
六
二
貝
以
下
(
一
九
九
O
年
)
、
同
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
学

位
論
文
、
一
九
九
三
年
)
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
稿
発
表
時
現
在
、
一
般
公
刊
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
の
以
下
の
分
析
に
あ
た

り
同
拙
稿
を
引
用
す
る
に
際
し
で
も
、
出
版
時
に
特
定
で
き
る
よ
う
章
・
節
・
項
な
ど
の
表
題
を
併
せ
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
と
発
表

時
期
が
相
前
後
す
る
こ
と
に
つ
き
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。
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説

(
M
M
)

的
古
田
『
巾
ア
相
ピ
ミ
ミ

s
s
E
同
H

科
書
室
均

H
h
r
p
t
h丘
町
ミ
ミ

2
8
2
p
g
t
s
?切
R
S
N
l同門書
hhな
み
可
コ
喜
三
、
。
3
t室
内
失
H
P
町
内
3
E
円
三
宮
hミ
的
安
・

弘

5
ミ
虫
、

3
3
F
ω
⑦

ω
E
Z
F
-
m
E
-
印
。
∞
'
印
印
。
(
呂
∞
品
)
・
旗
手
俊
彦
「
現
代
福
祉
国
家
に
お
け
る
法
と
政
治
(
二
」
『
札
幌
法
学
』
一
巻
二

号
(
一
九
九

O
年
)
四
一
頁
。

(
川
町
)
西
谷
敏
「
社
会
保
障
法
に
お
け
る
人
間
像
」
『
法
学
雑
誌
(
大
阪
市
大
)
L

一
九
巻
二
号
(
一
九
七
二
年
)
一
九
九
頁
。

(
叫
)
高
藤
・
前
掲
書
(
注
但
)
第
一
部
第
二
章
(
一
一
一
一
頁
以
下
)
、
堀
・
前
掲
書
(
注
3
)
九
九
1

一
O
一
頁
。

(
必
)
一
九
九
五
年
社
会
保
障
制
度
審
議
会
勧
告
「
社
会
保
障
体
制
の
再
構
築
」
も
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
社
会
保
障
の
基
本
理
念
は
「
社
会
連
帯
」

で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
同
勧
告
第
一
章
第
一
節
一
。
参
照
、
『
週
刊
社
会
保
障
』
一
八
五
二
号
(
一
九
九
五
年
)
八
頁

(
隅
谷
三
喜
夫
社
会
保
障
制
度
審
議
会
会
長
(
当
時
)
の
発
言
)
。

(
日
明
)
例
え
ば
、
本
多
滝
夫
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
行
政
モ
デ
ル
と
官
僚
制
」
(
神
長
勲
他
代
表
『
現
代
行
政
法
の
理
論
室
井
力
先
生
還

暦
記
念
論
集
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
)
所
収
)
三

O
八
頁
以
下
、
大
久
保
史
郎
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
生
存
権
的
権
利
の
生
成

と
構
造
(
上
)
」
『
立
命
館
法
学
』
一
七
三
号
(
一
九
八
四
年
)
三
九
頁
以
下
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
沢
広
一
「
福
祉
受
給
権
を
め
ぐ
る
憲

法
問
題
|
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特
権
論
崩
壊
後
の
判
例
理
論
の
検
討
|
|
(
一

)
l
ミ
ラ
完
)
」
『
民
商
法
雑
誌
』
七
八
巻
六
号
八

O
O頁
以

下
、
七
九
巻
一
号
六
六
頁
以
下
、
同
二
号
二
四
三
頁
以
下
(
一
九
七
八
年
)
で
は
、
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
法
理
に
か
か
わ
る
巴
母
正
常

判
決
な
ど
と
の
関
連
で
、
こ
の
点
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
伯
祐
二
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
行
政
に
お
け
る
法
的
統
制
(
一
)

(
一
了
完
)
」
『
法
学
論
叢
』
一
一
八
巻
三
号
二
六
頁
以
下
(
一
九
八
五
年
)
、
一
二

O
巻
一
号
七
四
頁
以
下
(
一
九
八
六
年
)
に
お
い
て
も
、
同

判
決
な
ど
と
の
関
連
で
給
付
決
定
の
事
前
手
続
と
の
観
点
か
ら
、
社
会
保
険
と
公
的
扶
助
を
別
個
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
な
お
巴
奇
広
岡
市
判
決

に
つ
い
て
は
第
三
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
る
。

(
幻
)
本
稿
で
は
、
「
基
本
権
」
「
基
本
的
人
権
」
「
人
権
」
の
語
を
互
換
的
に
用
い
、
厳
密
に
使
い
分
け
る
こ
と
を
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
憲
法
学
上
重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
辻
村
・
前
掲
論
文
(
注
目
叫
)
一
四
i
二
O
頁
参
照
。

(
崎
)
例
え
ば
、
拙
稿
「
保
育
所
入
所
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
(
上
)
(
下
)
」
『
賃
金
と
社
会
保
障
』
一

O
五
一
号
四
五
頁
以
下
、
一

O
五
三
号
四
一
頁

以
下
(
一
九
九
一
年
)
参
照
。

(
羽
)
又
坂
常
人
「
権
利
救
済
手
続
の
諸
問
題
」
『
日
本
社
会
保
障
法
学
会
誌
』
一

O
号
(
一
九
九
五
年
)
八
一
ー
ー
八
二
頁
、
秋
元
・
前
掲
「
『
福
祉

行
政
』
に
お
け
る
権
利
と
裁
量
」
(
注
目
ω
)

一
四
二
|
一
四
三
頁
、
神
長
勲
「
福
祉
と
行
政
法
」
『
法
と
科
学
』
一

O
号
(
一
九
八
二
年
)
七
二

言命
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「社会保障の権利J論(1)

頁
な
ど
参
照
。

(
印
)
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
筆
者
は
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
の
規
範
的
意
味
内
容
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
政
策
な
い
し
立
法
策
定
の
指

針
と
し
て
の
意
味
と
裁
判
規
範
と
し
て
の
意
味
を
一
応
区
別
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
は
一
項
二
項
分
離
論
を
採
り
つ
つ
、

憲
法
第
二
五
条
は
、
政
策
策
定
の
指
針
と
し
て
も
、
ま
た
裁
判
規
範
と
し
て
も
、
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
の
保
障
(
一
項
)
と

そ
れ
を
超
え
た
よ
り
快
適
な
生
活
の
保
障
(
二
項
)
と
い
う
二
重
の
規
範
的
意
味
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
掘
・
前
掲
書
(
注
3
)

一

四
八
頁
。
参
照
、
中
村
・
前
掲
論
文
(
注
幻
)
一
四
頁
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
一
項
に
お
け
る
保
障
が
生
活
保
護
法
の
み
に
関
わ
る
わ
け
で

は
な
く
、
所
得
保
障
立
法
や
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
立
法
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
制
度
の
枠
を
超
え
た
様
々
な
法
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
保
障
を
行
な
う
べ
き
義
務
が
国
に
課
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
二
項
そ
れ
自
体
の
規
範
性
は
、
政
策
策
定
の
指
針
と
し
て
も

裁
判
規
範
と
し
て
も
き
わ
め
て
弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
掘
・
前
掲
書
(
注
3
)

一
四
九
、
一
五
二
l
一
五
五
頁
。

(
日
)
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
法
哲
学
の
側
か
ら
、
田
中
成
明
『
法
理
学
講
義
L

(

有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
)
一
六
七
頁
で
は
、
「
環
境
権
を
は
じ
め
、

次
々
と
提
唱
さ
れ
る
新
し
い
人
権
が
、
抽
象
的
権
利
レ
ベ
ル
で
の
人
権
で
あ
っ
て
も
、
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
立
法
・
行
政
上
の
政
策
形
成

や
各
種
の
市
民
運
動
・
住
民
運
動
な
ど
に
お
け
る
権
利
闘
争
の
指
導
理
念
と
し
て
無
視
し
が
た
い
独
自
の
規
範
的
効
力
を
も
っ
て
い
る
現
況
を

み
る
な
ら
ば
、
司
法
的
保
護
・
救
済
と
直
接
結
び
つ
く
(
回
復
的
権
利
|
|
筆
者
注
)
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
第
一
次
的
権
利
義
務
関
係
を
、

す
で
に
法
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
て
、
法
理
学
的
考
察
の
視
野
の
な
か
に
取
り
込
む
必
要
性
は
、
一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
渡
辺
洋
一
二
「
社
会
保
障
に
お
け
る
市
民
法
と
現
代
法
」
『
社
会
科
学
研
究
』
三
一
一
巻
五
号
(
一
九
八
一
年
)
二
三
五
頁
で

も
、
「
立
法
政
策
に
お
い
て
、
各
種
利
益
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
調
整
に
当
っ
て
、
人
権
論
的
視
点
が
確
立
し
た
上
で
の
調
整

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
欠
落
し
た
ま
ま
で
の
調
整
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
立
法
政
策
の
在
り
方
は
、
い
ち
じ
る
し
く
異
な
っ
て
く
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
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説

四

百命

以
上
述
べ
た
諸
々
の
観
点
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
本
稿
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
た
。
ま
ず
第
一
章
で
、

ア
メ
リ
カ
で

の
「
特
権
」
論
・
「
資
格
」
論
な
ど
を
め
ぐ
る
学
説
・
判
例
動
向
を
、

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
制
定
後
の
社
会
保
障
制
度
の
史
的
展
開
過

程
と
絡
め
て
た
ど
っ
て
ゆ
く
。
次
い
で
、
第
二
章
で
は
、
と
く
に
一
九
七

O
年
以
降
に
な
さ
れ
た
学
説
上
の
議
論
の
諸
潮
流
を
、
憲
法
学
(
実

体
的
「
福
祉
権
」
論
)
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
裁
量
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
礎
と
も
な
る
べ
き
法
理
学
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
け
、
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
は
、
前
二
章
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
並
び
に
「
社
会

保
障
の
権
利
」
論
の
諸
特
徴
を
、
社
会
保
障
法
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
後
、

会
保
障
の
文
脈
に
お
い
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
特
徴
的
な
「
自
由
」

の
理
念
を
我
が
国
社

第
一
章

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
と
権
利
論
の
展
開

序
章
で
は
、
我
が
国
社
会
保
障
法
学
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
、
社
会
保
障
分
析
に
対
す
る
有
力
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
手
法
と
な
る
べ
き

権
利
論
の
我
が
国
に
お
け
る
到
達
状
況
お
よ
び
そ
の
特
徴
を
概
観
し
た
上
で
、
本
稿
の
分
析
対
象
、
目
的
、
視
角
・
視
座
、
意
義
な
ど
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
本
章
で
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
社
会
保
障
の
権
利
」
、
典
型
的
に
は
い
わ
ゆ
る
「
福
祉
」
に
対
す
る

利
論
」
を
め
ぐ
る
法
理
論
の
動
向
を
、

(
臼
)

る
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
一
節
で
、

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
制
定
以
後
の
社
会
保
障
制
度
の
史
的
展
開
過
程
と
関
連
づ
け
な
が
ら
た
ど

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
が
制
定
さ
れ
社
会
保
障
制
度
の
成
立
を
み
た
に
も
か
か
わ
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ら
ず
、
法
理
論
的
に
は
い
わ
ゆ
る
「
特
権
」
論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
一
九
五

0
年
代
ま
で
を
中
心
に
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、

一
九
六

O

年
代
に
ラ
イ
ク
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
資
格
L

論
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
第
三
節
で
は
、
「
資
格
」
論
が
判
例
・
行
政
実
務

な
ど
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
同
理
論
を
背
景
と
し
た
一
九
七

0
年
代
以
降
の
社
会
保
障
制
度
の
改
正
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
際
、
合
衆
国
憲

法
上
の
「
社
会
保
障
の
権
利
」
な
い
し
「
福
祉
権
」

の
樹
立
を
め
ぐ
る
連
邦
最
高
裁
判
例
の
理
論
展
開
ゃ
、
「
資
格
」
論
自
体
の
内
在
的
問

題
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
な
う
。
な
お
用
語
法
の
問
題
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
で
「
福
祉

(
5
-
P
Z
)
」
と
い
う
場
合
、
必
ず
し
も
現
在
我

(
臼
)

が
固
で
い
う
と
こ
ろ
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
一
般
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
さ
ら
に
狭
義
に
お
い
て
は
そ
の
一
部

(
日
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
す
こ
と
も
多
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
〉
巴
)
〔
V

プ
ロ
グ
ラ

円
で
あ
る
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
宣
明
り
の
)

ム
は
、
典
型
的
に
は
単
親
家
庭
(
な
か
で
も
母
子
家
庭
)

を
支
給
対
象
と
し
、
金
銭
給
付
等
を
行
な
う
ミ

l
ン
ズ
テ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
本
稿
で
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
・
法
理
論
を
検
討
す
る
際
に
用
い
る

「
福
祉
」
と
の
表
現
も
、
広
(
公
的
扶
助
)
・
狭
(
〉
苫
)
わ
)

れ
に
せ
よ
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
的
な
文
脈
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

「社会保障の権利」言縦1)

(
臼
)
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
史
的
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
引
)
が
も

っ
と
も
詳
細
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
版
準
備
中
で
あ
る
た
め
、
さ
し
あ
た
り
社
会
保
障
研
究
所
編
『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
』
(
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
)
な
ど
参
照
。

(
臼
)
同
-
h
-
F曲
目

E
M
g
-
c
s
r
s弘
、
ミ
唱
。

ha
ミ
M
U
E
R
B
【
ず
で
と
¥
白
さ
同
H

喝
さ
笠
宮
芯
師
、

5
4弓
向
山
戸
司
〉
回
開
見
開
司

C
間
宮

-
Z
〉
三
何
回

-n〉
・
句
何
回
目
ヨ
ロ
ヨ
間
的
〉

Z
U

日

ν
問。∞
E
W
(
U
4
∞
ω
・

印

(
M
Y
ω
。
ョ
ヨ
巾
『
印
巾
門
戸

-
H
ψ

∞N
)

(
日
)
伊
部
英
男
、
マ

l
サ
・
N
-
オ
ザ
ワ
「
日
米
社
会
福
祉
比
較
」
(
伊
部
・
早
川
一
編
『
世
界
の
社
会
政
策
|
|
統
合
と
発
展
を
め
ざ
し
て
|
|
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
)
所
収
)
二
五
一
一
良
な
ど
。

し3

ず
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説

第

艮日

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
形
成
と

「
主
寸
#
雀
ム
間

外
イ
』
相
川

L

=

コロ

年弘
関岡

自
助
・
自
立
を
強
調
し
、
貧
困
を
個
人
の
責
に
帰
す
る
い
わ
ゆ
る
「
個
人
主
義
的
貧
困
観
」
が
支
配
的
で
あ
っ
た
一
七
世
紀
植
民
地
時
代

(
出
)

一
定
の
救
貧
制
度
の
展
開
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
出
発
点
と

以
来
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、

も
い
う
べ
き
基
礎
が
築
か
れ
た
の
は
、
貧
困
発
生
の
社
会
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
の
認
知
ゃ
、
二

O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
社
会
保
険
運
動
を

(
白
川
)

背
景
と
し
、
大
恐
慌
・
大
不
況
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
制
定
に
至
っ
た
一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
(
∞
。
門
岡
山
-
ω
2
ロコ々
〉
2
)
に
お
い

(
日
)

て
で
あ
っ
た
。
本
来
単
行
法
と
し
て
も
制
定
さ
れ
得
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
寄
せ
集
め
」
に
す
ぎ
な
い
と
か
、
公
的
医
療
保
険
・
包
括

的
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
存
在
、
給
付
水
準
の
低
さ
、
各
州
毎
の
給
付
格
差
、
諸
々
の
社
会
危
険
に
対
す
る
部
分
的
な
対
応
、
と
い
っ

た
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
け
れ
ど
も
、
同
法
は
、
連
邦
政
府
が
国
民
の
所
得
保
障
な
い
し
生
活
保
障
に
は
じ
め
て
本
格
的
恒
久
的
に

(
日
)

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
史
上
最
も
重
要
な
立
法
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

F
・
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
同
法

乗
り
出
し
た
点
で
、

案
の
立
法
過
程
の
端
緒
と
な
っ
た
一
九
三
四
年
六
月
八
日
の
特
別
教
書
(
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
教
書
)

に
お
い
て
、
「
私
に
と
っ
て
は
、
住

居
の
保
障
、
生
計
手
段
の
保
障
、
社
会
保
険
の
保
障
と
い
う
二
一
つ
の
目
標
が
、

ア
メ
リ
カ
国
民
に
提
供
し
う
る
最
小
限
の
公
約
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
就
労
の
意
思
あ
る
全
て
の
国
民
お
よ
び
そ
の
家
族
に
帰
属
す
る
権
利
で
あ
り
、
既
に
救
済
、
回
復
、
再
建
の
た
め
に
採
ら
れ
た
方

(ω) 

策
の
必
須
の
帰
結
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
就
労
意
思
と
関
連
づ
け
て
い
た
に
せ
よ
、
既
に
権
利
と
の
文
言
を
用
い
て
い
た
。
合
衆
国
憲
法
上

の
明
文
の
根
拠
規
定
が
認
め
ら
れ
な
い
状
況
下
で
の
、
社
会
保
険
(
老
齢
・
失
業
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
公
衆

衛
生
事
業
の
連
邦
補
助
金
制
度
化
な
ど
を
も
っ
て
、
立
憲
民
主
制
下
に
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
二
項
と
も
相
通
ず

(
抽
象
的
な
)
意
味
で
の
「
社
会
保
障
の
権
利
」

の
存
在
が
、
少
な
く
と
も
立
法
部
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
た
と
の
見

る
よ
う
な
か
な
り
薄
い

(ω) 

方
も
で
き
よ
う
。
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
も
、
連
邦
管
轄
条
項
と
の
関
連
に
お
い
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
先
例
の
な
か
っ
た
社
会
保
険
プ
ロ
グ
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(
日
)

ラ
ム
に
つ
き
合
憲
判
決
が
出
さ
れ
、

(
臼
)

い
わ
ば
「
間
接
的
」
に
合
衆
国
憲
法
上
の
基
礎
が
確
認
さ
れ
も
し
た
。
公
的
扶
助
に
関
し
て
い
え
ば
、

公
民
権
の
剥
奪
ゃ
い
わ
ゆ
る
劣
等
処
遇

(
Z
Z
巳仲間
5
2
5ー

)

か
ら
切
り
離
さ
れ
、

ま
た
金
銭
給
付
が
原
則
と
さ
れ
た
点
で
旧
来
の
救
貧
法

と
は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
申
請
を
却
下
さ
れ
た
者
に
対
し
「
公
正
聴
聞
」
の
機
会
を
各
州
が
付
与
す
ベ

(
臼
)

き
旨
の
規
定
を
置
く
な
ど
申
請
者
・
受
給
者
の
法
的
地
位
に
一
定
の
配
慮
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
制
定
法
レ
ベ
ル
に
お
け
る
具
体
的
な
権
利

(
似
)

性
の
付
与
に
つ
い
て
も
一
定
の
進
展
を
み
た
。

た
だ
し
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
老
人
・
要
扶
養
児
童
・
視
覚
障
害
者
と
い
っ
た
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
を
対
象
と
す

(
老
齢
扶
助
・
要
扶
養
児
童
扶
助
・
視
覚
障

(
白
山
)

害
者
扶
助
)
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
け
る
生
活
保
護
法
の
如
き
一
般
的
包
括
的
な
法
制
度
は
確
立
を
み
な
か
っ
た
。
ま
た
、

る
従
来
の
州
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
連
邦
に
よ
る
財
政
的
援
助
と
の
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
た
め

州
老
齢
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
人
間
ら
し
さ
と
健
康
(
色
町
内
巾
ロ
円
司
自
色
宮
山
一
吾
)
を
保
つ
相
応
の
生
存
(
円

2
8
E
Z巾印ロ
σ
回
目
印
丹
市
ロ
円
巾
)
」
を
保

(
目
別
)

障
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
連
邦
補
助
金
支
給
要
件
が
、
連
邦
議
会
で
の
立
法
過
程
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、

日
本
国
憲
法
第
二
五
条
一
項
と
も
相
通
ず
る
「
全
国
民
を
対
象
と
す
る
最
低
限
度
の
生
活
保
障
」
的
な
考
え
方
は
、
未
だ
希

薄
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
合
憲
判
決
も
、
あ
く
ま
で
違
憲
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
合
衆
国
憲
法
上
の
基

「社会保障の権利」論(1)

礎
の
確
認
に
す
ぎ
ず
、
こ
う
し
た
連
邦
に
よ
る
社
会
保
障
給
付
が
憲
法
上
積
極
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
当
然
に
意
味
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。一

九
三
五
年
法
が
申
請
者
・
受
給
者
の
法
的
地
位
に
一
定
の
配
慮
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
法
理
論
上
、
そ
も
そ
も
こ

う
し
た
社
会
保
障
領
域
で
の
受
給
利
益
が
個
々
の
申
請
者
・
受
給
者
と
の
関
係
で
「
権
利
」
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
消
極
的

に
解
す
る
捉
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
憲
法
判
例
理
論
に
お
い
て
は
、
政
府
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
権
益
・

ま
た
、

便
宜
は
そ
の
完
全
に
自
由
な
裁
量
の
下
に
置
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
権
利

l
特
権
区
分
(
コ
間
宮
・
胃

E-a胃
伝
的
円
5
2
5ロ
)
」
論
、

し、

北法47(l・201)201



説

(
m
w
)
 

わ
ゆ
る
「
特
権
」
論
が
支
配
し
て
お
り
、
社
会
保
障
領
域
に
お
い
て
も
権
利
で
は
な
く
恩
恵

(
m
E
E
)々
と
し
て
の
「
特
権
」
で
あ
り
基

(ω) 

本
的
に
政
府
は
自
由
に
こ
れ
を
打
ち
切
り
ま
た
は
停
止
し
、
条
件
を
付
す
る
等
の
措
置
を
採
り
う
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

号ふ
ロ岡

基
本
的
考
え
方
は
、
社
会
保
障
法
制
定
後
も
依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
同
法
の
そ
の
後
の
改
正
経
過

か
ら
も
十
分
に
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、

一
九
五
一
年
歳
入
法
に
よ
り
、
商
業
・
政
治
目
的
に
は
利
用
し
得
な
い
と
の
条
件
を
付
し
た
上
で
、
公
的
扶
助
の
扶
助
記
録

(
釦
目
白
∞

g
ロ円巾『巾

gEiMW)
へ
の
国
民
の
ア
ク
セ
ス
を
各
州
が
許
容
し
て
も
連
邦
政
府
の
補
助
金
打
切
事
由
と
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
そ
の

趣
旨
は
、
当
時
、
非
貧
困
者
で
あ
り
な
が
ら
公
的
扶
助
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
者
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
受
給
者
名
簿
を

(ω) 

公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
恥
辱
を
与
え
受
給
者
を
削
減
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
「
貧
困
は
恥
で
あ
る
」
と
の
ス

テ
ィ
グ
マ
を
付
与
し
た
前
近
代
的
救
貧
法
的
発
想
と
相
通
ず
る
も
の
と
す
ら
一
言
い
得
る
。

ま
た
、
要
扶
養
児
童
扶
助
(
〉

u
n
一
一
九
六
二

年
社
会
保
障
法
修
正
法
に
よ
り
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
(
〉
巴
)
わ
)

へ
と
改
称
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
っ
て
は
、
例
え
ば
公
民
権
の
停
止
と
い

(
初
)

一
定
期
間
の
州
内
に
お
け
る
居
住
要
件
を
課
し
た
り
、

っ
た
救
貧
法
的
処
遇
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

な
お
多
く
の
州
で
は
、

J
5
3
Z
R
P
S
R
3
ル
ー
ル
や

ESEes-51MO口
同
町
ョ
ル

1
ル
と
い
っ
た
形
で
母
親
と
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
な
い
男
性
と
の
事
実
上
の
閲

(
礼
)

係
を
捉
え
て
給
付
制
限
を
行
っ
た
り
、
ワ

1
ヵ
ー
ら
に
よ
る
受
給
家
庭
へ
の
夜
襲
調
査

(
E
E
F間
宮

Z
Eと
な
ど
受
給
者
の
私
生
活
領
域

(η) 

に
過
度
に
踏
み
込
ん
だ
指
導
監
督
に
服
せ
し
め
て
い
た
。
法
理
論
上
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
福
祉
な
い
し
公
的
扶
助
も
公
的
資
金
の
支
出
で

あ
る
の
で
、
一
般
市
民
は
こ
う
し
た
資
金
が
受
給
者
の
手
元
に
渡
っ
た
後
で
も
適
切
に
関
心
を
も
ち
う
る
と
の
旧
来
の
考
え
方
が
、
根
強
く

(
乃
)

残
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
実
態
を
指
し
て
、
こ
の
時
期
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
恩
着
せ
が
ま
し
い
道
徳
主
義
(
円
。
ロ
号
月

g
E
Z

(
日
)

ョ
。
『
回
口
回
目
)
」
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ

l
ヵ
ー
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ワ

l

カ
l
の
決
定
は
、
個
人
主
義
的
貧
困
観
を
背
景
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ケ

l
ス
ワ

l
ク
が
も
っ
精
神
治
療
的
根
拠
に
基
づ
く
専
門
性
と
い
う
面
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(
九
)

で
も
正
当
化
さ
れ
得
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
理
論
状
況
お
よ
び
制
度
状
況
は
、

(
祁
)

一
九
六
二
年
社
会
保
障
法
修
正
法
に

一
九
六

0
年
代
半
ば
に
至
る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

お
い
て
、
公
的
扶
助
に
つ
き
運
営
実
施
費
用
一
般
(
給
付
費
を
含
む
)
か
ら
サ
ー
ビ
ス
実
施
費
用
・
職
員
訓
練
費
用
を
分
離
し
、
ケ
ー
ス
ワ

1

ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
や
そ
の
た
め
の
職
員
訓
練
の
た
め
の
費
用
に
対
す
る
連
邦
マ
ッ
チ
ン
グ
補
助
率
を
五
O
%
か
ら
七
五
%
へ
と
引
き

上
げ
た
の
も
、
高
い
質
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
貧
困
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
の
伝
統
的
な
専
門
職
サ
ー
ビ
ス
尊
重
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
も

(
行
)

の
で
あ
っ
た
。

-
-
-
J
-
J

、

千
J

ナ
J
1
L

(を
E
U呂
田
・

ω
5
0ロ
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、

い
わ
ゆ
る
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ

1
ク
法
学

(
ω
o
n
E

W
-
サ
イ
モ
ン

君
。
吋
宵
』
ロ
コ
印

u
z
a
g門

町
)

(
沌
)

さ
れ
る
。
例
え
ば
、

が
上
記
の
「
恩
着
せ
が
ま
し
い
道
徳
主
義
」
に
反
対
し
、
連
邦
公
的
扶
助
行
政
に
も
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

「社会保障の権利」論(1)

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
部
で
は
あ
る
に
せ
よ
聴
聞
規
定
が
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ

(
乃
)

ム
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l
カ
l
の
側
か
ら
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ソ
!
シ
ヤ
ル
ワ

l
ク
法
学
は
、

(
初
)

以
下
の
よ
う
な
基
本
的
教
義
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
川
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
受
給
者
の
利
益
は
権
利
と
し
て
理

解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
凶
貧
困
は
道
徳
的
欠
陥
や
個
人
的
無
能
力
を
示
す
も
の
で
は
な
い
、
同
財
政
的
援
助
は
た
だ
単
に
ニ

1
ド
に
基
づ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
「
恩
着
せ
が
ま
し
い
道
徳
主
義
」
の
廃
止
、
受
給
者
の
尊

い
て
の
み
条
件
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

厳
の
主
張
、
恋
意
的
な
運
営
な
い
し
裁
量
権
の
行
使
に
対
す
る
攻
撃
、
と
い
っ
た
多
く
の
面
で
同
法
学
は
、
後
述
す
る

C
-
ラ
イ
ク

(ng
ュ2

〉
・
同
州
市
同
門
『
)

の
「
資
格
」
論
な
ど
に
先
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
五

0
年
代
ま
で
の
制
度
運
営
お
よ
び
法
理
論
的
基

北法47(l・203)203

盤
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
同
法
学
が
福
祉
受
給
者
の
地
位
改
善
に
果
た
し
た
実
際
的
役
割
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
先
の
教
義
同
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
あ
る
種
の
連
帯
主
義
に
基
礎
を
お
く
ニ

l
ド
基
底
的
理
論
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基
礎
を

お
く
個
人
主
義
的
諸
前
提
が
社
会
的
政
治
的
に
根
付
い
て
い
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

」
う
し
た
前
提
は
現
在
に
至
る
ま
で
保
持
さ



え
方
と
し
て
、
社
会
保
障
分
野
の
う
ち
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
基
準
に
従
い
受
給
資
格
の
認
定
が
な
さ
れ
、

か
つ
自
ら
の
拠
出

北法47(1・204)204

説

れ
て
い
る
)
、
深
く
浸
透
す
る
素
地
を
欠
い
て
い
た
と
も
い
え
る
。

以
上
に
み
た
理
論
展
開
は
、
主
と
し
て
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
制
定

論

以
来
、
執
行
部
・
立
法
部
に
お
け
る
社
会
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
者
や
支
持
者
、
あ
る
い
は
市
民
一
般
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
基
本
的
捉

額
を
基
準
に
し
て
給
付
額
が
定
ま
る
こ
と
か
ら
、
契
約
関
係
の
類
推
に
よ
り
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
で
尊
重
さ
れ
て
き
た
自
助
努
力
と
い
う

伝
統
的
価
値
に
訴
え
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的
扶
助
よ
り
も
高
い
規
範
的
地
位
が
与
え
ら
れ
る

(
別
)

強
い
)
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
険
が
公
的
扶
助
と
の
対
比
に
お
い
て
未
だ
今
日
の
よ
う
な
人
的
財
政
的
規

(
位
)

模
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
一
九
四

0
年
代
か
ら
五

0
年
代
に
か
け
て
の
社
会
保
障
法
の
改
正
経
過
に
か
か
わ
る
以
下
の
検
討
か
ら
も
、
伺
い

(
つ
ま
り
給
付
に
対
す
る
「
権
利
」
性
が

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
法
制
定
に
あ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
レ
ベ
ル
の
経

済
保
障
委
員
会
合
開
∞
)

は
、
拠
出
制
老
齢
保
険
制
度
の
目
的
と
し
て
、
①
無
拠
出
制
扶
助
制
度
に
対
す
る
連
邦
政
府
支
出
の
抑
制
と
と
も

(
お
)

に
、
②
自
ら
拠
出
す
る
こ
と
に
よ
り
「
受
給
権
」
を
確
保
す
る
形
で
若
年
層
に
対
す
る
老
齢
保
障
を
行
な
う
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
た
。
さ
ら

こ
t
ぁ一こ、

J
U
:
7
 

一
九
五

O
年
修
正
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
九
四
七
年
社
会
保
障
諮
問
委
員
会
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
全
体
の
利
益
に

影
響
を
及
ぼ
す
以
上
、
連
邦
政
府
を
自
分
達
の
協
同
の
た
め
の
機
関
と
し
て
用
い
る
人
々
は
、
共
同
体
の
全
構
成
員
が
、
老
齢
・
死
亡
と
い

っ
た
主
要
な
危
険
に
対
す
る
少
な
く
と
も
基
本
的
な
保
護
手
段
を
も
つ
こ
と
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
貧
困
を
も
た
ら
す
主
要
な
社

会
危
険
に
対
す
る
基
礎
的
保
障
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
保
障
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
就
労
記
録
(
君
。
「
宵
『
巾

g
E
)
に
応
じ
て
異
な
る
給

付
が
、
生
産
的
努
力
の
報
償
で
あ
り
一
般
経
済
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
働
く
一
方
、
個
人
が
貧
困
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
給
付
が

支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
知
識
が
、
個
人
の
貯
蓄
を
保
険
制
度
を
通
じ
て
得
た
基
本
的
保
障
に
付
加
し
て
い
こ
う
と
の
推
進
力
を
サ
ポ

l



ト
し
刺
激
す
る
」
と
し
て
、
「
拠
出
と
給
付
の
関
連
性
が
あ
り
、

(
倒
)
(
邸
)

保
障
制
度
の
基
盤
と
し
て
」
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
つ
ニ

l
ド
調
査
な
し
で
支
給
さ
れ
る
拠
出
制
社
会
保
険
制
度
を
、
社
会

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
障
法
の
改
正
経
過
か
ら
み
た
場
合
で
も
、

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
、
拠
出
に
基
づ
く
点
な
ど
に
お

い
て
公
的
扶
助
と
は
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
社
会
保
険
給
付
に
つ
き
権
利
性
が
意
識
さ
れ
る
と
と
も
に
高
い
規
範
的
価
値
が
お
か
れ
、
ま
さ

に
こ
の
こ
と
か
ら
社
会
保
険
を
社
会
保
障
制
度
の
基
盤
と
し
て
置
く
と
の
発
想
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

(
鉛
)

あ
る
。

「社会保障の権利J論(1)

(
日
)
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
前
史
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
二
)
」
(
注
引
)

0
0
0頁
以
下
と
、
同
頁
注
川
掲
記
の
諸
文
献
を
参
照
。

(
日
)
同
論
文
一

O
O
六
l
一
O
二
五
頁
。

(
日
)
同
法
は
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

l
デ
イ
l
ル
立
法
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
、
老
齢
保
険
(
連
邦
直
轄
)
・
失
業
補
償
(
連
邦
H
州
共
管
)
と
い
う

二
つ
の
社
会
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
老
齢
扶
助
・
要
扶
養
児
童
扶
助
・
視
覚
障
害
者
扶
助
と
い
う
三
つ
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
連
邦
H
州
共
管
て

そ
の
他
公
衆
衛
生
事
業
、
母
子
福
祉
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
成
っ
て
い
た
。
一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・

前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
二
)
l
(
四
・
完
)
」
(
注
釘
)
参
照
。

(
回
)
た
だ
し
、
同
法
制
定
後
も
、
従
来
の
「
生
活
自
助
原
則
」
が
本
質
的
に
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
四
・
完
)
」
(
注
川
町
)
八
一
一
一
一
八
一
四
頁
。
な
お
、
本
稿
第
三
章
第
一
節
参
照
。

(
回
)
叶
∞
(
い
C
Zの
同
開
。
'
H
O
話
∞
ー
コ
(
円
。
ω
品
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
二
)
」
(
注
M
M
)

一
O
四
O
l
一
O
四

一
頁
。

(ω)
「
日
本
国
憲
法
の
生
存
権
条
項
は
、
そ
の
形
式
か
ら
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
に
類
似
し
て
い
る
が
、
実
質
か
ら
み
る
と
、
主
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

1
デ
イ

l
ル
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ニ
ュ

l
デ
イ

l
ル
政
策
を
展
開
す
る
諸
立
法
や
諸
判
例
な
ど
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
た
成
果
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
大
須
賀
明
「
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
と
憲
法
的
自
治
」
(
同
『
社
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苦手ふ
白冊 説

会
国
家
と
憲
法
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
)
所
収
)
二
頁
。
総
司
令
部
案
に
端
を
発
す
る
日
本
国
憲
法
原
案
は
、
第
二
五
条
二
項
類
似
の
規
定

の
み
を
置
き
、
一
項
は
社
会
党
の
主
張
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
連
邦
社
会
保
障
法
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
日
本

国
憲
法
(
た
だ
し
憲
法
第
二
五
条
二
項
)
と
の
聞
に
密
接
な
関
連
性
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
と
恩
わ
れ
る
。
清
水
伸
『
逐
条
日
本
国
憲
法
審

議
録
第
四
巻
』
(
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
)
四
七
九
頁
(
芦
田
均
委
員
長
に
よ
る
改
憲
委
員
会
の
審
議
経
過
報
告
)
、
憲
法
調
査
会
『
憲
法
調
査

会
第
十
回
総
会
議
事
録
』
(
一
九
五
八
年
)
九
|
一

O
頁
(
森
戸
辰
男
参
考
人
の
説
明
)
。

(
日
)
∞
忠
君
白
『
丹

Z
R
E
ロ巾

(VO
〈
り
白
i
p
ω
C
H
C
∞
-
E
∞
(
呂
ω
寸
)
(
失
業
保
険
)
一
回
巾

-2コロ間〈・
0
山〈】印・

ω
E
C
ω
・
2
m
w
(
呂
ω
寸
)
(
老
齢
保
険
)
.

(
位
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
四
・
完
)
」
(
注
幻
)
七
八
五
i
七
九
一
頁
。
「
間
接
的
」
と
い
う
の
は
、
直
接
社
会
保
障

を
規
律
す
る
根
拠
規
定
で
は
な
く
、
一
般
福
祉
目
的
の
た
め
の
支
出
権
能
や
課
税
賦
課
権
能
(
八
節
一
項
一
文
)
と
い
っ
た
管
轄
条
項
に
合
憲

性
の
基
礎
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
臼
)
〉
2
0『〉巴問
-HKPHmwω
日

-
n
z
m
ω
y
叩
叫

N(同)・品
()N(同)(仏)司

HCON(同)(品)・品川
w
m
gけ
め

N
0
・
αNJ1・。品目・

(
臼
)
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
初
手
続
保
障
規
定
を
欠
い
て
い
た
も
の
の
、
後
述
す
る
一
九
三
九
年
修
正
法
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
受
給
権
に
関

す
る
決
定
・
賃
金
記
録
等
に
つ
き
疑
義
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
に
お
け
る
聴
聞
の
機
会
を
保
障
し
、
さ
ら
に
出
訴
の
機
会
を
付
与
す
る
規
定

な
ど
が
置
か
れ
た
。
〉
2
0
『〉匡阿・

5
・
5
ω
山y
n
z
g
A
T
抑

N
O
少
印
ω
∞
S
F
Eめ
0
・
5

2

(
白
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
囚
・
完
)
」
(
注
但
)
七
七
四
頁
。

(
切
)
州
権
尊
重
の
思
想
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
実
質
的
に
は
、
制
度
未
整
備
で
あ
り
黒
人
問
題
を
抱
え
て
い
た
南
部
出
身
議
員
が
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
州
老
齢
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
補
助
金
支
給
要
件
を
媒
介
に
し
て
介
入
さ
れ
る
の
を
危
倶
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
何
者
司
、
吋
戸
叶
E

U

E開
F
C
E
E
↓
0
司、
H，
E
ω
0
2
戸
∞
E
C
Eコ
〉
2
S
l
S
(
5
8
)
・
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の

形
成
会
乙
」
(
注
引
)
一
九

O
ー
一
九
三
頁
。

(
肝
)
注
目
々
口
市

-ns町
宮
§
↓
ど
う
『

3
3
D市
ミ
守

J

h内

HKHa礼町白
h
H
S
N
)
君
、
さ
町
時
的
師

s
hを
み
円
白
書
S
2
h
g
h
H両足何百日
hh・。
N
(
V
C目Z
開

F
F
F
-
m
-
w〈

A
E
一円

主
印
l品
。
(
早
ゴ
)
・
先
駆
的
裁
判
例
と
し
て
、
宮
門
〉
ロ
ロ
同
町
市
〈
・
沼
恒
可
D

『口町

zm耳
切
包
同
C
E
・
5
印
冨
国
的
凹

N
H
A
T
N
匂
Z
・間山四回斗

(H
∞匂
N)
が
あ
る
。

(
印
)
河
巾

5
・叫
AZ
ミ
号
、
さ

R
3・叶
ω
J「
〉

E
「
』
・
寸
ωω
・
足
。

(
5
2
)

特
権
理
論
を
紹
介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
剖
)

の
他
多
数
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
佐
伯
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
行
政
に
お
け
る
法
的
統
制
(
一
ご
(
注
剖
)
=
二
頁
注
1
掲
載
の
諸
文

献
を
参
照
。
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門
)
纏
「
「
保
健
@
掛
一
越
川
明
記
」



説

g-
巳
=
・
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
三
)
」
(
注
引
)
一
ご
九
頁
。
立
法
作
業
の
実
質
的
な
中
核
と
な
っ
た

E
・
ウ
イ
ッ
ト
(
何
晶
君
口
出
巧

5
巾
)
も
、
保
険
料
以
外
に
政
府
財
源
を
導
入
す
る
案
を
批
判
し
た
際
、
老
齢
保
険
給
付
が
個
人
の
努
力
(
拠
出
)

に
対
す
る
報
酬
と
の
意
味
合
い
を
有
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
間
山
'
回
何
回
開
0

5

↓N
-

∞
C
C
〉戸

ω
R
C
回目
J「
ペ
〉
コ
回
目
司
コ

ω
c
n
n目
的
何
回
〉
2
0

匂

E
r
c
z
m
m山N
(

呂
∞
斗
)
・
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
四
・
完
)
」
(
注
M
U
)

七
九
三
頁
、
八
一
六
頁
注
例
。

(
制
)
宇
幸
之
k
g
g
h
a
S
O
R
l
h
h
;ミ
を
さ
せ

3
E皇、室町
P
E
E
n
留
の
回
C
F
F
N
r
N
H
1
N
N
(宮
ミ
呂
品
∞
)
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保

険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
U
)

第
二
章
第
二
節
第
一
項
(
ト
ル

l
マ
ン
と
一
九
五

O
年
修
正
法
)
。
使
用
者
側
は
、
権
利
と
し
て
給
付

を
行
な
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
社
会
保
険
)
と
し
た
場
合
、
申
請
者
が
そ
の
よ
う
な
給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と
の
点
を
、

反
対
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
ぜ
円
。
臣
、
H
，

E
R
-
-
v
O
F
R
J「玄〉
E
Zの
き
悶
∞
o
n
E
F
ω
R
C田
口
吋

N
S
(
5
3
)
・
こ
れ
に
対
し
、
労
働
組
合
な
ど
の

賛
成
派
は
、
公
的
扶
助
が
望
ま
し
い
救
済
方
法
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
当
・
ゎ
o
z
E
-
閉
山
里
見
何
百
wz
↓
-vOF
一

円以何回

C
Z
U何回

ωon-〉
「
印
宍
VC同
】
↓

J円
。
。
(
同
匂
印
叶
)
・

(
部
)
一
九
八

0
年
代
に
福
祉
支
出
の
大
幅
な
削
減
を
め
ざ
し
た
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
お
い
で
さ
え
、
公
的
年
金
た
る

O
〉
∞
宮
に
つ
い
て
は
、
「
一

九
三

0
年
代
に
制
定
さ
れ
た
所
得
保
障
措
置
た
る
社
会
的
安
全
ネ
ッ
ト
」
を
維
持
す
る
と
い
う
の
が
、
当
初
の
選
挙
公
約
で
あ
っ
た
。
水
田
邦

雄
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
政
策
」
『
海
外
社
会
保
障
情
報
』
五
九
号
(
一
九
八
二
年
)
一

O
頁
、
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年

金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
4
)
第
五
章
第
一
節
第
二
項
(
一
九
八
一
年
修
正
法
)
。

(
部
)
我
が
国
社
会
保
障
制
度
の
整
備
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
一
九
五

O
年
社
会
保
障
制
度
審
議
会
勧
告
に
お
い
て
も
、
社
会
保
障
の
中
心
は

社
会
保
険
制
度
で
あ
り
、
公
的
扶
助
制
度
は
補
完
的
機
能
を
呆
た
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
第

二
五
条
の
生
存
権
理
念
の
下
、
生
活
保
障
責
任
が
国
家
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
、
ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
と
は
位
相
を
異
に
す
る
。

論

第
二
節

「
資
格
」
論
の
樹
立

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
中
心
を
な
す
社
会
保
障
法
に
対
し
て
は
、

一
九
三
九
年
修
正
法
に
よ
り
年
金
保
険
を
中
心
と
す
る
改
正
が
な
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一
九
三
五
年
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
老
齢
給
付
に
遺
族
・
家
族
給
付
が
付
加
さ
れ
老
齢
・
遺
族
保
険

(
O
〉
ω円
)

と
な
り
、
給
付
算
定
方
式
が
総
賃
金
額
方
式
か
ら
平
均
月
額
賃
金
方
式
へ
と
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
結
果
、
年
金
の
財
政
方
式
が
積
立
方
式

(
幻
)

か
ら
修
正
積
立
方
式
と
な
っ
た
。
次
い
で
一
九
四

0
年
代
か
ら
五

0
年
代
に
か
け
て
も
、
年
金
保
険
(
そ
の
対
象
者
は
基
本
的
に
は
労
働
者
・

(
総
)

を
中
心
と
す
る
改
正
が
相
次
い
だ
。

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

自
営
業
者
及
ぴ
そ
の
家
族
で
あ
り
、
必
ず
し
も
貧
困
者
一
般
で
は
な
い
)

メ
デ
ィ
ケ
ア

(
老
人
医
療
保
険
)
及
び
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

と
い
っ
た
公
的
医
療
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

(
医
療
扶
助
)

六
0
年
代
に
入
る
と
、

(
鈎
)

導
入
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
貧
困
者
政
策
の
充
実
に
本
格
的
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ

、ハ
U
J

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

l
・パ

l
グ
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
一
九
三
五
年
法
以
来
の
公
的
扶
助
対
象
者
に
対
す
る
一
連
の
「
悪
し
き
」

う
に
、

取
扱
い
、
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
裏
で
確
実
に
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ
た
寸
貧
困
の
再
発
見
」
と
慢
性
的
な
貧
困
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
必
要

(
m
U
)
 

性
に
つ
い
て
の
認
識
の
高
ま
り
、
主
た
る
扶
助
対
象
者
で
も
あ
っ
た
黒
人
に
よ
る
公
民
権
運
動
の
進
展
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
、
同
年
経
済
機
会
法
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
含
む
)

の
制
定
を
は
じ
め
と
し

(
(
υ

〉
句
)

て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
積
極
的
に
「
貧
困
戦
争
」
に
乗
り
出
し
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
貧
困
問
題
の
直
接
的
解
決
策
と
し
て
は
、

(
位
)

一
部
を
除
き
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
幅
な
拡
大
に
よ
る
所
得
移
転

「社会保障の権利」論(1)

と
の
方
策
が
採
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
一
九
六
二
年
修
正
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
実
施
費
用
な
ど
に
対
す
る
連
邦
補
助

(
幻
)

一
九
六
七
年
修
正
法
に
よ
る
要
扶
養
鬼
童
家
庭
扶
助
(
〉
司
u
h
)

率
の
引
上
げ
や
、

へ
の
労
働
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

(項目
Z
・者。「

Z
E
B
E
Z

の
導
入
(
原
則
と
し
て
一
八
歳
未
満
の
子
、
病
人
、
無
能
力
者
、
高
齢
者
な
ど
を
除
く
受
給
者
は
、
就
労
及
び
職
業
訓
練
の
た

め
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
充
実
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
強
化
や
職
業
訓
練
・
リ
ハ
ビ
リ
テ

l
シ

同
》
吋

O
同
『
即
日
)

ヨ
ン
の
重
視
と
い
っ
た
、
雇
一
用
復
帰
に
向
け
て
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
展
す
る
と
の
側
面

が
顧
著
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
生
活
自
助
」
に
よ
る
「
自
立
」
を
図
る
べ
き
と
の
伝
統
的
な
観
念
、
前
節
で
も
述
べ
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説

た
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

1
ク
な
ど
専
門
職
サ
ー
ビ
ス
尊
重
の
風
潮
の
ほ
か
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
と
り
わ
け
〉
司
り
の
に
か
か
る
受
給
者
数
及
び

(
似
)

給
付
総
額
の
増
大
を
抑
制
す
る
必
要
性
の
高
ま
り
と
の
事
情
が
あ
っ
た
。
留
意
す
べ
き
は
、
〉
『

u
n
受
給
者
の
性
格
が
、

一
九
三
五
年
社
会

論

保
障
法
制
定
当
時
主
な
保
護
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
白
人
寡
婦
と
そ
の
子
か
ら
、
離
婚
家
庭
や
遺
棄
家
庭
、
未
婚
の
母
と
非
嫡
出
子

(
町
田
)

か
ら
な
る
家
庭
へ
と
変
化
し
、
さ
ら
に
黒
人
の
受
給
者
割
合
が
増
加
し
た
点
で
あ
る
。
「
子
供
を
養
育
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
貧
し
い
母
親
」

(
%
)
 

か
ら
、
「
父
親
の
影
が
見
え
隠
れ
し
、
福
祉
受
給
の
た
め
に
次
か
ら
次
へ
と
子
供
を
産
む
母
親
」
へ
と
、
典
型
的
な
受
給
者
像
が
変
化
し
た
。

こ
の
こ
と
も
、

一
九
六

0
年
代
に
か
け
て
の
一
連
の
法
改
正
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
貧
困
問
題
解
決
に
向
け
た
諸
施
策
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
公
的
扶
助
受
給
者
に
対
す
る
従
来
の
法
的
取

扱
い
を
前
提
と
し
た
場
合
、
扶
助
対
象
者
の
立
場
を
な
お
い
っ
そ
う
不
利
に
す
る
と
の
危
倶
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、

福
祉
制
度
に
内
在
す
る
諸
々
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
、
川
援
助
や
そ
の
打
切
り
に
際
し
ニ

l
ド
と
は
無
関
係
に
な
さ
れ
る
数
多
く
の
テ
ス
ト
、

ω福
祉
受
給
者
を
、
他
の
市
民
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
憲
法
上
及
び
そ
の
他
の
権
利
を
奪
わ
れ
気
紛
れ
な
福
祉
官
庁
へ
の
従
属
を

強
い
ら
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」
へ
と
墜
と
し
め
る
手
続
、
同
と
り
わ
け
居
住
要
件
な
ど
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
州
な
い
し

(
釘
)

地
方
単
位
の
制
度
設
計
、
凶
不
十
分
な
扶
助
額
、
と
い
っ
た
点
を
認
識
し
つ
つ
、
さ
し
あ
た
り
「
特
権
」
論
の
克
服
を
念
頭
に
置
き
、
究
極

(
M
m
)
 

的
に
は
ニ

l
ド
を
有
す
る
全
て
の
者
に
対
す
る
最
低
限
に
十
分
な
保
障
の
確
保
を
め
ざ
し
た
の
が
、

c
・
ラ
イ
ク
や

E
・
ス
パ
ラ

1

(
川
町
)

ら
に
よ
る
新
た
な
法
理
論
の
展
開
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

(
開
斗
毛
田
邑
〈
・
∞
宮
一
『
巾
「
)

一
九
六

0
年
代
後
半
に
全
国
福
祉
権
団
体
(
円
宮

(
瑚
)

な
ど
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
「
福
祉
権
運
動
玄
巴
な
『
ご
ιー
害
時
包

0
4
2
2円
)
」
の

r
g
E
-
巧
丘
町
白
『
巾
宮
崎
町
Z
O
括
恒
三
E
C
O
口

(
Z
宅
問
。
)
)

理
論
的
支
柱
と
も
な
っ
た
。
な
か
で
も
ラ
イ
ク
は
、

一
九
六
四
年
の
著
名
な
論
稿
「
ニ
ュ

1
・
プ
ロ
パ
テ
ィ

(、H
，
F
m
z
m
当
日
》
『
。
匂
巾
「
々
)
」
に

お
い
て
、
近
年
に
お
け
る
国
家
の
役
割
の
変
化
に
着
目
し
、
概
略
以
下
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
。

過
去
一

0
年
間
に
ア
メ
リ
カ
で
み
ら
れ
た
最
も
重
要
な
発
展
の
一
つ
と
し
て
、
政
府
が
富
(
当

gロ
『
)

の
主
要
な
源
泉
と
し
て
登
場
し
て
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(
肌
)

き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
年
金
・
失
業
保
険
・
公
的
扶
助
と
い
っ
た
諸
々
の
政
府
給
付
、
公
務
員
と
し
て
の
雇
用
、
特
定
の
職

業
に
就
く
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
免
許

(zng∞
巾
)

や
個
人
・
企
業
に
対
す
る
独
占
的
営
業
・
事
業
の
認
可
(
守
即
日

F2)、
個
人
・
企

業
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
に
基
づ
く
政
府
支
出
、
特
定
事
業
・
産
業
に
対
す
る
政
府
補
助
金
、
公
的
施
設
・
設
備
な
ど
公
共
的
資
源
の

提
供
、
郵
便
・
教
育
と
い
っ
た
諸
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
政
府
が
国
民
に
よ
る
富
の
獲
得
・
保
持
に
際
し
直
接
・
間
接
に
関
与
す
る
部
分

(
邸
)

が
、
国
民
生
活
に
お
い
て
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
て
政
府
に
よ
る
「
贈
物

(-R湾
g)
」
が
重
要
性
を
増
す
に
つ
れ
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
個
人
的
利
益
の
法
的
保
護
を
求
め
る
圧
力
が
生
じ
て
く
る
の
も
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
権
論
や

「
恩
恵
原
理
(
同
「
巳

E
q
匂ユロ
2
-
u
Z
)
」
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
伝
統
的
な
「
財
産
権
(
胃

ouqq)
」
と
同
様
の
実
体
的
・

(
削
)

手
続
的
法
的
保
護
を
与
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
「
贈
物
」
の
増
大
は
、
行
政
裁
量
の
幅
の
拡
大
な
ど
に
伴
い

(
口
三
岳

g
a
g円

巾
)

の
侵
害
ゃ
、
正
当
な
憲
法
上
の
権
利

必
然
的
に
政
府
権
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
受
益
者
側
に
自
立

(
削
)

行
使
に
対
す
る
圧
力
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
イ
ク
は
こ
う
し
た
行
政
権
の
拡
大
を
招
来
し
た
国
家
を
「
公
益
国
家
公

Z
E
E
n

(
邸
)

Z
5
2
2
2白
丹
市
)
」
と
名
付
け
る
。
そ
し
て
「
公
益
国
家
」
か
ら
の
退
却
は
も
は
や
あ
り
得
な
い
と
す
る
。

「社会保障の権利j論(1)

他
方
、
伝
統
的
な
「
財
産
権
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
富
に
一
定
の
私
権
を
創
設
し
保
護
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
法
制
度
で
あ
る
。
そ

(
胤
)

ひ
い
て
は
個
人
の
自
立
や
尊
厳
な
ど
を
保
持
す
る
機
能
を
果
た
す
。
前
述
し
た
よ
う
な
「
公
益
国

れ
は
所
有
者
に
活
動
の
自
由
を
保
障
し
、

家
」
に
あ
っ
て
は
、
政
府
に
よ
る
「
贈
物
L

が
、
こ
の
「
財
産
権
」
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
必
然
的
に
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
伝
統
的
な

寸
財
産
権
」
も
、
自
然
権
的
基
本
権
と
異
な
り
国
家
に
由
来
し
、
あ
る
い
は
特
定
の
条
件
に
服
す
る
構
築
物

(gロ凶門
2
2
5ロ
)
で
あ
る
点
で
、

「
贈
物
」
と
同
様
で
あ
る
。
(
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
土
地
や
資
源
は
全
て
政
府
か
ら
の
「
贈
物
」
で
あ
っ
た
し
、
動
産
は
放
棄
や
紛
失

(
即
)

に
よ
り
没
収
さ
れ
う
る
。
)
そ
れ
な
ら
ば
、
両
者
は
同
程
度
の
規
律
に
服
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
ラ
イ
ク
は
疑
問
を
呈
す
る
。

北法47(l・211)211 

す
な
わ
ち
、
政
府
か
ら
の

「
贈
物
」
に
対
す
る
規
律
の
程
度
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
が
政
府
に
起
源
を
有
す
る
と
の
点
が
決
定
的



説

な
の
で
は
な
く
、

(
瑚
)

ど
の
よ
う
に
機
能
し
あ
る
い
は
機
能
す
べ
き
か
が
真
の
問
題
な
の
で
あ
る
と
。

詰命

以
外
の
も
の
に
課
さ
れ
た
な
ら
ば
無
効
と
な
る
よ
う
な
条
件
を
課
す
こ
と
の
禁
止
等
を
主
張
し
た
ほ
か
、

そ
れ
以
外
に
も
過
度
の
行
政
裁
量

北法47(l・212)212

以
上
の
議
論
を
前
提
と
し
て
ラ
イ
ク
は
、
「
贈
物
」
を
め
ぐ
る
政
府
権
能
を
制
約
す
る
た
め
の
憲
法
上
の
制
限
と
し
て
、
「
恩
恵
(
問
『
白
Z
石ー)」

の
否
認
な
ど
実
体
法
的
制
限
事
項
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
行
政
裁
量
の
統
制
な
ど
の
実
体
的
制
限
は
実
際
上
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
し
て
、

(
削
)

む
し
ろ
手
続
的
統
制
を
重
視
し
、
そ
れ
が
政
府
の
恋
意
的
活
動
を
統
制
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
以
上
か
ら
伺

(
凶
)

え
る
よ
う
に
、
ラ
イ
ク
の
理
論
は
、
「
特
権
」
論
と
こ
れ
に
基
づ
く
懇
意
的
な
裁
量
権
の
行
使
に
対
す
る
批
判
と
の
側
面
を
有
し
て
い
た
。

か
く
し
て
ラ
イ
ク
は
、
主
と
し
て
生
計
を
立
て
る
手
段
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
こ
ろ
の
地
位
(
印
S
Z印)
と
密
接
に
結
び
付

い
た
「
贈
物
」
の
諸
形
式
が
、
権
利
と
し
て
保
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
、
こ
れ
を
従
来
の
財
産

(
凹
)

権
に
な
ぞ
ら
え
て
「
新
し
い
財
産
権

2
2一
空
右
2
q
)
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

ま
た
社
会
保
障
関
連
給
付
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
権
利
の
観
念
は
、
失
業
補
償
(
失
業
保
険
)

(
山
)

や
公
的
扶
助
、
老
齢
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
給
付
に
つ
い
て
最
も
差
し
迫
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
。
「
そ
う
し
た
給
付
を
権
利
と
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
に
あ
っ
て
、

(
出
)

人
々
の
幸
福
や
尊
厳
に
と
っ
て
安
定
的
な
最
低
限
度
の
基
盤
を
提
供
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
は
、

に
よ
っ
て
の
み
、
福
祉
国
家
は
、
各
人
が
完
全
に
は
自
分
自
身
の
運
命
の
支
配
者

(
B
E
Z『)

前
節
で
触
れ
た
よ
う
な
従
来
の
議
論
と
異
な
り
、
社
会
保
険
と
公
的
扶
助
と
の
区
別
を
強
調
し
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ラ
イ
ク
は
、
翌
一
九
六
五
年
の
論
文
で
、
「
こ
こ
三

0
年
間
社
会
福
祉
領
域
は
、
と
り
わ
け
広
範
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

(
出
)

あ
っ
て
は
、
受
給
者
の
法
的
権
利
の
保
護
な
い
し
明
確
化
に
対
し
、
他
の
分
野
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
の
視
角

か
ら
、
「
ニ
ュ

l
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
論
を
社
会
保
障
と
り
わ
け
公
的
扶
助
の
領
域
に
お
い
て
敷
桁
し
、
い
わ
ゆ
る
「
資
格

Z
E
E
-
巾
田
市
三
)
」

(
出
)

論
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
社
会
を
様
々
な
「
資
格
」
(
例
え
ば
、
労
働
者
で
あ
れ
ば
労
働
組
合
員
資
格
、
契
約
上



の
地
位
、
年
金
権
な
ど
)

が
取
り
巻
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
重
要
な
も
の
の
多
く

(
例
え
ば
、
農
業
・
製
造
業
に
対
す
る
補
助
金
や
公

的
年
金
な
ど
)

は
政
府
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
保
障
手
段
は
、
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
私
的
な
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、

も
は
や
賛
沢
品
と
か
恩
恵
、
慈
善
な
ど
と
看
倣
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
貧
困
者
に
限
つ
て
は
、

た
と
え
そ
の
「
資
格
」
の
存
在
が

国
家
政
策
の
見
地
か
ら
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
有
効
に
は
実
現
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
今
日
我
々
は
、
貧
困
を
個
人
の
責
に
帰
す
る

(
山
)

の
で
は
な
く
、
複
雑
な
産
業
社
会
に
お
け
る
巨
大
な
非
人
格
的
諸
力
が
及
ん
だ
結
果
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
ラ
イ
ク

は
、
「
人
が
健
康
や
人
間
ら
し
さ

義
務
を
負
い
、

を
保
つ
た
め
の
諸
条
件
に
つ
き
不
十
分
な
資
源
し
か
も
た
な
い
場
合
、
社
会
が
援
助
を
な
す

(
即
)

そ
の
者
は
権
利
と
し
て
そ
の
援
助
を
受
け
取
る
資
格
を
有
す
る
」
と
の
実
体
的
権
利
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
論

(
色
巾
円
巾
ロ
円
可
)

旨
全
体
か
ら
、
手
続
的
保
障
の
充
実
や
受
給
資
格
の
客
観
的
明
確
化
な
ど
に
よ
り
、
広
範
に
認
め
ら
れ
て
い
る
行
政
裁
量
を
統
制
す
べ
き
こ

(
別
)

と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「社会保障の権利J~縦 1)

(
肝
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
形
成
(
四
・
完
)
」
(
注
幻
)
七
八
一
頁
以
下
。
同
修
正
法
は
、
老
齢
保
険
に
お
い
て
採
用
さ
れ

た
完
全
積
立
方
式
か
ら
生
じ
る
莫
大
な
積
立
金
の
蓄
積
が
、
財
政
的
・
経
済
的
に
好
ま
し
く
な
い
と
の
議
論
を
そ
の
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
論
文
八

O
八
頁
。

(
部
)
一
九
五

O
年
修
正
法
を
皮
切
り
に
、
年
金
保
険
の
適
用
対
象
者
の
拡
大
、
受
給
資
格
の
緩
和
、
給
付
の
引
き
上
げ
、
新
た
な
給
付
類
型
の
導

入
な
ど
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
一
九
五
六
年
修
正
法
に
よ
り
障
害
給
付
が
導
入
さ
れ
、
老
齢
・
遺
族
・
障
害
保
険
(
。
〉
∞
巴
)
と

な
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
公
的
扶
助
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
五

O
年
修
正
法
に
よ
り
、
第
四
の
公
的
扶
助
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
障
害
者

扶
助
が
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
同
扶
助
は
、
社
会
保
険
た
る
障
害
保
険
導
入
を
め
ぐ
る
立
法
過
程
で
の
妥
協
の
産
物
と
の
意
味
合
い
を
有
し
て

い
た
。
総
じ
て
一
九
五

0
年
代
は
、
社
会
危
険
と
し
て
の
障
害
に
対
す
る
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
拙
稿
・
前

掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
幻
)
第
二
章
(
第
二
次
世
界
大
戦
と
五

0
年
代
に
お
け
る
社
会
保
障
の
発
展
)
。

(
卸
)
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
五

0
年
代
以
来
の
一
連
の
立
法
化
努
力
に
よ
り
実
現
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
公
民
権
運
動
や
福
祉
権
運
動
と
直
接

北法47(1・213)213



説

結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
老
人
医
療
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
貧
困
戦
争
」
の
主
要
な
目
標
と
し
た
こ
と
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
社
会
情
勢
が
、
長
い
間
懸
案
と
な
り
な
が
ら
実
現
を
見
な
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
積
極
的
に
後
押
し
し
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
同
論
文
第
三
章
第
二
節
(
連
邦
医
療
保
険
制
度
の
導
入
)
。

(
卯
)
一
九
六
一
年
、
ニ
ュ

l
・
ヨ

1
ク
州
ニ
ュ

1
・パ

l
グ
市
で
、
本
来
就
労
可
能
な
「
詐
欺
的
」
受
給
者
や
扶
助
の
受
給
を
目
的
と
し
て
移
住

し
て
き
た
者
を
排
除
す
る
意
図
で
、
福
祉
受
給
者
に
対
す
る
制
限
を
強
化
し
た
一
三
か
条
の
条
例
が
施
行
さ
れ
、
全
国
で
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。

秋
山
智
久
「
米
国
の
公
的
扶
助
に
お
け
る
人
間
観
の
相
克
|
|
1
ニ
ュ

l
パ
l
グ
事
件
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
『
四
国
学
院
大
学
文
化
学
会
論
集
』

一
六
号
(
一
九
六
九
年
)
五
五
頁
以
下
。

(
別
)
句
、
向
。

F盟
主
的
-
n
E
F
U回開
z
o
m，∞〉
z
n
E
W
N
(
M
U
A山
】
)
一
忌
出
〉
周
回
目
zc↓
oz-
叶
回
開
。
叶
出
何
回
〉
冨
何
回
目
h
h
可
。
〈
開
問
、
吋
吋
を
叶
出
向

C
Z司
巴
)
∞
斗
』
叶
間
的

(
呂
∞
N

)

(

内
田
満
・
青
山
保
訳
『
も
う
一
つ
の
ア
メ
リ
カ
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
六
五
年
)
)

(
位
)
フ

l
ド
ス
タ
ン
プ
(
一
九
六
四
年
)
、
家
賃
助
成
(
一
九
六
五
年
、
一
九
六
八
年
)
と
い
っ
た
現
物
給
付
的
性
格
を
有
す
る
公
的
扶
助
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
た
。
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
H
U
)

第
一
一
一
章
第
一
節
(
「
偉
大
な
る
社
会
」

と
社
会
保
障
の
進
展
)
。

(回

)
n
D
F
g
除

回

白

戸

切

R
E
P
S立
h
y
h
君
主
苦
言
問
。
¥
活
。
河
川
訟
遺
書
a
q
g弘

h

告
を
な
言

B
a
s
-
出

ω
o
n
ω
明

n-
∞CFrω
・口
l
E
(司巾
σ

E
A山∞

)

E

同
論
文
第
三
章
第
一
節
第
二
項
(
三
)
(
一
九
六
七
年
修
正
法
)
。

(叫

)m-
戸
。
↓
z-打
開
俸
目
安
-
o
g
O
E
-
-
d
c
c回
目
的
〉
の
と
Z
2
2〈
何
回
三
-
〉
宮
〈
局
者

O司、
E
何
回
匂
2
1
H
S
品
O
R
E開
己
(
呂
叶
印
)
・
同
論
文
第

三
章
第
三
節
第
一
項
(
六
0
年
代
に
お
け
る
修
正
の
特
徴
)
。

(回

)
Q
-
r民巾『印
C

ロ〈

E
R
Eミ
・
品
。
。

c
m
m
ω
印・印
ω∞
(
呂
寸
N
)

・
〉
司
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
五

0
年
代
半
ば
以
降
、
他
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
受
給
者
総
数
を
上
回
る
受
給
者
を
抱
え
て
い
た
。
ロ
月
。
。
E

E
同4
・〉
ζ

何回目
E
Z
E
Q
R
t弓開「
E
回
開
司
O
E
2一口
JE〉玄
-
2
0司
司
O同i

宮

CF〉同
dHOZ
〉
z
u
n国〉
Zの開

HOO
』。同

(
]
[
m
w

∞め)・

(
何
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
引
)
第
四
章
第
二
節
第
一
項
(
公
的
扶
助
の
連
邦
制
度
化
・
六
0
年
代

ま
で
の
動
き
)
。

(
引
)
∞
宮
『
巾
ア
コ

H

司
勾
誌
と
ぎ
司
h
q
B
R
E
、
『
居
間
呂
田
叶
印

O司
〉
冨
何
回
目
。
主
的
・
当
Z〉
叶
斗
回
目
〉
宮
|
者
Z
K
2
↓
E
J門的
ECCFU
回
開
。
印
・
。
。

(
Z
U
D『印巾ロ

市門戸
-
H
M
U

吋同)・

t晶

画岡
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「社会保障の権利」論(1)

(開

)
F戸
建
2
s
s
-
更
。
浮
き
志
津

S
ごと
3
2
3
B
R喜
久

E
円

3
S
F
H
Z
H
C
F
F
m開
〈

-
H
N
S・
5
2
(呂
∞

ω)

(的

)
S
R
2・
言
内
同
室
町
ミ

h吾
、
ま
き
お
む
号
制
問
、
h
E
S
R
H
N
c
n
F〉
F
m何
〈

ω
E
(
5
2
)
同
論
文
で
ス
パ
ラ

l
は
、
公
的
扶
助
給
付
が
政
府

に
よ
る
慈
善
で
は
な
く
制
定
法
上
の
権
利
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
申
請
者
な
い
し
受
給
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
法
律
家
の
果
た
す

べ
き
役
割
の
大
き
さ
と
そ
の
方
法
論
を
戦
略
的
に
説
い
て
い
る
。
彼
は
、
人
間
の
尊
厳
や
物
資
的
資
源
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
対
す
る
貧
困

者
の
ニ

I
ズ
に
焦
点
を
当
て
、
福
祉
権
を
認
め
る
こ
と
が
い
か
に
こ
れ
ら
を
促
進
し
得
る
か
を
論
じ
た
。

-
N
C由
自
立
国
円
円

eMURS-uミ
な
伺

SKHph

3
S』
司
善
的
ミ
同
世
旬
、
ミ
h
s
s
n
h華
町
立
町
き
で
で
司
ん
を
さ

M
E
R
-
5
、吋甲山開司()口同，
R
∞
O
司
「
〉
巧
山
W
0
・
。
十
句
印
(
ロ
・
町
内
回
目
「
〕
『
印

E-Nι
・
邑

-
E
U
C
)
・
ス
パ
ラ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
法
律
家
は
、
貧
困
者
の
組
織
化
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
訴
訟
を
通
じ
て
(
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
(
丹
市
丘

g
n

名
望
E
n
F
)
)
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
立
法
部
な
い
し
執
行
部
に
対
す
る
働
き
か
け
を
通
し
て
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の

意
味
で
こ
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
法
理
論
は
運
動
論
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
る
。

P
呂
田

S
F
叫，
E

F呂
E
豆町

H
S
H
S
M
H
E
S
3・
3

J

「〉
E

F
・』・

5
話
(
呂
叶
。
)
後
に
ス
パ
ラ

l
は
、
批
判
法
学

(ng)
の
立
場
か
ら
の
権
利
論
批
判
を
紹
介
し
た
際
に
も
、
法
理
論
と
社
会
運

動
と
の
連
携
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

S
R
R
-
言
、
『
白
ロ

o
z
b岨
同
門
印
印
品

(
瑚
)
福
祉
権
運
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
{
疋
藤
文
弘
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
福
祉
権
運
動
の
動
向

(I)(E)
」
『
社
会
福
祉
研

究
所
報
(
熊
本
短
期
大
学
)
』
四
号
(
一
九
七
五
年
)
四
七
頁
以
下
、
『
社
会
問
題
研
究
(
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
)
』
二
四
巻
三
H
四
号
(
一

九
七
八
年
)
五
五
頁
以
下
が
あ
る
。

(肌

)mgnF-
袋
、
司
自
ロ
C

丹市。∞・白丹、吋

ωム

(即
)
L
E
・白昨日
GAHlω
ゆ

(
問
)
』
足
三
寸
品

(

)

t

印。

(削
)
H
t
-
E
門叶一出

lakH

(
間
)
旨
・
回
同
4
4
∞

(
鵬
)
』
『
弘
主
J

可、ご

(
即
)
町
民
・
巳

J3∞-

(瑚

)HK-
三
寸
、
呂
・

(朋

)HK-
三
斗
斗
一

γ
∞印・

北法47(1・215)215



説吾ι
日間

(
山
)
ス
パ
ラ
l
も
同
様
に
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
行
政
庁
の
広
範
な
裁
量
が
存
在
す
る
点
を
批
判
し
て
い
る

o
S
Rミ
-
Sミ白

gzmwN
巳

斗
]
「

(凹

)
H
N
g
s
-
留
守
白
ロ
o
g
∞
∞
・
え
斗
∞
印
・
コ
コ
・

(山
)
h
t
・
巳
斗
∞
一
日
・
こ
う
し
た
見
地
か
ら
ラ
イ
ク
は
、
社
会
保
険
分
野
に
お
い
て
、
一
九
五
四
年
に
付
加
さ
れ
た
資
格
剥
奪
条
項
に
よ
り
自
動
的
に

老
齢
保
険
受
給
権
を
喪
失
し
た
原
告
(
過
去
の
共
産
党
員
歴
を
理
由
と
し
て
一
九
五
六
年
に
国
外
退
去
強
制
を
受
け
た
者
)
か
ら
な
さ
れ
た
「
既

得
の
財
産
権

g
n
n
E邑
賞
。
唱
え
々
コ
在
同
)
」
の
違
憲
の
剥
奪
で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
き
、
「
合
理
的
正
当
性
を
全
く
欠
く
明
白
に
恋
意
的
な
類
別
」

で
な
い
と
し
て
デ
ユ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
せ
ず
合
憲
と
判
示
し
た
連
邦
最
高
裁
判
決

(
2
3
E
Z〈

Z
Z
H
2・
ωEC-ω
・
2
ω
(
5
8
)
)

を
批
判
し
て
い
る
。
」
「
弘
・
同
門
叶
め
∞
i
A

山市
Y

寸寸印・~山町内ハ
U05F
旬。円
S
N
'同町内誌な守

g
k
n
s急円
SHH室
日
目
町
苫

HHS遣
さ

H・
5
ω
O
Q〉「

ω開
門
川
口
問
弓
吋
一
回
目
-
0
2
口

、H
，

E
w
m国
間
山
↓

O
回目円。同りの回目的目的。山
Y

叶
ω
1
寸
寸
(
吋
玄
釦
「
呂
。
「

2
m
w一巾【凶印
E

H

甲山出∞)

(
出
)
問
2
n
F
S司、白

g
z
。
∞
・
白
門
叶
∞
。

(出

)HNZF
言
、
白
口
。
丹
市

3
・
田
ニ

N
g

(
出
)
句
雪
印
FEE-
皇、
S
E
Z
J
E一白円
N

吋
・
資
格
論
に
つ
い
て
論
じ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
槌
)
五
九
l
六
三
頁
、
秋
元
・

前
掲
寸
福
祉
の
権
利
と
行
政
裁
量
」
(
注
目
)
二
八
七
l
二
八
九
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
福
祉
受
給
権
と
福
祉
裁
判
の
動
向
|
|
資
格

論
と
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
フ
ォ

l
マ
リ
ズ
ム
|
|
」
『
季
刊
社
会
保
障
研
究
』
二
七
巻
二
号
(
一
九
九
一
年
)
一
九
一

1

一
九
二
頁
、
本
多
滝
夫
「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
手
続
の
展
開
|
l
一
九
七

0
年
代
お
よ
び
一
九
八

0
年
代
前
半
に
お
け
る
手
続
的
デ
ユ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
法
理
|
|

(
二
」
『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
二
八
号
(
一
九
八
九
年
)
八
l
九
頁
な
ど
が
あ
る
。

(
国
)
河
2
n
F
Sミ
白
口
O

丹市斗
ω
・え
H
N
印印-

(
山
)
』
ミ
・
巳
H
N
印。・

(
国
)
一
九
六
六
年
の
論
稿
で
は
、
一
見
す
る
と
私
的
領
域
の
よ
う
に
み
え
る
分
野
に
ま
で
政
府
の
公
的
援
助
が
広
く
及
ん
で
い
る
「
公
l
私
国
家

GEU--口白百『ミ白門巾日
g
丹
市
)
」
と
の
観
点
か
ら
、
公
的
扶
助
給
付
を
他
の
政
府
か
ら
の
給
付
と
区
別
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
客
観
的
な
資
格
基
準

の
設
定
、
政
府
に
よ
る
過
度
の
規
制
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
否
定
、
手
続
的
保
障
の
確
保
、
依
存
状
態
宣
告

g
号
ロ
ミ
)
と
の
ス
テ
ィ
グ
マ

の
除
去
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

-
U
E
Y
め
き
白
目
更
ミ
ミ
h
t
S
H
t
E守』
H円
、
弓
白
な
'
同
町
白

HFHHム
吋
P
F
・
-g〈
品

mw片
品
。

ω
φ
ω
(
5
2
)
・
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第

節

「
資
格
」
論
の
影
響
と

「
福
祉
権
」
構
築
の
挫
折

福
祉
国
家
化
に
よ
る
国
家
の
役
割
の
変
化
を
法
理
論
に
反
映
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
経
験
論
的
で
あ
り
、

割
を
強
調
し
運
動
論
に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
た
ラ
イ
ク
の
理
論
は
、

ま
た
法
律
家
の
果
た
す
べ
き
役

(
国
)

一
九
六

0
年
代
後
半
以
降
、
判
例
・
学
説
に
影
響
を
与
え
た
。
学
説
上
の
議

論
…
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
を
次
章
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
以
下
で
は
ま
ず
判
例
法
理
へ
の
影
響
に
つ
き
み
て
お
き
た
い
。

(
問
)

一
九
七

O
年
連
邦
最
高
裁
判
決
の
の

o
E
Z有
〈
・
関
己
ぞ
で
あ
っ
た
。
そ
の
法

ラ
イ
ク
の
影
響
を
看
守
し
得
る
最
も
顕
著
な
裁
判
例
は
、

廷
意
見
に
お
い
て
ブ
レ
ナ
ン
判
事
は
、
公
的
扶
助
を
受
給
資
格
者
が
有
す
る
「
制
定
法
上
の
資
格

(25-2HHS円
)
」
と
捉
え
、
本
件
「
憲

(
凶
)

で
あ
る
と
の
議
論
に
よ
っ
て
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示

法
上
の
訴
え
に
対
し
、
公
的
扶
助
給
付
が
『
権
利
』

で
は
な
く
『
特
権
』

す
る
と
と
も
に
、
脚
注
に
お
い
て
「
今
日
で
は
福
祉
の
資
格
を
思
恵
と
い
う
よ
り
も
財
産
権
類
似
の
も
の
と
み
な
す
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
ろ

(m) 
う
」
と
判
一
不
し
、
ラ
イ
ク
の
資
格
論
を
肯
定
的
に
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
同
事
件
は
、
事
前
聴
聞
の
機
会
を
与
え
ず
に
な
さ
れ
た
州
〉
司
む
の

給
付
な
ど
の
打
切
り
に
か
か
わ
る
事
例
で
あ
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
福
祉
給
付
の
打
切
り
に
つ
き
、
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
の

「社会保障の権利」論(1)

適
用
が
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
な
が
ら
、
本
件
に
つ
き
、
打
切
り
後
の

(
悶
)

内
容
は
可
法
的
ま
た
は
準
司
法
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
要
し
な
い
)
の
機
会
を
与
え
な
い
と
の
取
扱
い
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ

1
・

(
凶
)

プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
の
判
断
を
下
し
た
。

「
公
正
聴
聞
」
で
は
十
分
で
は
な
く
、
事
前
に
聴
聞
(
そ
の

こ
の
よ
う
に
の
。

E
Z括
判
決
で
は
、
「
特
権
」
論
が
明
確
に
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
領
域
に
お
い
て
は
、
既
に
社
会
保
険
の
一
部

(

邸

)

(

邸

)

円
で
あ
る
失
業
保
険
(
失
業
補
償
)
に
つ
き
、
同
旨
の
判
断
が
一
不
さ
れ
て
い
た
。
〉
司
り
の
に
つ
い
て
も
、
前
年
の
富
田
空
「

O〈・、
E
O百円】日
C
ロ

事
件
に
お
い
て
同
様
の
判
断
が
示
さ
れ
て
お
り
、
。
。

E
Z晶
判
決
は
こ
れ
を
再
度
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
一
連

の
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
社
会
保
険
・
公
的
扶
助
に
ま
た
が
る
社
会
保
障
領
域
に
お
い
て
「
特
権
」
論
を
明
確
に
否
定
し
た
と
い
う
点
で
重

北法47(1・217)217



説

要
な
意
義
を
有
す
る
。

「
特
権
」
論
を
否
定
し
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
福
祉
な
い
し
公
的
扶
助
領
域
に
合
衆
国
憲
法
上
の
人
権
規
定
に
よ
る
一
定

幸子'b.

a岡

の
保
護
を
及
ぼ
し
た
点
で
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

ω
F
E
U
-
g
判
決
は
、
州
〉
旦
)
(
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
受
給
要
件
と
し
て

課
さ
れ
た
一
年
間
の
州
内
居
住
要
件
が
平
等
保
護
に
反
し
違
憲
で
あ
る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、
被
侵
害
利
益
(
州

(
印
)

と
の
関
連
で
厳
格
な
司
法
審
査
基
準
を
用
い
、
同
居
住
要
件
が
、

際
移
動
に
対
す
る
「
基
本
的
権
利
」
)

(
円
。
自
℃
巾

--5岡
山

Z
Z
S丹
市

2
2
)

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
の
利
益

(
別
)

を
促
進
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
平
等
保
護
に
反
し
て
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
の
o
E
Z晶
判
決
で
は
、
公
的
扶
助
給
付
の
打
切
り
に
際
し
て
手
続
的
デ
ュ

l
e
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
憲
法
上
の
保
護
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
従
来
一
般
に
社
会
保
険
に
比
し
て
低
い
規
範
的
地
位
し
か
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
福
祉
な
い
し
公
的
扶
助
給
付
に
も
、
平
等

(
悶
)

保
護
や
手
続
的
デ
ユ

1
・
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
法
理
に
よ
り
一
定
の
憲
法
的
保
護
が
及
ぶ
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
判
決
で
は
、
憲
法
上
の
実
体
的
「
福
祉
権
」
の
存
在
が
直
接
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
う
し
た
権
利
の
存
在
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
る
趣
旨
の
判
示
が
な
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
の
oEσ
巾
『
間
判
決
で
は
、
「
貧
困
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

及
ば
な
い
諸
力
が
彼
ら
の
貧
困
化
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
認
識
す
る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
、
単
な
る
個
人
主
義
的
貧
困
観
と
は
異

(
印
)

な
る
貧
困
観
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
有
資
格
受
給
者
に
と
っ
て
福
祉
は
、
本
来
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
食
物
、
衣
料
、
住
居
、

医
療
を
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
」
「
(
重
要
な
の
は
、
)
受
給
資
格
を
め
ぐ
っ
て
の
係
争
中
に
扶
助
を
打
切
る
こ
と
が
、
受
給
資

格
の
あ
る
受
給
者
か
ら
係
争
中
に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
ま
さ
に
そ
の
手
段
を
奪
う
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
」
「
生
存
の
基
本

的
需
要
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
福
祉
は
、
他
の
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
生
活
に
有
意
義
に
参
加
す
る
の
に
利
用
可
能
な
の
と
同
様
の

(m) 

機
会
を
、
貧
困
者
の
手
に
与
え
る
助
け
と
な
り
得
る
」
と
判
示
さ
れ
た
。
学
説
に
も
、
こ
れ
を
実
質
的
に
生
存
(
印

=
Z
E
g円
巾
)
を
憲
法
上

(
問
)

保
障
さ
れ
た
権
利
と
看
倣
そ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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上
記
の
諸
判
決
の
他
に
も
、
こ
の
時
期
の
判
例
理
論
を
通
し
て
、
前
二
節
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
各
州

(

問

)

(

胤

)

(

郎

)

独
自
の
受
給
資
格
の
制
限
や
、
社
会
保
障
法
の
規
定
の
趣
旨
に
反
す
る
給
付
水
準
の
引
き
下
げ
が
相
次
い
で
違
法
と
さ
れ
、
行
政
上
の
取
扱

い
も
相
当
程
度
是
正
さ
れ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
裁
判
例
は
、
主
と
し
て
州
〉
苫
)
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
制
度
の
実
体
面
に
お
い
て
、
各
社
会
保
障
制
度
分
野
の
中
で
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
た

と
の
事
情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
六

0
年
代
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
〉
苫
)
わ
の
受
給
者
数
及
び
給
付
総
額
の
抑
制
を
重
要
な

狙
い
と
す
る
一
連
の
法
改
正
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
立
法
者
が
意
図
し
た
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

に
は
、
「
福
祉
権
運
動
」
の
活
発
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
、
公
民
権
運
動
の
あ
と
を
受
け
継
ぎ
、
ラ
イ
ク
や
ス
パ
ラ

l
等
の
法
理
論
を

理
論
的
支
柱
に
し
な
が
ら
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
を
狙
い
と
し
、
と
り
わ
け
〉
司
り
わ
対
象
者
を
主
な
担
い
手
と
し
て
い
た
。
さ

ら
に
こ
の
時
期
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
各
州
プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の
受
給
資
格
の
制
限
な
ど
が
相
次
い
で
違
法
と
さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
れ
ら
を
有
力
な
要
因
と
し
て
、
〉
明
り
の
受
給
者
数
が
さ
ら
に
増
大
し
、
「
福
祉
爆
発
(
垣
内
-
P
2
何
回

U
E己
O

ロ
)
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
生
み

(

問

)

(

即

)

出
し
た
の
で
あ
る
。
〉
司
。
。
受
給
者
数
は
、
一
九
六
七
年
の
五

O
O
万
人
か
ら
一
九
七
二
年
の
一
、

O
九

O
万
人
へ
と
倍
増
し
た
。

「社会保障の権利」詰制1)

社
会
保
障
制
度
全
体
を
通
じ
て
み
た
場
合
、

一
九
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
給
付
の
よ
り
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
現

(
剛
山
)

在
に
至
る
各
種
制
度
の
基
本
的
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
福
祉
爆
発
」
の
中
核
的
部
円
で
あ
る

〉
司
り
の
は
、
補
足
的
所
得
保
障
制
度

(ωω
日

)

と
し
て
連
邦
直
轄
制
度
化
し
た
他
の
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
異
な
り
、

(
問
)

依
然
と
し
て
州
運
営
の
連
邦
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
〉

E
)ハU
受
給
者
た
る

(
母
)
親
は
、
本
来
典
型

的
な
「
就
労
可
能
者
L

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
老
齢
者
(
彼
ら
は
基
本
的
に
「
就
労
不
能
者
」
に
分
類
さ
れ
た
)

な
ど
と
は
別
個
に
取
扱
い
、
自
ら
の
就
労
に
よ
る
自
助
・
自
立
へ
と
向
か
わ
せ
、
政
府
費
用
削
減
を
図
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
必
要
性
が てコ
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説

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
下
に
お
け
る
家
庭
扶
助
プ
ラ
ン

(
勺
〉
司
)

北法47(1・220)220

る
職
お
よ
び
収
入
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
H
V
一
∞
』
同
)

や
カ

l
タ

l
政
権
下
に
お
け

(
附
)

な
ど
、
根
本
的
な
〉
司

u
n
改
革
を
狙
い
と
す
る
法
案
は
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、

(
出
)

(
一
九
七
一
年
)
な
ど
、
就
労
へ
と
向
か
わ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

論

一
九
六
七
年
修
正
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
宅
豆
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
正

を
よ
り
一
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
部
分
的
な
改
正
が
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
一
九
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
〉
司

u
n
費
用
の

(
回
)

抑
制
を
目
的
と
す
る
法
制
度
改
革
の
焦
点
は
、
連
邦
政
府
の
規
制
強
化
に
よ
る
州
の
運
営
引
き
締
め
を
通
し
て
の
行
政
効
率
の
増
大
へ
と
向

(
附
)
(
胤
)

け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
福
祉
爆
発
」
に
対
処
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
な
さ
れ
た
制
度
改
革
及
び
そ
れ
に
向
け
て
の
論
議
は
、
あ
る
意
味
で
は
当

然
と
い
え
る
も
の
の
費
用
削
減
と
の
視
点
が
優
位
に
立
ち
、
福
祉
受
給
者
の
基
本
権
と
し
て
の
受
給
利
益
の
保
護
と
の
視
点
は
有
力
に
は
み

ら
れ
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
つ
に
は
先
に
挙
げ
た

ω
Z立
g
判
決
及
び
の
三
舎
内
有
判
決
以
後
の
判
例
法
理
が
こ
う
し
た
基
本
権
の
承

(

凶

)

(

川

)

認
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
示
す
に
至
っ
た
と
の
事
情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に

u
g
b「
区
間
巾
〈
当
日
目
白
目
印
に
お
い
て
、
合
衆

国
憲
法
上
の
平
等
保
護
と
の
関
連
で
、
福
祉
受
給
利
益
を
、
「
合
理
性
」
の
テ
ス
ト
よ
り
も
厳
格
な
違
憲
審
査
基
準
に
服
す
る
と
い
う
意
味

(
叩
)

で
の
「
基
本
的
権
利
」
と
み
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
同
事
件
は
、
七
名
以
上
の
構
成
員
か
ら
な
る
家
庭
に
適
用
さ
れ
る

〉
苫
)
(
リ
の
扶
助
最
高
限
度
額
(
自
民

5
=自
問

E
ロ
門
)
規
定
が
社
会
保
障
法
及
び
平
等
保
護
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
法
廷

意
見
は
本
件
を
、
経
済
・
社
会
福
祉
分
野
で
の
平
等
保
護
違
反
が
争
わ
れ
い
わ
ゆ
る
「
合
理
性
L

の
テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
事
例
マ
あ

(
同
)

る
と
し
て
緩
や
か
な
違
憲
審
査
基
準
を
用
い
、
合
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
先
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
経
済
規
制
分
野
と

は
異
な
り
、
「
公
的
福
祉
(
〉
巴
)
わ
|
筆
者
注
)
扶
助
の
実
施
は
、
貧
困
に
陥
っ
た
人
々
の
最
も
基
礎
的
な
経
済
的
ニ

l
ズ
に
か
か
わ
る
」

(
凶
)

(
審
査
)
基
準
を
適
用
す
る
基
礎
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

」
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
異
な
っ
た
憲
法
上
の

「
経
済
・
社
会
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
州
は
、
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
区
別
が
不
完
全
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
平
等
保
護
条
項
を
侵



害
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
「
公
的
福
祉
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
や
っ
か
い
な
経
済
的
、
社
会
的
、
哲
学
的
な
諸
問
題
は
、

(
問
)

当
裁
判
所
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
L

と
の
判
示
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
。
白
ロ
仏
三
仏
海
判
決
は
福
祉
受
給
利
益
を
、
上
述
の
よ
う
に

厳
格
な
違
憲
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
基
本
的
権
利
」
と
み
る
捉
え
方
を
否
定
し

(
ま
し
て
や
こ
う
し
た
利
益
は
実
体

的
な
憲
法
上
の
基
本
権
と
も
み
な
さ
れ
な
い
て
そ
の
保
護
を
基
本
的
に
は
州
の
立
法
政
策
に
委
ね
た
裁
判
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が

(
m
)
(
m
)
 

可
能
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
は
、
合
衆
国
憲
法
や
社
会
保
障
法
と
の
関
係
で
の
違
憲
・
違
法
が
争
点
と
な
っ
た
そ
の
後
の
連
邦
最
高
裁
判
決
に

お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
依
然
と
し
て
∞
宮
古

g
判
決
を
継
承
す
る
判
決
も
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
宮
内
目
。
コ
巳
甲
山
。
印
℃

E一

〈

-
-
Y
向白ユ

2
3

(
問
)

。
o
E
q
で
は
、
州
医
療
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
一
年
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
内
居
住
要
件
に
つ
き
、
「
医
療
は
福
祉
(
〉
司

u
n

『
生
活
の
基
礎
的
必
需
品
』

で
あ
る
」
と
し
て
、
医
療
の
欠
如
が
生
存
を
も
脅
か
す
こ

筆
者
注
)
扶
助
と
同
様
、
貧
困
者
に
と
っ
て
の

(
胤
)

と
と
な
り
得
る
点
を
強
調
し
、

ω
Z
U
F「O
判
決
の
判
断
枠
組
を
踏
襲
し
て
い
る
。
医
療
や
公
的
扶
助
と
い
っ
た
個
人
の
生
存
に
か
か
わ
る
政

府
給
付
の
確
保
が
憲
法
上
も
有
意
味
な
価
値
で
あ
る
こ
と
自
体
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
冨

2
0ユ
弘
司
。
∞
匂

E-
判
決
は
、

g
p

「社会保障の権利J論(1)

官
同

g
判
決
と
同
様
、
直
接
的
に
は
州
際
移
動
に
対
す
る
「
基
本
的
権
利
」
を
被
侵
害
利
益
と
し
て
、

(
郎
)

か
否
か
と
の
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
し
た
事
例
で
あ
る
。

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
が
あ
る

一
九
七

0
年
代
に
入
る
と
、
〉
司
り
の
に
限
ら
ず
、
次
第
に
フ

l

(
邸
)

ド
ス
タ
ン
プ
や
州
独
自
の
医
療
・
金
銭
給
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
か
か
わ
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
財
政
問
題
が

以
上
み
た
よ
う
に
、
公
的
扶
助
に
か
か
わ
る
連
邦
最
高
裁
判
例
と
し
て
は
、
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フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
公
的
扶
助
分
野
に
ま
で
波
及
し
、
立
法
部
並
び
に
執
行
部
に
よ
る
費
用

(
即
)

抑
制
策
を
背
景
と
し
て
、
扶
助
対
象
者
の
受
給
利
益
に
お
け
る
不
安
定
性
が
増
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

〉
明
り
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
う
し
て
連
邦
最
高
裁
の
判
例
理
論
は
、
ラ
イ
ク
の
「
資
格
」
論
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
扶
助
受
給
者
の
利
益
保
護
に
向
け
て
一
定
の
進



説

の
存
在
を
認
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
ラ
イ
ク
の
「
資
格
」
論
自
体
に

(
問
団
)

も
理
論
的
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
ラ
イ
ク
が
提
唱
し
た
受
給
資
格
の
明
確
化
や
そ
れ

(
悶
)

に
よ
る
行
政
裁
量
の
縮
小
は
、
少
な
く
と
も
第
一
義
的
に
は
手
続
的
な
統
制
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
直
接
実
体
的
な
受
給
権
を

展
を
み
た
も
の
の
、
憲
法
上
の
実
体
的
「
福
祉
権
」

吾ム
白岡

一
九
六

0
年
代
以
降
の
制
度
改
正
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
法
部
・
執
行
部
と
し
て
は
、
給
付

(
問
問
)

水
準
自
体
の
抑
制
な
い
し
引
き
下
げ
と
い
う
方
途
が
基
本
的
に
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
行
政
裁
量
の
消
極
面
を
専
ら
問
題

(
阻
)

と
す
る
あ
ま
り
、
積
極
面
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
理
論
法
学
的
に
い
え
ば
リ

l
ガ
リ
ズ
ム
批
判
と
い

(
服
)

う
こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
と
福
祉
に
関
し
て
は
、
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ

l
ク
と
い
う
本
来
的
に
裁
量
が
要
求
さ
れ
る
分
野
だ
け
に
、
権
利
と
裁
量

(

邸

)

(

山

間

)

を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
得
る
か
が
本
来
的
に
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
理
論
的
に
は
、
ラ
イ
ク
は
政
府
か
ら
の
「
贈

保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

物
」
の
利
益
を
既
得
の
も
の
と
し
て
扱
い
そ
の
侵
害
に
は
「
正
当
な
補
償
の
支
払
い
」
を
要
求
し
た
け
れ
ど
も
、
従
来
の
古
い
財
産
権
と
ニ

そ
も
そ
も
ラ
イ
ク
が
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
家
の
再
分
配

(
邸
)

活
動
自
体
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
根
本
的
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
い
た
。

ュ
l
プ
ロ
パ
テ
ィ
が
全
て
既
得
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
と
す
れ
ば
、

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
否
定
的
立
場
か
ら
も
、
ラ
イ
ク
の
理
論
は
必
ず
し
も
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
こ
と
に
手
続

(
附
)

的
保
護
の
拡
大
と
い
っ
た
部
分
に
お
い
て
は
積
極
的
に
評
価
し
得
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
成
果
と
し
て
は
、
先
に
触
れ
た

ωzu-g
判
決
や
の
。

-S巾
『
間
判
決
な
ど
に
よ
る
連
邦
最
高
裁
判
例
理
論
の
展
開
、
そ
し
て
そ
れ
を
直
接
的
な
契
機
と
し
た
一
連
の
制
度
改
正

(
閉
山
)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
制
度
改
正
も
、
受
給
資
格
の
客
観
的
明
確
化
や
行
政
裁
量
の
統
制
と
い
っ
た
内
実
を
有
す
る
ラ

イ
ク
の
法
理
論
を
背
景
と
し
、
こ
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

一
九
七
二
年
修
正
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
補
足
的
保
障
所
得
制
度

(ω
白
)

は
、
従
来
州
の
運
営
に

委
ね
ら
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
老
齢
扶
助
・
障
害
者
扶
助
・
視
覚
障
害
者
扶
助
)

を
一
本
化
し
、
連
邦
政
府
が
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(mm) 

直
接
運
営
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
資
格
基
準
が
各
州
を
通
じ
て
統
一
さ
れ
、
か
つ
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
少

(
即
)

な
く
と
も
特
定
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
を
対
象
と
す
る
最
低
所
得
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
連
邦
制(m) 

度
化
は
そ
れ
自
体
、
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
領
域
を
狭
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
寸
法
化

(
Z
m丘
町
三
5
ロ)」

(m) 

の
一
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
「
資
格
化
(
巾

E
E
Z白
Z
O
ロ
)
」
に
も
つ
な
が
る
(
す
な
わ
ち
権
利
性
が
高
ま
る
)
と
言
い
得
る
。

一
九
七
四
年
修
正
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
社
会
保
障
法
第
二

O
編
、
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ト
ル
凶
×
は
、
拐
目
の
導
入
に
よ
る
金
銭
扶
助
給
付

(
問
)

の
連
邦
制
度
化
と
関
連
し
て
、
ソ

l
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
分
離
し
て
連
邦
補
助
金
の
支
給
対
象
と
し
、
運
営
を
州
の
広
範
な
裁
量
に
委

(m) 

ね
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ソ

l
シ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
(
我
が
国
で
言
え
ば
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
)
給
付
が
公
的
扶
助
プ
ロ
グ

(
日
)

ラ
ム
と
は
社
会
保
障
法
上
独
立
し
た
部
門
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
よ
り
コ
ス
ト
の
か
か
る
訓
練
を
受
け
た
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l

ま
た
公
的
扶
助
と
り
わ
け
〉
司
り
の
の

(
閃
)

受
給
資
格
決
定
と
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l
ク
業
務
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
、
と
い
っ
た
実
践
的
要
請
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
金
銭
給
付
に
つ
い

カ
ー
で
は
な
く
一
般
の
事
務
職
員
で
も
公
的
扶
助
の
受
給
資
格
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

(
連
邦
制
度
に
よ
る
)
資
格
基
準
の
機
械
的
な
い
し
は
官
僚
主
義
的
な
適
用
に
委
ね
、
専
門
職
的
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l
ク
を
こ

(m) 

れ
と
は
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的
扶
助
給
付
に
関
わ
る
裁
量
行
使
を
枠
づ
け
規
準
化
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

て
は
画
一
的
な

「社会保障の権利j論(1)

や
や
時
期
が
離
れ
て
お
り
、
上
述
の
諸
改
正
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
障
害
保
険
給
付
に
つ
い
て
も
同
様
の
趣
旨
か

ら
制
度
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
八

O
年
社
会
保
障
障
害
修
正
法
は
、
第
一
次
障
害
認
定
機
関
で
あ
る
州
機
関
に
お
け
る
認

(m) 

の
認
定
が
寛
容
す
ぎ
る
こ
と
や
、
障
害
保
険
給
付
の
増
大
に
よ
る
財
源
不
足
を
背
景

定
、
及
び
第
三
段
階
で
あ
る
行
政
法
審
判
官
(
〉
己
)

(
川
)

と
し
て
な
さ
れ
た
法
改
正
で
あ
る
。
同
修
正
法
で
は
、
障
害
認
定
手
続
に
つ
き
、
従
来
各
州
に
委
ね
て
い
た
障
害
認
定
手
続
に
関
す
る
実
施
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基
準
及
び
手
続
を
定
め
る
権
能
が
連
邦
政
府
に
付
与
さ
れ
た
ほ
か
、
州
機
関
に
よ
る
障
害
認
定
の
一
定
割
合
の
再
評
価
並
び
に
永
久
的
障
害

を
除
く
最
低
三
年
毎
の
障
害
給
付
受
給
者
資
格
の
再
評
価
を
連
邦
政
府
に
義
務
づ
け
る
、

と
い
っ
た
改
正
が
な
さ
れ
た
。
連
邦
政
府
に
対
し



説

て
よ
り
一
層
強
力
な
規
制
権
能
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
修
正
法
は
州
レ
ベ
ル
で
の
裁
量
行
使
へ
の
枠
づ
け
を
図
っ
た
も
の
と
み
る
こ

論

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
法
制
定
後
、
大
量
の
給
付
打
切
り
事
例
の
発
生
と
行
政
不
服
審
査
申
立
数
及
び
連
邦
裁
判
所
へ
の
訴
訟
提
起
数

(
閃
)

し
か
も
受
給
者
側
の
請
求
が
認
容
さ
れ
る
裁
判
例
が
増
大
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
判
例
理
論
の
展
開
に

の
急
増
と
の
事
態
が
生
じ
、

対
応
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
障
害
認
定
に
つ
き
規
制
権
能
を
行
使
す
る
連
邦
政
府
自
体
の
裁
量
を
規
準
化
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
、

(
則
)

八
四
年
社
会
保
障
障
害
給
付
修
正
法
に
よ
り
、
給
付
打
切
り
の
た
め
の
再
評
価
基
準
の
法
定
化
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
社
会

危
険
(
所
得
減
少
な
い
し
貧
困
を
も
た
ら
す
社
会
的
事
故
)
と
し
て
の
「
障
害
」
は
、
同
様
に
社
会
危
険
で
あ
る
「
老
齢
」
な
ど
と
異
な
り
、

そ
の
認
定
に
あ
た
り
本
来
的
に
裁
量
が
付
き
ま
と
う
。
し
た
が
っ
て
、

ω白
の
場
合
と
は
異
な
り

(
た
だ
し
障
害
者
扶
助
に
由
来
す
る
部
分

は
障
害
保
険
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
)
、
連
邦
政
府
自
体
の
裁
量
を
規
準
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
受
給
者
の
権
益
保
護
が
従
前

よ
り
も
実
効
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
別
)

の
進
展
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
受
給
者
側
の
利
益
保
護
の
一
定
の
進
展
に
も
か
か

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
フ
ォ

l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
」

八
0
年
代
に
入
る
と
、
実
体
面
に
お
い
て
給
付
水
準
の
引
き
下
げ
を
伴
う
社
会
保
障
制
度
改
革
が
相
次
い
で
な
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
「
福
祉
削
減
」
が
推
し
進
め
ら
れ
、
〉
司
り
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

(
脱
)

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
な
ど
の
給
付
削
減
を
狙
い
と
す
る
社
会
保
障
法
の
改
正
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

わ
ら
ず
、

フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
や

一
九
八
八
年
家
庭
援
護
法
な
ど
、
従
前
の

(
問
)

立
法
動
向
に
沿
っ
た
形
で
、
〉
巴
)
(
リ
受
給
者
の
自
立
助
長
を
図
る
た
め
の
法
制
度
改
正
も
相
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
中
核
的
な

社
会
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
年
金
保
険

(
O
〉
∞
宮
)

に
お
い
て
も
、
財
政
危
機
が
次
第
に
深
刻
な
課
題
と
な
り
、
一
九
八
三
年
修
正
法
な

(
胤
)
(
邸
)

ど
に
よ
り
被
保
険
者
お
よ
び
受
給
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
ラ
イ
ク
理
論
に
対
す
る
批
判

に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
給
付
に
「
権
利
」
性
を
認
め
て
い
こ
う
と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
実
体

(
郎
)

的
な
限
界
(
す
な
わ
ち
私
的
財
産
権
と
全
く
同
一
視
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
)
を
示
唆
し
て
い
る
。

九
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「社会保障の権利j詰鰍1)

(
凹
)
盟
国

g
-
Sマ
臼
ロ
o
g
立
-
巳
邑
・
参
照
、
大
久
保
史
郎
「
公
法
学
の
動
向
」
『
法
律
時
報
』
五

O
巻
三
号
(
一
九
七
八
年
)
一
四
七
頁
、
戸
松

秀
典
「
憲
法
訴
訟
と
『
立
法
府
の
裁
量
』
の
理
論
'
|
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
福
祉
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
『
成
城
法
学
』
一
号
(
一
九

七
八
年
)
二
五
一
ー
l
二
五
二
頁
。

(即
)
ω
句、吋己目∞-Nm品(]号、吋(〕)・

(
m
)
R
-
巳
N
め
N
-

(四
)
E
-
巳
N
O
N
ロ・∞-

(
問
)
に
・
巳

N
2・
た
だ
し
、
後
に
連
邦
最
高
裁
は
、
の

05za判
決
が
裁
判
で
の
正
式
事
実
審
理
(
吉
弘
)
に
極
め
て
近
い
聴
聞
が
必
要
と
判
断

し
た
唯
一
の
ケ

l
ス
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
富
山
門
町
市
若
田
戸
、
同
W
Eコ巳岡市唱品
N
K
F
C
∞
ω
H
m
y
u
ω
ω
(
呂叶市町)・

(
凶
)
C
ミ

ax『h-ω
匂斗

d
・印E
町民

N

め印，。斗・

(
悶
)
印
古
市
『
σ巾
ユ
〈
a

〈巾『口市『
J
ω

叶品
c
m
ω

山wmw-
品
OKH(]{mVA凶
ω
)

(悶
)

ω

@
品
C
・
閉
め
]
{
∞
'
め
N

斗
戸
∞
(
]
石
市
山
市
W
)
'

(
即
)
傍
論
で
は
あ
る
が
、
伝
統
的
な
平
等
保
護
の
司
法
審
査
基
準
で
あ
る
「
合
理
性
」
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
違
憲
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
判
示
し

て
い
る
。
ミ
・
釦
丹
め
ω
∞-

(
別
)
芯
・
こ
う
し
た
憲
法
原
理
は
、
連
邦
か
ら
資
金
が
支
出
さ
れ
て
い
な
い
州
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
一
般
扶
助
)
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の

と
さ
れ
た
。
恩
院
先
〈
白
血

=zp品()品
C
・m-
斗
(
〕
(
呂
ご
)
・
そ
の
後
、
貧
困
者
に
対
す
る
州
医
療
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
付
さ
れ
た
一
年
の
カ
ウ
ン

テ
ィ
居
住
要
件
に
つ
い
て
も
、
盟
国
宝

g
判
決
と
同
様
の
審
査
基
準
を
用
い
、
平
等
保
護
違
反
と
さ
れ
た
。
富
市
ヨ
ロ
コ
印
}
図
。

ζ
E
-
〈
富
田
ユ
円
。
官

。
ロ
ロ
ロ
ミ

-
t印
C
-
∞-
N
印
(
〕
(
同
匂
斗
品
)
-
な
お
、
富
市
百
D
ユ
丘
町
向
。
凶
司

E-
判
決
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
。

(
四
)
米
沢
・
前
掲
「
福
祉
受
給
権
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
(
二
)
」
(
注
羽
)
六
六
頁
以
下
、
「
向
(
二
了
完
)
」
(
注
品
)
八
三
頁
以
下
参
照
。

(
即
)
の
三
且

z
a〈
・
同
己
-Fω
匂
叶
巴
・
∞

'
N
2・
N
S
(呂
、
吋
(
)
)
こ
の
部
分
で
も
ラ
イ
ク
の
論
文
を
引
用
し
て
い
る

O
R・ロ

5
・

(
阻
)
に
・
巳
N

①K
H
l

①印・

(
印
)
同
・
?
同
州

Z
E
E
-
吋
芝
、
ERH白
目
句
。
邑
円
。
旬
。
三
日
目
悪
さ
さ
・
品
∞
∞
c
n
m何
回
〈
河
何
〈
品
。
。

(
5
2
)
な
お
、
本
稿
第
二
章
第
一
節
に
お
け
る
マ

イ
ケ
ル
マ
ン
と
ト
ラ
イ
ブ
の
議
論
を
参
照
。

(
問
)
例
え
ば
、
百
口
問
〈
・
∞
E
P
ω
m
w
N
C
E
印・

ω
o
m
w
(
H
句
。
∞
)
で
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
〉
司
む
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
代
理
父
(
田
口
Z
Z
E定

P
5
2
)
」
規
定
が
、
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説

連
邦
社
会
保
障
法
の
解
釈
を
誤
る
も
の
と
し
て
違
法
と
さ
れ
た
。
同
規
定
は
、
母
親
と
婚
姻
関
係
に
な
く
そ
の
子
の
扶
養
義
務
も
負
わ
な
い
男

性
が
当
該
母
親
と
「
同
居
」
す
る
場
合
、
子
に
対
す
る
〉
巴
)
わ
給
付
を
打
切
る
と
の
条
項
で
あ
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
憲
法
問
題
に
踏
み
込

ま
ず
、
こ
う
し
た
男
性
は
社
会
保
障
法
上
の
「
毅
(
宮
Z
E
)
」
概
念
に
含
ま
れ
な
い
と
判
示
し
た

O
R
三
ωωω

こ
の
判
決
は
、
連
邦
最
高
裁

が
州
〉
司
む
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
定
に
関
わ
る
連
邦
法
上
の
請
求
を
初
め
て
認
容
し
た
点
で
重
要
な
判
決
で
あ
る
。
∞

E
E
-
Sミロ
E
D
R
E
W
2

Mmw
品1
匂印

M
2
F
g主
的
〈

Y
白血『
C
P
ω
句、吋

C
ω
・印印
N
(
H
m
v
斗。
)

(

Z

呂田口

5
・各巾

F
O
E
M
巾3

)

一
〈
白
ロ
戸
田
「
巾
〈
国
ロ
ユ
3
J
品
N
H
C
・∞・

ωω
∞
(
]
戸
句
、
吋
印
)

(
ロ
ロ
ロ
宮
古
口
問

-c伺巾「日)・

(
出
)
河

O
印
足
。
ぐ
巧
苫
g
p
ω
ゆ

叶

戸

山

ωmw叶
(

呂

叶

C
)

同
事
件
は
、
州
〉
司
門
v
h
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
特
別
ニ

l
ズ
給
付
(
注
郎
参
照
)
の
廃
止
等

の
給
付
削
減
措
置
が
、
一
九
六
七
年
に
改
正
さ
れ
た
社
会
保
障
法
四

O
二
同
凶
条
(
州
〉
明
り
わ
給
付
の
ニ

l
ド
決
定
に
あ
た
り
生
計
費
調
整

(わ
O
「
と
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
る
)
の
趣
旨
に
反
し
違
法
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
法
廷
意
見
の
結
論
部
に
お
い
て
、
「
我
々
は
福
祉
給
付

|
|
そ
れ
は
正
式
に
は
保
健
教
育
福
祉
省
の
監
督
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

l
l
と
い
う
こ
の
非
常
に
複
雑
な
分
野
に
お
け
る
連
邦

裁
判
所
の
関
与
の
増
大
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
連
邦
議
会
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
連
邦
法
上
の
問
題
に
つ
き
審
理
を
行
い

判
決
を
下
す
伝
統
的
な
権
限
を
連
邦
裁
判
所
か
ら
奪
う
と
の
意
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
示
す
も
の
は
全
く
見
出
せ
な
い
」
と
判
示
し
た
。
連

邦
と
州
の
管
轄
の
問
題
に
つ
き
、
連
邦
裁
判
所
が
積
極
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
以
後
の
判
例
の
態
度

と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。
h
k

同門品
N
N

(
悶
)
い
わ
ゆ
る
「
夜
襲
(
日
広
三
間
宮
『
包
含
ご
な
ど
の
私
生
活
領
域
に
ま
で
過
度
に
踏
み
込
ん
だ
ワ

l
ヵ
ー
な
ど
に
よ
る
指
導
監
督
の
合
憲
性
が
争

わ
れ
た
連
邦
最
高
裁
判
例
は
な
く
、
下
級
審
裁
判
例
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
~
山
町
四
一

E
「『
Z
F
〈
(U2己
的
巾
『
三
日
。
。
毘
司
ペ
ロ
え
の
O
E
口
々
え
と
与
血
呂
田
-

O

め
の
田
-

N
己
N
。。

(
]
F

山由。斗)

(
問
)
た
だ
し
、
地
方
に
お
け
る
運
動
の
多
く
は
、
特
別
ニ

l
ズ
給
付
(
田
宮
2
田
-
ロ
月
号
匂

E
Z
)
と
い
う
一
回
的
な
補
助
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

逆
に
こ
の
こ
と
が
、
運
動
や
二
時
的
な
も
の
に
と
ど
め
る
一
因
と
な
っ
た

o
r巴
p

g
喝
さ
ロ
C
Z
斗印・同門

N叶
0

・
ω
5
0
p
g可
否
き
丹
市
∞
戸
巳

同
品
。

ω
t
H印
C
0
・

(

即

)

印

O
巴
p

g
芝居

E
Z
3・巳
N
斗

N

(
問
)
公
的
年
金
の
充
実
(
実
質
的
給
付
水
準
引
き
上
げ
、
生
計
費
調
整
(
の
O
F
k
r
)

の
導
入
な
ど
)
や
、
私
的
(
企
業
)
年
金
を
規
制
す
る
一
九
七

四
年
初
日
出
∞
〉
法
の
制
定
に
よ
り
、
主
と
し
て
退
職
に
際
し
て
の
所
得
保
障
(
年
金
)
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
の
拡
充
、

論
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「社会保障の権利J論(1)

社
会
保
障
制
度
と
同
様
の
所
得
再
分
配
機
能
を
も
っ
租
税
控
除
制
度
の
導
入
な
ど
、
制
度
改
正
は
広
範
に
及
ん
だ
。
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ

年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
叫
)
第
四
章
(
社
会
保
障
の
転
換
期
)
。

(
即
)
七

0
年
代
半
ば
以
降
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
到
来
と
と
も
に
実
質
的
給
付
水
準
の
下
落
が
生
じ
、
〉
苫
)
の
は
七

0
年
代
を
通
じ
て

平
均
一
七
%
減
少
し
た
。

ω
5
8・言、
S
E
R
E
-白
円

E
E
こ
れ
に
対
し
、
公
的
年
金

(
O
〉∞
U
C

や
連
邦
直
轄
制
度
化
さ
れ
た
∞
包
に
つ
い

て
は
、
一
九
七
二
年
及
び
一
九
七
四
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
生
計
費
調
整

(noFと
が
導
入
さ
れ
、
物
価
上
昇
に
合
わ
せ
て
毎
年
自

動
的
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
向
論
文
第
四
章
第
一
節
第
一
項
会
乙
(
一
九
七
二
年
修
正
法
)
、
同
(
一
二

)
(
n
o
F〉
の
導
入
と
給
付
の

実
質
的
増
大
)
。

(
則
)
同
論
文
第
四
章
第
二
節
第
二
項
(
家
庭
扶
助
プ
ラ
ン
(
司
〉
司
)
)
、
同
第
四
項
(
社
会
保
障
法
第
二

O
編
(
タ
イ
ト
ル

M
M
)

と
そ
の
後
の
福
祉

改
革
)
。

(
凶
)
〉
ヨ
)
わ
受
給
者
に
対
す
る
職
業
登
録
も
し
く
は
職
業
訓
練
登
録
の
実
施
及
び
基
準
は
、
従
来
各
州
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
、

六
歳
未
満
の
子
を
も
っ
母
親
な
ど
を
除
き
、
登
録
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
登
録
者
の
最
低
一
五
%
を
職
に
就
か
せ
な
い
州
に
対
し
連
邦
補

助
金
を
打
切
る
こ
と
と
し
た
(
タ
ル
マ
ッ
ジ
修
正
)
0

斗
同
〉
ゴ
Z
何
回
・
さ
も
さ

B
R
ご
・
巳
出
ω
・
同
論
文
第
四
章
第
一
節
第
一
項
(
一
)
(
一
九
六

九
年
修
正
法
)
。

(
凶
)
国
自
己

-R-U「
ど
叫
イ
白
昌
久
白
書
ミ

5
H
A『
み
丘
町
色
、
白
書
志
向
h
S
S
N
V
§
喝
事
弘
幸
町
内

E
E芯
苫
・
吋
君
、
白
喝
さ
守

-F3q立
与
町
三
宮
町
三
塁
内
白
目

(
U
S
H
S
F
E

z・4
C
-
m
虫、・円、.酢∞。。・

n出
〉
Z
の
戸
品
目
、
円
品
∞
N
(
H
m
w

∞
寸
∞
∞
)
・

(
凶
)
例
え
ば
、
連
邦
政
府
に
よ
る
「
過
誤
率
」
抑
制
の
制
度
化
(
州
に
よ
る
給
付
の
適
正
性
に
対
す
る
審
査
)
が
図
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
州
は
〉
司
り
の
を
均
一
給
付
(
口
忠
雪
印
主
化
し
た
。
皆
目
戸
室
、

s
g
Z
寸
印
・
巳

N
2
1
3
本
多
・
前
掲
論
文
(
注
剖
)
三
一
五
|

=
二
六
頁
参
照
。
品
質
管
理

(
C
わ一

ρ
5
2々
の
C

ロ
守
口
-
)
制
度
の
戦
略
的
利
用
に
よ
る
州
の
過
誤
率
低
減
を
め
ざ
す
試
み
に
つ
い
て
触
れ
た
も

の
と
し
て
、
武
智
秀
之
「
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
施
策
と
管
理
改
革
」
『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
四
二
号
(
一
九
八
八
年
)
八

O
i
八
四
頁
が
あ

る。

(
出
)
後
述
す
る
よ
う
に
、
七

0
年
代
に
お
い
て
は
、
〉
司
り
わ
の
ほ
か
、
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
等
の
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
受
給
資
格
制
限
な

ど
の
引
き
締
め
政
策
が
採
ら
れ
た
。
注
問
・
町
参
照
。

(
凶
)
現
在
で
は
、
∞

F
8
-
Z
判
決
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
連
邦
最
高
裁
判
事
に
よ
る
審
議
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
、
法
廷
意
見
が
「
福
祉
権
」
的
な
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説

も
の
で
は
な
く
州
際
移
動
に
対
す
る
基
本
的
権
利
に
依
拠
し
て
慎
重
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
∞
E
Z
-巾『巾・叫
ap
一向、三

宮
芯
久
門
リ
§
皇
室
止
望
日
目
ザ
で
ね
苔
ミ
』
ぴ
h
E
Z
S
S司
建
白
ヰ
室
内
量
三
、

H
C
句
史
}
「

ω
C
C
H
H
ω
(
E
Z
)

(国
)
ω
句、可

C
・m-
品、己(同ゆ叶())・

(
即
)
∞
匡
印
∞
5
5・
S
Y白ロ
C丹
内

HAHhy
え

H
N
ω
i
N
N
m
zロ
印
百
戸
同
R
rミ司、
h
c
h
E門
下
∞
斗
わ
O
F
C
玄
・
「
月
間
〈
∞
斗
ω'
∞∞∞
lmWC(Hmw
∞叶)・

(
川
出

)
ω
匂寸

C
-
∞
九
日
斗
「
品
∞
叶
(
H
U

斗())・

(
国
)
に
・
巳
品
∞
印
・

(
間
)
』
迂
・
巳

AHmw
印・品目コ

(
悶
)
門
司
・
宅
百
戸
曲
目
〈
・
』
白
ヨ
2
・
8
c
c
ω
・
ω
S
(
呂
ご
)
一

r
p
E
C
E
〈
-
E門
官
ミ
-
S
A山口・
ω
・印
ω
印
(
呂
寸
N)E
者
百
戸
自
判
決
は
、
州
〉
E)(V
給
付

の
受
給
要
件
と
し
て
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
家
庭
訪
問
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
給
付
打
切
り
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、

家
庭
訪
問
が
修
正
第
四
条
に
い
う
「
捜
索
(
印
2
5
F
)
」
に
あ
た
ら
な
い
、
仮
に
当
た
る
と
し
て
も
不
合
理
で
は
な
く
違
憲
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。

「
{
家
庭
訪
問
拒
否
の
唯
一
の
結
果
は
給
付
が
打
切
ら
れ
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
重
要
か
つ
深
刻
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
初
に
同

様
の
消
短
的
選
択
を
行
い
〉
句
。
。
給
付
の
申
請
を
繰
り
返
す
場
合
と
状
況
に
違
い
は
な
い
」
(
品
C
C
C
∞目巳

ω
N
同
)
と
判
示
し
、

O
B
母
広
岡
市
判

決
と
同
様
の
基
本
的
立
場
を
採
る
。
』
丘
町
巾

2
8
判
決
は
、
テ
キ
サ
ス
州
憲
法
で
公
的
扶
助
予
算
の
上
限
を
設
定
し
、
そ
の
割
り
振
り
を
す
る
に

あ
た
っ
て
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
扶
助
受
給
者
と
は
異
な
り
〉
司

un
受
給
者
に
つ
い
て
の
み
、
算
定
さ
れ
た
ニ

l
ド
水
準
か
ら
二
五
%
削
減
す

る
旨
規
定
し
、
現
実
に
支
給
額
が
減
少
し
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
社
会
保
障
法
四

O
三
川
同
条
に
違
反
せ
ず
、
黒

人
受
給
者
の
割
合
が
高
い
〉
包
)
わ
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
給
者
に
対
す
る
差
別
と
し
て
平
等
保
護
違
反
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
と
し
た
。
同
判
決
は
、

原
告
が
主
張
す
る
よ
う
な
人
種
に
よ
る
差
別
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
ロ
自
身
広
明
巾
判
決
を
引
用
し
、
伝
統
的
な
「
合
理
性
」
の
テ
ス
ト

を
司
法
審
査
基
準
と
し
て
適
用
し
て
い
る
。
レ
ー
ン
キ
ス
ト
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
ロ
包
含
正
常
判
決
に
も
み
ら
れ
た
公
的
扶
助
が
貧
困
者
の
基

礎
的
な
経
済
的
ニ

l
ズ
に
か
か
わ
る
旨
の
判
示
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(即
)

Z
巾
者
ペ
R
W
ω
g
g
口市古血『

5
2
2同
ω。
2
同一∞巾

2
5凹〈・
0
ロ
Z
E
D
-
t
ω
C
-∞・

8
印
(
呂
叶
ω)
で
は
、
州
〉
司
り
の
給
付
の
受
給
要
件
と
し
て
寸
就

労
ル

l
ル
(
要
。
『
宵
河
口

-g)
」
へ
の
参
加
を
課
す
こ
と
が
社
会
保
障
法
に
違
反
す
る
か
が
争
わ
れ
、
連
邦
法
の
趣
旨
に
反
せ
ず
違
反
し
な
い
旨
判

示
さ
れ
た
。

(
問
)
品
同
町

C-
∞
M
m
(
)
(
同句、立)・

号辺与
白岡
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「社会保障の権利」論(1)

(出
)
h
t
・巳
N

印。ー。。

(
悶
)
こ
の
他
、
平
等
保
護
違
反
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
例
と
し
て
、

Z
2マ

P
3
3
ぎ巾

-
P
3
E
S
Z
O呂
田
口
定
さ

S
〈

P
E
-
-
E
H
己∞・

2
匂
(
呂
斗

ω)
一

d
g
z
ι
ω
g丹市明日)巾
U
R
5
2片

O
同〉伺『

5
H
E司
巾
〈
冨
2
g
D
-
E
ω
d
-
ω
・印

ω∞
(
呂
、
吋

ω)
・
(
い
ち
三
事
件
で
は
、
ニ
ュ

1
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
就
労

貧
困
者
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
非
嫡
出
子
に
対
す
る
差
別
が
違
憲
と
さ
れ
た
。
「
争
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
行
わ
れ
る
給
付
は
、

摘
出
子
と
同
様
、
非
嫡
出
子
の
健
康
と
福
利
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
」
(
品

HHd-m-
釦
丹
市
む
と
と
の
判
示
が
み
ら
れ
る
。
冨

2
8
0

事
件
で
は
、
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
給
付
の
受
給
単
位
と
な
る
「
世
帯
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
当
該
「
世
帯
」
の
他
の
い
ず
れ
の
構
成
員
と
も
親
族

関
係
に
な
い
者
を
含
む
場
合
に
は
支
給
さ
れ
な
い
旨
規
定
す
る
フ

1
ド
ス
タ
ン
プ
法
三
例
条
(
一
九
七
一
年
改
正
)
が
違
憲
と
さ
れ
た
。
注
目

さ
れ
る
の
は
、
「
類
別
が
そ
れ
自
体
正
当
な
政
府
の
利
益
と
合
理
的
に
関
連
す
る
か
否
か
」
と
い
う
合
理
性
審
査
基
準
を
用
い
な
が
ら
、
違
憲
と

の
結
論
を
導
き
出
し
た
点
で
あ
る
。

(
問
)
同
-
h
-

ミ
ミ
室
。
・

2ω
己
的
印

N∞一

c
gミ
・
品

HHd-∞
・
色
。
一
h
h
偽
善
。
コ
ミ
図
。
h』

V
E
-
-
2印
C
-
∞
-Nm{〕一己ロ
=
a
m
g円

2
0
3同
ユ
呂
町
三
口
『
〉
間
「

ME--

Z
Z
〈
-
Z
R『
予
土

ωdω
・
印
(
}
∞
(
早
斗

ω)
・
玄
ミ
ミ
判
決
で
は
、
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
受
給
資
格
を
も
た
な
い
納
税
者
(
本
件
で
は
別
居
中
の
父
親
)

よ
り
連
邦
所
得
税
目
的
の
た
め
「
被
扶
養
者
」
と
し
て
申
請
さ
れ
た
一
八
歳
以
上
の
者
を
フ

I
ド
ス
タ
ン
プ
の
支
給
対
象
か
ら
外
す
と
の
フ
ー

ド
ス
タ
ン
プ
法
五
川
条
が
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
さ
れ
た
。

(
即
)
た
だ
し
部
分
的
に
は
判
例
法
理
に
よ
る
歯
止
め
が
存
在
し
た
。
注
邸
参
照
。

(
国
)
判
例
法
上
の
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
論
の
展
開
と
の
関
連
で
ニ
ュ

l
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
〉
-
∞
守
口
市
岨

ペ
吉
宗
号
、
‘
D

ミ
3
・J
h
n
H
』.ミ吟
S
E
S
U
若
手
R
g
h
s
h
t
b
t
ミ
ロ
ミ
之
さ
な
ぜ
h
M
E
h
h、。

N
n
o月
EFF
円
、
田
宮
辺
主
印
(
呂
ゴ
)
・
六

0
年
代
に
お
け
る

ニ
ェ

1
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
論
批
判
と
し
て
、

F
E
H門
戸
、

S
R
N
3足
立
w
g
k
Sぬ

〔

US皇
室
R
3
3

・
2
n〉巳司
F

胃
〈
・
品
。
叶

(
5
2
)
一
司
自
己
巾
『
-

mU喜
吉
宗
高

OH混
同
を
や
さ
言
、
苦
手
~
¥
白
書
み
且
遣
さ
と
さ

5
・
2
(
U〉
E-F
胃〈・

2
ω
(
5
2
)
な
ど
。
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
は
、
国
民
が
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
そ
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な
諸
条
件
に
対
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
有
す
る
と
の
基
本
的
立
場
か
ら
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
に
対
す

る
保
護
と
財
産
権
に
対
す
る
保
護
を
同
視
す
る
こ
と
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
ハ
ン
ド
ラ

l
は
、
ラ
イ
ク
が
指
摘
し
た
福
祉
行
政
に
か
か

わ
る
様
々
な
問
題
性
を
認
め
つ
つ
も
、
福
祉
受
給
者
を
一
般
の
経
済
規
制
行
政
分
野
で
の
事
業
者
等
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
こ
と
に
批
判

を
加
え
る
。
参
照
、
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
叫
)
六
四
頁
注
目
ω
。

(即

)men-Y
盤
、
恒
国
O
Z
A凶
∞
-
国
門
叶
∞
?
∞
印
・
ラ
イ
ク
の
理
論
が
デ
ユ

1
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
判
例
理
論
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
多
・
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説苦手也
伺岡

前
掲
論
文
(
注
目
)
三

O
|
三
一
頁
。

(
削
)
百
口
問
〈
∞
E
F
ω
匂
N
C
m
-
ω
S
-
ω
5
0
5
(
5
2
)
一見

c
g号
〈
・
者
百
白
戸

ω
2
C初
出

メ

巴

ω
(
早
叶
。

)
-
S
R
2・
g
ミ
白
ロ
C

丹
市
川
芦
田
門

斗∞
l

∞。

(
山
山
)
秋
元
・
前
掲
「
福
祉
の
権
利
と
行
政
裁
量
」
(
注
お
)
二
八
八
l
二
九
一
頁
、
同
・
前
掲
「
『
福
祉
行
政
』
に
お
け
る
権
利
と
裁
量
」
(
注
犯
)

一
五
一
l
一
五
四
頁
。

(
邸
)
叶
ユ
ヨ
巴
回
目
唱
で
て
ぬ
き
お
』
2
h
p
F
h
白
昔
、
富
札
口
H
，
R
Z
H
S
F
色
目
u
o
r
p
H
H
ω
-
H
N品
lN印
-
H
N
A
Y
N斗

(
5
2
)
'

(
間
)
既
に
六

0
年
代
に
お
い
て
、
行
政
法
学
の
立
場
か
ら
K
・
デ
l
ピ
ス
(
関
口

2
2
)
が
、
行
政
裁
量
の
積
極
的
評
価
に
基
づ
い
た
裁
量
構
造
化

論
と
も
い
う
べ
き
主
張
を
行
な
い
、
「
必
要
な
裁
且
一
星
」
と
「
不
必
要
な
裁
量
」
と
の
区
別
を
通
じ
て
、
行
政
が
自
ら
作
成
す
る
準
則
に
よ
る
「
適

切
に
限
定
ぎ
れ
、
構
造
化
さ
れ
か
つ
抑
制
さ
れ
た
裁
量
的
正
義
(
色
白
『
2
5
Eミ
苫
在
日
)
」
を
提
唱
し
た
。
本
多
・
前
掲
論
文
(
注
品
)
三
一

二
三
二
三
員
、
神
長
勲
「

K
.
c・
デ
イ
ピ
ス
の
裁
量
統
制
論
」
(
神
長
他
代
表
『
現
代
行
政
法
の
理
論
室
井
力
先
生
還
暦
記
念
論
集
』

(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
)
所
収
)
二
二
頁
以
下
。
町
内
ロ
〉
〈
窃

-
g
R自
己

C
E
2
2月
再
開
〉
司
同
開

E
主
主

z
z
c
s
Z
(
5
3
)・
5
0・

の
〉
巳
」
の
〉
Z
・0
拐
の
国
内
コ
O
Z
〉
同
司
旬
。
者
何
回
出
・
〉
円
、
何
の
〉
戸
∞
、
H
，C
U
J
『
O
司
0
2，宍
υ-
〉
戸
口
-
m
n
回
開
ヨ
O
Z
H
G
叶
(
同
匂
∞
め
)

(
胤
)
我
が
国
社
会
福
祉
行
政
に
関
し
て
同
様
の
指
摘
を
行
な
う
も
の
と
し
て
、
神
長
勲
「
社
会
福
祉
行
政
と
行
政
手
続
法
」
『
青
山
法
学
論
集
』
三

六
巻
二
H
三
号
(
一
九
九
五
年
)
四
九
頁
。

(師

)
ω
5
0
P
室
、
司
令
目
。
丹
市
立
唱
曲
門
出

lg-

(
蹴
)
∞
呂

8
・旬

H

雪
白

E
R
E
-
巳
H
A
∞∞

(
即
)
例
え
ば
、
一
九
七
三
年
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
す
る
行
政
手
続
規
則
が
改
正
さ
れ
、
の
c
E
Z
G
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
給
付
打
切

り
の
み
な
ら
ず
、
一
次
停
止
や
減
額
の
決
定
に
つ
い
て
も
、
同
事
件
判
決
が
示
し
た
形
式
の
事
前
聴
聞
が
一
般
に
要
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
佐
伯
・

前
掲
「
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
行
政
に
お
け
る
法
的
統
制
(
こ
」
(
注
判
)
三
五
頁
。
他
方
、
連
邦
・
州
の
行
政
に
お
け
る
申
請
手
続
の
簡
素
化

な
ど
も
行
わ
れ
た
。
∞
O
印

F
P
Sマ
白
口
C

丹市、吋一円巳
N

コ・

(
瑚
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
U
)

第
四
章
第
二
節
第
三
項

(ω
白
の
導
入
と
そ
の
意
義
)
。

(
瑚
)
通
常
給
付
に
お
け
る
最
低
支
給
保
障
額
の
設
定
、
一
九
六
七
年
修
正
法
に
よ
る
政
府
一
般
支
出
を
財
源
と
す
る
七
二
歳
特
別
給
付
の
導
入
な
ど
、

「
最
低
所
得
保
障
」
は
公
的
年
金
(
。
〉
∞
宮
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
理
念
と
も
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
協
同
の
導
入
は
、
こ
う
し
た
機
能
を
公
的
扶

北法47(1・230)230



「社会保障の権利」言論れ)

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
担
わ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
論
文
第
三
章
第
三
節
第
二
項
(
六

0
年
代
に
お
け
る
修
正
・
年
金
保
険
の
基
本
原
理
)
、
第

四
章
第
二
節
第
三
項

(ω
白
の
導
入
と
そ
の
意
義
)
。
な
お
、
。
〉
∞
宮
の
最
低
支
給
保
障
額
は
、
新
規
受
給
者
に
つ
き
一
九
八
一
年
に
廃
止
さ
れ
、

よ
り
一
一
層
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
た
。
的
〈
与
口
・
河
内
的
円
。
8
5
S
A
¥
む
き
S
E
S
S
S
H
切
さ
も
な

g
t
o
h
rミ
o
h
山町足

、
さ
ミ
白
書

g
s
h
a
u
t
h
H
h
z
s
h
E
M
H
q
d
喜
子
宮
苦
韮
白
ミ
ミ

3
2
E
S
F
品
目
的
on
∞
R-
∞
戸
「

ω4
斗
l

∞
(
豆
R

E
∞N
)

・
同
論
文
第
五
章
第
一
節

第
二
項
(
一
九
八
一
年
修
正
法
)
。

(m)
「
法
化
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
棚
瀬
孝
雄
編
『
現
代
法
社
会
学
入
門
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
四
年
)
第
一
一
編
第
三
章
(
馬

場
健
一
執
筆
)
、
樫
木
秀
木
「
介
入
主
義
法
の
限
界
と
そ
の
手
続
化
|
|
『
法
化
』
研
究
序
説
|
|
」
(
『
法
の
理
論
7
』
(
成
文
堂
、
一
九
九
O

年
)
所
収
)
一
一
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

(m)
同

2
5
)玄室
-
E
2↓
E
己
【
。
Z

O

司
印
。

Q
R
E
2
2
〉Z
U

言
明
項
目
↓
何
回
z
t弓戸

E
同
何
∞
叶
〉
↓
何
一
〉
項
目
何
回
Z

Z

司何回∞

E
2【
〈
何
回
目
同

(
】
忠
ニ
)
・

(
回
)
金
銭
給
付
を
主
な
内
容
と
し
て
い
た
公
的
扶
助
か
ら
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
分
離
・
独
立
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
修
正
法
に
お
い
て

要
扶
養
児
童
扶
助
(
〉
り
の
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
規
定
が
、
「
財
政
的
援
助
及
び
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
各
州
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
」
要
扶

養
児
童
の
ケ
ア
を
増
進
す
る
こ
と
と
修
正
さ
れ
、
従
来
か
ら
存
し
た
「
財
政
的
援
助
L

に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
も
制
度
目
的
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
∞
円
F
O
E
S
P
'切
さ
ミ

-
V
S
3守
与
幸
吉
弘
苦
言
な

A¥
』
U
U
9
M
5
5
H白
d
o
s
t
ト
ぬ
も
と
白
虫
記
司
王
s
r
E
∞O(U-
∞
R-

∞
C
F
r
ω
-
H
O
H
H
(
ω
弓・

5
印
。
)
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
引
)
第
二
章
第
二
節
第
二
項
(
一
二
)
(
一
九
五

六
年
修
正
法
)
。
こ
の
趣
旨
は
、
一
九
六
二
年
修
正
法
に
よ
り
、
公
的
扶
助
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
運
営
実
施
費
用
一
般
(
給
付
費
を
含
む
)
か

ら
サ
ー
ビ
ス
実
施
費
用
・
職
員
訓
練
費
用
を
分
離
し
、
ケ
ー
ス
ワ
l
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
や
そ
の
た
め
の
職
員
訓
練
の
た
め
の
費
用
に
対

す
る
連
邦
マ
ッ
チ
ン
グ
補
助
率
を
五
O
%
か
ら
七
五
%
へ
と
引
き
上
げ
、
法
制
度
上
に
も
反
映
さ
れ
た
。
本
章
第
一
節
参
照
。
さ
ら
に
一
九
六

七
年
に
は
、
ソ

1
シ
ヤ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
金
銭
給
付
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
求
め
る
連
邦
規
則
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
州
・
地
方
は
、
個
人

的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
家
族
計
画
等
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
金
銭
給
付
の
支
給
事
務
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

∞C
印

5
e
gミ白

E
Z
寸印・白門
N
斗

ω
・

(
問
)
橋
本
・
前
掲
書
(
注
お
)
第
四
章
第
三
節
、
高
田
真
治
可
ア
メ
リ
カ
社
会
福
祉
論
』
(
海
声
社
、
一
九
八
六
年
)
第
六
章
な
ど
参
照
。

(
日
)
拙
稿
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
引
)
第
四
章
第
二
節
第
四
項
(
社
会
保
障
法
第
二
O
編
(
タ
イ
ト
ル
)
只
)
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説

と
そ
の
後
の
福
祉
改
革
)
。

(
町
)
回

g
g
p
p苫
Sな
室

pshH門町弘、
ω
∞同
V
C
困
者
開
「

Ej回開

5
・
5
(巴
∞
。
)
・
河

og司
、
宝
町
、
出
白
ヨ
ミ
階
、
S
R
h
o
n注目弘、き
s
t
言
内
ミ

2
3
p
h
F

品
∞
∞
o
n
'
m何
の
回

CF「・印・∞
(
O円
一
]
戸
市
w

∞印)・

(
問
)
こ
の
こ
と
を
我
が
国
の
生
活
保
護
行
政
に
あ
て
は
め
た
場
合
、
実
態
と
し
て
専
門
職
性
の
さ
し
て
高
く
な
い
行
政
官
が
保
護
受
給
に
か
か
わ

る
諸
々
の
決
定
(
行
政
処
分
)
と
日
常
的
な
指
導
・
指
示
(
ケ

l
ス
ワ
ー
ク
)
の
双
方
に
携
わ
る
こ
と
の
合
理
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

(
叩
)
障
害
保
険
給
付
手
続
き
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
賢
「
合
衆
国
障
害
年
金
給
付
決
定
手
続
に
お
け
る
手
続
保
障
|
|
代
理
人
不
在
の

不
服
審
査
聴
聞
手
続
を
め
ぐ
る
判
決
例
を
素
材
と
し
て
|
|
」
『
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
』
二
八
巻
一
号
(
一
九
九
一
年
)
七
五
頁
以
下
が
詳

l
v

い。

(
m
)
e
p円
E
-
旬
、
言
、
る

E
s
z
ε
弘
幸
喜
弘
善
幸
町

hA¥
忌
∞

9
t
hな目白な
s
s
s
e
g
k
'
F重
苦
白
ミ
ミ

.
3
2
E
S旬
、
主

ω
o
n
ω
R
-
∞
CFF・
5
・
N∞
l
s

(
〉
司
『
呂
∞
同
)
・
拙
稿
・
前
掲
寸
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
U
)

第
四
章
第
一
節
第
三
項
(
二
)
(
一
九
八

O
年
障
害

修
正
法
)
。

(
問
)
同
h

3

H
》

M

凶
丹
江
〈
印
n
F
d弓

2
r
巾
『
唱
。
。
匂
司

N
込
町
∞
N
(山
W
S
(リ可
-
H
m
w
m山

N
)
目

(削

)no---gh町何『巴
phRH白
二
尽
き
守

g
gさ
ε
切
さ
も
な
』
ミ
。
き
と

HA
こ
hwEυhも
を
た
せ
司
恩
師
円
。
ヨ
白
星

M
E
さ
E
q
ミ

3
5
2
S
F
品
∞
∞

2
・

留
め
・
∞
C

F

?

N

∞
1
S
(〉
胃
冨
∞
印
)
目
同
論
文
第
六
章
第
一
節
第
一
項
(
一
)
(
一
九
八
四
年
障
害
修
正
法
)
。

(m)
本
多
・
前
掲
論
文
(
注
剖
)
一
三
四
頁
参
照
。

(
四
)
∞
恒
三
-
言
内
』
室
内
ミ

S
町
内
童
書
苦
手
志
さ
河
内
¥
。
3
8
・
N
N
P
E悶
2
2
0日
開
河
何
〈
・

ω
ミ・

ω
叶
∞
(
呂
∞
∞
)

(
問
)
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
〉
司
り
の
を
中
心
と
す
る
福
祉
改
革
は
重
要
な
立
法
・
行
政
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
・

前
掲
「
ア
メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
へ
砕
石
)
第
六
章
第
二
節
(
福
祉
改
革
の
現
状
)
、
同
「
(
論
文
紹
介
)
ご
ヨ
ち
8
5
g
cロ

巧
丘
町
田

Z
E戸
N
α
c・
5
2・』
-F-m司
・
叶

2
1∞
巴
(
呂
∞
ω)
」
『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
九
五
年
二
号
(
一
九
九
六
年
)
二
八
三
頁
。

(
胤
)
一
九
七
七
年
修
正
法
に
お
い
て
新
た
な
給
付
算
定
方
法
を
導
入
し
、
従
来
よ
り
所
得
代
替
率
(
退
職
前
所
得
に
対
す
る
支
給
額
の
割
合
)
を

引
き
下
げ
て
以
来
、
本
格
的
に
、
財
政
抑
制
目
的
を
有
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
一
九
八
三
年
修
正
法
で
は
、
通
常
支
給
開
始
年
齢

の
将
来
的
な
段
階
的
引
上
げ
(
六
五
歳
か
ら
六
七
歳
へ
)
や
高
額
所
得
者
に
対
す
る
給
付
へ
の
課
税
措
置
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。
拙
稿
・
前
掲
「
ア

メ
リ
カ
年
金
保
険
制
度
の
展
開
と
基
本
構
造
」
(
注
目
引
)
第
五
章
(
社
会
保
障
の
危
機
と
新
た
な
る
展
開
)
。

弓o.
u岡
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(
悶
)
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
な
ど
の
公
的
医
療
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
一
九
八
三
年
(
句

a
u
m
C
(入
院
費
用
の
定
額
見
込
払
い

方
式
)
の
導
入
な
ど
)
と
一
九
八
八
年
(
周
回
同
〈
∞
(
医
師
診
療
費
用
の
報
酬
点
数
表
)
の
導
入
な
ど
)
に
重
要
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
包
括
的
な
医
療
改
革
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
〉
匂
り
の
と
同
様
、
立
法
に
よ
る
根
本
的
な
解
決
を
み
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
同
論
文
第
六
章
第
=
五
郎
(
混
迷
の
中
の
医
療
保
障
)
。
参
照
、
西
村
由
美
子
編
『
ア
メ
リ
カ
医
療
の
悩
み
』
(
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一

九
九
五
年
)
、
島
崎
謙
治
「
米
国
の
医
療
保
障
制
度
改
革
の
展
望
①
l
⑬
」
『
週
刊
社
会
保
障
』
一
七
九
五
号
l
一
八
一
一
号
(
一
九
九
四
年
)
、

広
井
良
典
『
ア
メ
リ
カ
の
医
療
政
策
と
日
本
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
一
一
年
)
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
医
療
保
障
の
現
状
と
課
題
|
|
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
|
|
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四

O
三
号
(
一
九
九
三
年
)
一
六
頁
以
下
な
ど
。

(
国
)
第
三
章
第
二
節
参
照
。

第
二
章

近
時
の
議
論
の
諸
潮
流

前
章
で
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
特
権
」
論
・
「
資
格
」
論
と
い
っ
た
法
理
論
の
展
開
を
、

一
九
三
五
年
社
会
保
障
法
制
定
以
後
の
杜

「社会保障の権利J自衛1)

会
保
障
制
度
の
史
的
展
開
過
程
と
で
き
得
る
限
り
関
連
づ
け
な
が
ら
た
ど
っ
た
。
と
り
わ
け
ラ
イ
ク
の
「
資
格
」
論
が
提
唱
さ
れ
た
一
九
六

0
年
代
以
降
に
つ
い
て
は
、
同
理
論
が
連
邦
最
高
裁
判
例
理
論
や
社
会
保
障
制
度
の
動
向
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
ほ
か
、
合
衆
国
憲
法

上
の
実
体
的
基
本
権
の
樹
立
を
め
ぐ
る
判
例
理
論
の
展
開
ゃ
、
「
資
格
」
論
自
体
の
内
在
的
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。

本
章
で
は
、
前
章
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
七

0
年
代
以
降
に
お
け
る
「
福
祉
」
に
対
す
る
権
利
の
問
題
を
め
ぐ
る
諸
々
の
学
説
上
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
前
章
で
も
触
れ
た
り
自
己
門
広
岡
巾
判
決
な
ど
に
よ
る
判
例
理
論
の

理
論
を
取
り
上
げ
検
討
を
行
な
う
。
「
資
格
L

論
の
後
、

限
界
の
露
呈
な
ど
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
々
の
権
利
論

(
あ
る
い
は
裁
量
論
)
が
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

な
か
で
も
と
り
わ
け
受
給
者

北法47(l・Z33)Z33



説

数
抑
制
・
給
付
削
減
の
た
め
の
諸
方
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
〉
司
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
に
念
頭
に
お
き
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
憲
法
学
的
な
実
体
的
「
福
祉
権
」

の
確
立
を
め
ざ
す
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
上
げ
る
。
次

吾4
U岡

い
で
第
二
節
で
は
、
権
利
論
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
「
裁
量
論
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
第
三
節
で
は
、

を
は
じ
め
と
し
て
、
実
定
法
学
上
の
議
論
の
多
く
が
依
拠
し
て
き
た
リ
ベ
ラ
ー
ズ
ム
の
立
場
を
中
心
と
す
る
法
理
学
の
側
か
ら
の
「
福
祉
権
」

マ
イ
ケ
ル
マ
ン

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
着
目
す
る
。
序
章
で
提
示
し
た
本
稿
の
視
角
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
法
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
実
定
法
解
釈
の
基
礎

を
提
供
す
る
ほ
か
、

一
定
の
政
策
策
定
の
指
針
と
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
権
利
」
概
念
を
も
提
供
す
る
点
で
、

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

第
一
節

実
体
的
「
福
祉
権
(
垣
内
5
2
E
m
u
Z
)
」
論

(
即
)

本
節
で
は
、
主
と
し
て
憲
法
学
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
実
体
的
「
福
祉
権
」
論
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、

ロ
ー
ル
ズ
正
義
論

や
司
法
審
査
理
論
な
ど
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
合
衆
国
憲
法
上
の
「
福
祉
権
」

の
理
論
的
正
当
化
を
図
っ
た

F
・
マ
イ
ケ
ル
マ
ン

(3・
SF門
戸
玄

-nv己
呂
田
口
)

の
理
論
に
焦
点
を
当
て
る
。
次
い
で
、
著
名
な
憲
法
学
者
で
あ
る

L
・
ト
ラ
イ
ブ

F
E「
巾

ロ

円

巾

吋

『

F
V巾
)

祉
権
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
ト
ラ
イ
ブ
は
、

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
福
祉
権
の
論
証
を
本
格
的
に
行

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前
章
で
述
べ
た
一
九
七

0
年
代
初
頭
ま
で
の
連
邦
最
高
裁
判
例
の
動
向
を
改
め
て
分
析
し
、
七

O

年
代
に
お
け
る
判
例
理
論
の
展
開
を
評
価
す
る
意
味
で
も
、
こ
こ
で
ト
ラ
イ
ブ
の
議
論
を
取
り
上
げ
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
ら
の
実
体
的
権
利
論
が
必
ず
し
も
成
功
を
納
め
ず
、

理
論
が
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

最
後
に
、

ま
た
こ
う
し
た
権
利
の
承
認
に
対
し
て
連
邦
最
高
裁
の
判
例

一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
州
憲
法
お
よ
び
州
裁
判
所
判
例

北法47(1・234)234 
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な
ど
に
着
目
す
る
新
た
な
法
理
論
を
取
り
上
げ
、
実
体
的
「
福
祉
権
」
論
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

「社会保障の権利」言献1)

(
即
)
実
体
的
福
祉
権
論
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
は
、
国
際
人
権
法
と
の
関
連
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
国
際
人
権
規
約
A
規
約
)
な
ど
を
批
准
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
般
に
、
国

費
の
支
出
を
必
要
と
す
る
条
約
は
印
町
民
'
z
m
円
巴
江
口
問
た
り
え
な
い
(
ロ

8
・ぉロ
I
Z
R
E
E同
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
こ
こ
で
お
R
1
2
m
円
巴
C
出
向
と
は
、

通
常
の
そ
し
て
本
来
の
用
語
法
と
し
て
は
、
立
法
部
又
は
執
行
部
に
よ
る
そ
れ
以
上
の
措
置
の
必
要
な
し
に
適
用
さ
れ
う
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
)
岩
沢
雄
司
『
条
約
の
国
内
適
用
可
能
性
|
|
い
わ
ゆ
る
な
印
刷
日
向
〉
自
の
己
叶
互
の
ョ
な
条
約
に
関
す
る
一
考
察
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
)

一
九
六
、
二
八
三
二
八
四
頁
。
た
だ
し
、
批
准
さ
れ
て
い
な
い
条
約
ゃ
、
条
約
で
な
い
国
際
人
権
文
書
(
世
界
人
権
宣
言
な
ど
)
も
、
国
内

法
(
特
に
「
平
等
保
護
」
や
「
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
っ
た
一
般
的
な
概
念
)
の
解
釈
基
準
た
り
う
る
と
さ
れ
る
。
同
書
一
二
三
頁
、
岩

沢
「
ア
メ
リ
カ
裁
判
所
に
お
け
る
国
際
人
権
訴
訟
の
展
開
会
一
)
lー
そ
の
国
際
法
上
の
意
義
と
問
題
点
|
|
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
七

巻
五
号
(
一
九
八
八
年
)
二

O
頁
。
と
は
い
え
、
批
准
さ
れ
ず
あ
る
い
は
法
的
拘
束
力
の
な
い
人
権
に
、
国
内
法
の
解
釈
基
準
と
し
て
高
い
権

威
を
付
与
す
る
こ
と
の
困
難
性
ゃ
、
基
本
的
に
ロ
ロ
ロ
湾
民
・

2巾
2
t呂
な
福
祉
権
の
位
置
付
け
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ら
国
際
人
権
文
書
の
存
在
自

体
を
決
定
的
根
拠
と
し
て
、
平
等
保
護
が
正
面
か
ら
問
題
と
さ
れ
る
場
面
(
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
国
籍
条
項
)
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
一
般
的
な

実
体
的
福
祉
権
の
基
礎
づ
け
と
な
す
の
は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
園
内
法
(
合
衆
国
憲
法
)
秩
序
内
部

に
お
け
る
独
自
の
基
礎
づ
け
と
い
う
別
個
の
理
論
的
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
な
お
、
我
が
国
社
会
保
障
法
と
の
関
連
で
国
際
人
権
文
書
を
考

察
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
高
橋
武
『
国
際
社
会
保
障
法
の
研
究
』
(
至
誠
堂
、
一
九
六
八
年
)
第
二
・
三
章
や
高
藤
・
前
掲
書
(
注

剖
)
第
三
一
部
第
二
章
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

F
O
条
約
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、
と
り
わ
け
前
者
は
社
会
保
障
の
最
低
基
準
に

関
す
る
条
約
(
一

O
二
号
条
約
)
を
中
心
に
、
ま
た
後
者
は
内
外
国
人
の
平
等
待
遇
と
の
視
点
か
ら
諸
条
約
・
勧
告
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
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説

〆'町、、

一、、ー〆

「
福
祉
権
L

論

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の

論

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
六

0
年
代
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
の
判
例
状
況
を
背
景
と
し
て
、
判
例
分
析
と
い
う
手
法
を
採
り
な
が
ら
も
、

ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
功
利
主
義
に
と
っ
て
か
わ
る
べ
き
実
質
的
正
義
論
を
展
開
し
た
J
-
ロ
ー
ル
ズ

Q
C
E
E主
的
)
の
正
義
論
に
着
目

(
胤
)

し
、
こ
こ
か
ら
憲
法
上
の
「
福
祉
権
」
(
巧
己
P
Z
河
伝
宮
印
)
を
導
出
す
る
と
の
価
値
志
向
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

(mm) 

ま
ず
一
九
六
九
年
の
論
文
に
お
い
て
、
一
九
六

0
年
代
に
裁
判
上
の
「
平
等
」
を
め
ぐ
る
争
い
が
急
増
し
た
の
は
、

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、

平
等

FOE--門
司
)
に
対
す
る
感
受
性
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
ミ
ニ
マ
ム
の
福
祉

(
5
2自
己
目
当
巴

2
2
)
L
と
呼
ん

(
瑚
)

だ
方
が
良
い
よ
う
な
全
く
異
な
っ
た
類
の
価
値
な
い
し
要
求
に
対
す
る
感
受
性
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て、

(
所
得
や
富
に
か
か
わ
る
)
「
経
済
的
危
機
に
対
す
る
ミ
ニ
マ
ム
保
障

5
5
5
5
H
匂

g
Z
8
2
)
」
、
す
な
わ
ち
人
々
は
一
般
租
税
の
納

付
義
務
に
か
か
る
い
か
な
る
直
接
的
な
責
務
か
ら
も
離
れ
て

(
そ
し
て
恐
ら
く
は
過
去
の
怠
惰
や
浪
費
、

そ
の
他
の
経
済
的
「
不
行
跡

(昌広向。ロ

E
2
)」
に
関
わ
る
条
件
と
無
関
係
に
)
、
政
府
に
よ
り
一
定
の
正
当
な
欲
求

Z
E
Z
)
を
充
足
さ
れ
る

(
則
)

べ
き
資
格
を
有
す
る
と
の
社
会
正
義
論
の
存
立
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
財
の
配
分
の
一
般
的
パ
タ
ー
ン
を

(
一
定
の
現
存
ニ

l
ズ

を
満
た
さ
れ
る
)

調
整
す
る
た
め
の
全
体
的
正
義
の
問
題
と
、
特
定
財
に
対
す
る
資
格
の
問
題
を
区
別
し
た
上
で
、

と
り
わ
け
後
者
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、

特
定
の
ニ

l
ズ
や
事
態
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
「
ミ
ニ
マ
ム
保
障
」
を
論
ず
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
ニ

l
ズ
を
充
足
し
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
確
保
を
保
証
し
う
る
収
入
を
実
現
す
る
た
め
の
正
当
な
機
会
と
い
う
べ
き
も
の
を
超
え
た
正
義
の
観
念
が
必
要
と
さ
れ
る
と
し
、
こ
う

(
脱
)

し
た
役
割
を
果
た
し
得
る
の
が
ロ

1
ル
ズ
の
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
論
、
と
り
わ
け
格
差
原
理
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

(
郎
)

ω
Z立
g
判
決
や
冨
己
ロ
ロ
広

4

0
岡
田
]
〈
お
な
ど
平
等
保
護
に
か
か
わ
る
連
邦
最
高
裁
判
例
の
検
討
を
通
じ
て
、
未
だ
確
固
た
る
も
の
と
は
い
え

(
山
間
)

な
い
に
せ
よ
、
上
記
の
「
ミ
ニ
マ
ム
保
障
」
が
法
原
理
と
し
て
出
現
し
つ
つ
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

<< 
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さ
ら
に
、

(
防
)

一
九
七
三
年
の
論
文
に
お
い
て
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
議
論
を
深
め
、
我
々
の
社
会
が
明
白
か
つ
深
刻
な
「
配
分
上
の
不
正
義

(
♀

z
q
F
E門
戸
〈
巾

S
E
2
F円
内
)
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
法
理
論
の
主
流
は
結
果
志
向
的
な
関
心
を
抱
い
て

(
附
)

こ
な
か
っ
た
と
の
問
題
意
識
に
立
ち
つ
つ
、
こ
う
し
た
結
果
志
向
的
な
「
配
分
的
正
義
」
の
観
点
に
配
慮
し
て
お
り
、
福
祉
権
論
の
展
開
に

ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
。
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
財

(
即
)

産
権
の
取
扱
い
が
明
確
で
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
社
会
の
基
本
構
造
に
お
い
て
妥
当
す
べ
き
ロ

l
ル
ズ
の
正
義
の
二
原
理
に
修
正
を
加
え
、

あ
た
っ
て
も
そ
の
原
理
的
説
明
と
な
り
得
る
道
徳
理
論
と
し
て
、

第
一
原
理
H
自
由
原
理

の
最
大
化
)
、
第
二

B
格
差
原
理
、
C
処
分
原
理
(
収
益
(
胃
O

円
忠
弘
田
)
を
処
分
す
る
自
由
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
)
と
い
う
辞
書
的
優
先

(
問
)

順
位
の
下
に
あ
る
諸
原
理
を
導
き
出
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
ま
ず
格
差
原
理
を
取
り
上
げ
、
平
均
効
用
原
理
と
の
対
比
に
お

い
て
論
じ
、
前
者
に
は
権
利
の
契
機
が
合
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
正
当
化
が
よ
り
容
易
な
「
一
定
の
ニ

l
ド
に
対
す
る
措
置
を
求

め
る
権
利
(
彼
は
こ
れ
を
百
∞
号
白
ロ
2

ュZ
Z
と
呼
ぶ
)
」
で
は
な
く
、
正
当
化
が
よ
り
困
難
な
「
一
定
の
固
定
さ
れ
た
金
銭
収
入
の
保
障

(
即
)

に
対
す
る
権
利
」
で
し
か
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
社
会
的
基
本
善
の
一
つ
で
あ
る
自
尊
心
(
凹
丘
町

2
召
2
円
)
に
着
目
し
た
。
す
な

わ
ち
、
自
尊
心
の
確
立
と
そ
の
育
成
は
全
体
と
し
て
の
正
義
の
諸
原
理
の
目
的
か
っ
対
象
で
も
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
不
利
な
立
場
に
置
か

(
平
等
な
市
民
的
自
由
・
政
治
的
自
由
・
職
業
的
自
由
(
生
産
活
動
の
選
択
に
お
け
る
自
由
)

原
理
H

A
機
会
原
理
、

「社会保障の権利j論(1)

れ
て
い
る
人
々
の
所
得
や
富
の
最
大
化
と
い
う
問
題
の
み
な
ら
ず
彼
ら
の
相
対
的
剥
奪
状
態
宣
告
コ

=
gロ
)
が
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
効
果

を
も
た
ら
す
と
の
問
題
に
ま
で
対
処
す
る
た
め
に
は
、
一
群
の
明
確
な
基
本
的
福
祉
一
一

l
ズ
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
の
、
「
福
祉
権
」
原

(
測
)

理
に
最
優
先
順
位
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
論
全
体
に
社
会
的
ミ
ニ
マ
ム
の
考
え
方
が
含
意

(
狐
)

と
の
見
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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さ
れ
て
い
る

(
あ
る
意
味
で
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
)

し
か
し
、
こ
う
し
た
正
義
の
諸
原
理
は
、
十
分
に
秩
序
立
っ
た
理
想
社
会
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
原
理
が

現
実
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ョ
ン
を
有
す
る
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
あ
る
社
会
シ
ス
テ



説

ム
が
い
っ
た
ん
正
義
の
諸
原
理
に
基
づ
い
て
公
共
的
に
構
築
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

(
加
)

省
的
均
衡
状
態
(
「
巾
出

2
2
5
2
5
2
σ
コZ
B
)

の
侵
害

そ
れ
か
ら
は
そ
の
構
成
員
に
と
っ
て
良
好
な
安
定
し
た
反

に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
問
い
、
憲
法
上
の
道
徳
原
理

(
正
義
の
諸
原
理
)

論

あ
る
い
は
反
省
的
均
衡
状
態
へ
の
妨
害
は
、
理
想
的
な
憲
法
体
制
に
お
い
で
さ
え
生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
立
法
作
用
と
は
独

(
加
)

立
し
た
司
法
審
査
の
存
在
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
現
実
社
会
に
お
い
て
は
、
社
会
的
生
産
能
力
や
正
義
惑
の
成
熟
度
な
ど
の
経
済

な
お
い
っ
そ
う
正
義
の
諸
原
理
を
侵
害
す
る
場
合
を
生
じ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
憲
法
上
の
実
体
的
権

(
制
)

利
や
司
法
審
査
と
い
っ
た
匡
正
的
手
段
が
導
か
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
正
義
の
観
点
か
ら
追
加
的
に
ど
れ
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
る
か

的
・
道
徳
的
な
発
展
状
況
に
応
じ
て
、

三
定
の
固
定
さ
れ
た
金
銭
収
入
の
保
障
に
対
す
る
権
利
」

の
観
点
)
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
に
く
い
と
し
て
も
、
社
会
的
ミ
ニ
マ
ム
を
、

全
て
の
者
に
少
な
く
と
も
一
定
の
欲
求
の
充
足
を
確
保
す
る
の
に
十
分
な
だ
け
提
供
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
意
味
(
先
の
百
回
口

E
ロ
2

コZ
Z

の
観
点
)
で
、
明
文
規
定
は
な
く
と
も
生
成
途
上
に
あ
る
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
想
定
し
う
る
と
し
、
ま
た
こ
う
し
た
権
利
は
、
司
法
審
査

(
筋
)

と
の
関
係
で
意
味
を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
説
得
的
議
論
の
基
礎
と
も
な
り
う
る
と
す
る
。
し
か
し
て
マ
イ
ケ

ル
マ
ン
自
身
、

い
か
に
し
て
成
文
憲
法
や
実
体
的
権
利
、
司
法
審
査
が
現
実
に
発
展
し
て
き
た
か
の
歴
史
的
解
釈
で
は
な
く
、

そ
の
説
明
は
、

ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
制
度
が
特
定
の
正
義
論
の
観
点
か
ら
調
和
的
に
理
解
さ
れ
、
他
の
既
存
の
制
度
や
自
尊
心
・
民
主
主
義
と
い
っ
た
根

(
加
)

底
的
と
考
え
ら
れ
る
諸
目
的
と
関
連
づ
け
ら
れ
得
る
か
に
つ
い
て
の
原
理
的
説
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(
加
)

こ
う
し
た
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
議
論
に
対
し
て
は
、
福
祉
権
が
空
想
的
で
法
文
や
判
決
に
よ
っ
て
確
証
で
き
な
い
、
司
法
判
断
適
合
的
な
基

準
な
く
し
て
裁
判
所
が
立
法
部
や
執
行
部
の
役
割
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
ら
の
権
利
を
明
確
化
し
あ
る
い
は
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

(
測
)

ぃ
、
と
い
っ
た
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
生
存
の
た
め
の
手
段
に
対
す
る
憲
法
上
の
権
利
(
福
祉
権
)
を
認

め
た
も
の
と
解
釈
し
得
た
一
九
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
連
邦
最
高
裁
の
判
例
動
向
(
そ
れ
は
前
述
の
通
り
、
当
初
彼
が
憲
法
上
の
福
祉

が
、
彼
の
目
か
ら
見
て
も
そ
れ
以
後
消
極
的
な
い
し
保
守
的
な
方
向
へ
と
変
化
し
た
と
の
認

権
の
基
礎
づ
け
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
)
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(
先
の



(
湖
)

識
に
立
ち
つ
つ
、

(
加
)

の
司
法
審
査
理
論
に
依
拠
し
た
憲
法
上
の
福
祉
権
論

一
九
七
九
年
の
論
文
に
お
い
て
、

(m) 

の
解
釈
論
的
構
成
を
試
み
る
に
至
っ
た
。

J

・
イ
リ
イ

(
』

C
F
口
出
血
「
同
巴
可
)

イ
リ
イ
は
、
憲
法
解
釈
の
態
様
を
、
従
来
の
司
法
消
極
主
義
・
司
法
積
極
主
義
で
は
な
く
、
憲
法
裁
判
で
基
準
と
な
り
う
る
価
値
の
源
泉

と
の
観
点
か
ら
、
憲
法
規
定
を
重
視
す
る
解
釈
主
義

(
E
R胃
2
2
5国
)

と
憲
法
典
の
範
囲
内
に
見
出
さ
れ
な
い
規
範
に
も
求
め
る
非
解

釈
主
義
(
ロ
。
ロ
互
巾
召
足
音

EHH)
に
分
け
、
そ
の
功
罪
を
検
討
し
、

い
ず
れ
を
も
採
り
難
い
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、

ア
メ
リ
カ
の
代

表
民
主
制
の
考
え
方
(
「
代
表
民
主
制
の
ア
メ
リ
カ
的
概
念
」
)

を
再
検
討
し
、
こ
の
過
程
の
維
持
と
の
観
点
か
ら
、
政
治
的
変
化
に
お
け
る

障
害
の
除
去
と
少
数
者
の
代
表
促
進
と
い
う
こ
つ
の
手
続
的
機
能
を
認
め
る
と
い
う
意
味
で
司
法
審
査
を
あ
く
ま
で
プ
ロ
セ
ス
の
保
障
と
捉

(
氾
)

を
採
用
し
た
。

え
る
ア
プ
ロ
ー
チ

(
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
一
種
の
究
極
的
解
釈
主
義
(
己
主
呂
田
庁

Z
E令
官

2
Z包
囲
)
)

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
こ
う
し
て
代
表
民
主
制
の
過
程
に
着
目
し
司
法
審
査
の
態
様
を
手
続
(
プ
ロ
セ
ス
)

の
保
障
と
捉
え
る
イ
リ
イ
の
理

論
が
、
憲
法
の
一
般
目
的
を
「
政
治
過
程
」

「社会保障の権利」論(1)

へ
の
幅
広
い
参
加
の
確
保
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
み
出
す
「
利

(
加
)

や
「
便
宜
(
白
内
向
。
自

o
E
t
g凹
)
」
へ
の
参
加
確
保
で
も
あ
る
と
語
っ
て
い
る
の
だ
と
捉
え
、
代
表
と
参
加
の
実
体
的
側
面

に
ま
で
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
既
に
連
邦
最
高
裁
自
身
、
「
何
ら
か
の
同
定
可
能
な
量
の
教
育
」
(
基
礎
教
育
)
が
憲
法
上
の
権
利
と
な

(
別
)

り
得
る
こ
と
を
明
確
に
認
め
て
い
る
と
の
認
識
に
立
ち
つ
つ
、
代
表
民
主
制
へ
の
実
効
的
な
参
加
の
た
め
の
一
般
的
か
つ
基
礎
的

(
g
n
w
a

益
(
』
ロ
丹
市
『
巾
凹
Z
)
」

な
前
提
条
件
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
と
い
う
点
で
は
教
育
よ
り
卓
越
し
て
い
る
と
い
い
得
る
生
存
や
住
居
、
医
療
に
対
す
る
権
利

(
加
)

の
存
立
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
民
主
的
参
加
の
た
め
の
諸
権
利
は
、
ま
さ
に
「
最
後
の
拠
り
所
と
な
る
権
利
主
宰
片
山

(
別
)

oご
即
日
門

2
8
2
)
」
で
あ
る
点
で
、
旅
行
や
出
版
、
礼
拝
と
い
っ
た
他
の
諸
権
利
と
は
区
別
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
理
論
に
対
し
て
、
例
え
ば

R
・
ボ

1
ク

σ
2
g自
)
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(
日

g
u
m
ユ国・∞
O
『

宵

)

は
、
憲
法
の
条
文
や
沿
革
、
構
造
か
ら
離
れ

て
特
定
の
道
徳
哲
学
か
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
権
利
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
理
論
を
一
連
の
連
邦
最
高
裁
判



説

(
加
)

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
正
当
化
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

(
別
)

裁
判
手
続
で
は
な
く
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
他
の
社
会
的
諸
価
値
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
平
等
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

決
や
イ
リ
イ
の
「
代
表
補
強
(
『

3
2
2ロ
S
2
0ロ
-gr52HHS円)」

論

一
定
の
実
体
的
な
基
本
権
の
存
在
を
憲
法
レ
ベ
ル
で
承
認
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

と
り
わ
け
「
権
利
章
典
(
円
宮
里
-
目
。
同
百
四
U
Z
)
」
に
直

接
の
明
文
規
定
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
正
当
な
根
拠
づ
け
と
い
う
理
論
的
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
従
来
の
学
説
の
多
く
は
、
平

等
保
護
条
項
と
い
う
一
応
の
明
文
規
定
と
の
関
連
で
福
祉
権
的
な
権
利
を
導
出
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
同
条
項
を
め

ぐ
る
従
前
の
通
説
的
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、

や
は
り
直
接
の
明
文
規
定
が
存
し
な
い
場
合
に
匹
敵
す
る
慎
重
な
根
拠
づ
け
を
必
要
と
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
議
論
は
、
連
邦
最
高
裁
の
判
例
分
析
に
よ
る
法
理
の
導
出
と
の
手
法
を
採
り
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は

一
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
こ
う
し
た
根
拠
づ
け
を
試
み
て
い
る
。

一
つ
は
、
特
定
の
政
治
な
い
し
道
徳
哲
学
を
背
景
と
す
る
一
定
の
政

治
道
徳
的
価
値
を
前
提
と
し
、
こ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
利
益
が
法
的
権
利
性
を
付
与
す
る
に
値
す
る
ほ
ど
重
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
方
法
で
あ
る
。

ロ
ー
ル
ズ
に
依
拠
し
た
初
期
の
議
論
が
こ
れ
に
該
た
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
イ
リ
イ
に
依
拠

し
た
後
期
の
議
論
に
み
ら
れ
る
の
が
、
代
表
民
主
制
の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、

そ
の
実
効
的
な
参
加
の
た
め
の
一
般
的
か
つ
基
礎
的
な
前
提

条
件
と
し
て
、
生
存
や
住
居
、
医
療
に
対
す
る
一
定
の
実
体
的
権
利
を
認
め
て
い
く
と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
者
に
つ
い
て

い
え
ば
、

そ
の
依
っ
て
立
つ
価
値
体
系
も
理
論
的
に
複
数
あ
り
う
る
思
想
的
立
場
の
あ
く
ま
で
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
少
な
く
と
も
解
釈
論
の
レ

ベ
ル
で
、
明
文
規
定
を
も
た
な
い
人
権
と
し
て
の
福
祉
権
を
根
拠
づ
け
る
た
め
の
ど
れ
だ
け
強
力
な
後
ろ
盾
と
な
り
得
る
か
と
の
疑
問
を
生

(
加
)

じ
よ
う
。
こ
の
限
り
で
は
、
最
低
限
、
「
法
の
支
配
」
の
理
念
の
下
で
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
と
の
法
的
伝
統
を
背
景
に
し
て
「
手

続
」
の
保
障
と
い
っ
た
い
わ
ば
非
実
体
的
側
面
か
ら
の
法
的
保
護
に
焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
、
よ
り
広
く
理
論
的
合
意
が
得
ら

(m) 

れ
や
す
い
と
も
い
え
よ
う
。
実
際
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
法
と
日
本
法
一
般
に
み
ら
れ
る
相
違
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
手
続

面
に
お
け
る
憲
法
・
法
律
上
の
権
利
保
障
は
生
存
権
規
定
が
存
在
し
な
い
ア
メ
リ
カ
の
方
が
我
が
国
よ
り
手
厚
い
と
の
側
面
も
み
ら
れ
る
の
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(
創
)

で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
と
い
う
ほ
ぼ
同
時
期
に
社
会
保
障
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
、

日
米
両
国
で
運
動
論
に
も
汲
み
し
た
法
理
論
(
我
が
国

で
い
え
ば
小
川
理
論
な
ど
)

が
展
開
さ
れ
な
が
ら
、
我
が
国
で
は
ラ
イ
ク
理
論
が
も
た
ら
し
た
よ
う
な
手
続
的
保
障
の
充
実
と
い
う
果
実
を

生
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

他
方
、
「
代
表
民
主
制
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
政
治
社
会
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
政
治
価
値
に
着
目
し
て
福
祉
権
の
理
論
的
基
礎
づ
け
を

行
な
っ
た
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
後
期
の
ア
プ
ロ
ー
チ
そ
れ
自
体
は
、
先
の
批
判
に
も
一
定
程
度
耐
え
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
代
表
民
主
制
の
過
程
に
着
目
し
司
法
審
査
の
態
様
を
手
続
(
プ
ロ
セ
ス
)

の
保
障
と
捉
え
る
イ
リ
イ
の
理
論
が
、
憲
法
の
一
般
日

的
を
「
政
治
過
程
」
へ
の
幅
広
い
参
加
の
確
保
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
み
出
す
「
利
益

(
F
5
2
2
Z
)
」
や
「
便

宜
(
同
門
円
。
目
。

E
Z。
ロ
印
)
」
へ
の
参
加
確
保
で
も
あ
る
と
語
っ
て
い
る
の
だ
と
の
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
に
よ
る
「
読
み
込
み
」
が
、
果
た
し
て
妥
当

(m) 

で
あ
る
か
否
か
は
ま
た
別
個
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
結
論
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
他
、

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
議
論
に
お
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
憲
法
解
釈
及
び
司
法
審
査
を
も
念
頭
に
置
く
以
上
あ
る
意
味
で
当
然
で

は
あ
る
に
せ
よ
、
福
祉
権
を
全
体
的
な
資
源
配
分
上
の
正
義
と
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
特
定
財
に
対
す
る
資
格
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
と

の
観
点
(
先
に
述
べ
た
百
回
口
『
自
門

2
・ぉ
z
g
の
観
点
)

か
ら
捉
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
マ
ン
自
身
、
こ
う
し
た
権

「社会保障の権利」詰断1)

利
が
個
別
の
司
法
審
査
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
い
て
も
有
意
義
で
あ

す
な
わ
ち
制
度
論
・
政
策
論
の
場
面
)

る
と
認
識
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
政
策
論
レ
ベ
ル
で
の
権
利
論
の
展
開
可
能
性
と
の
本
稿
の
視
点
か
ら
は
、
重
要
な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。

(
瑚
)
呂
円

Z
E
E
-
5
q
3
3
1
2
5
白
内
主
的
な
言
な
き
ミ
N
V

き
R
S
Q・
5
3
さ
民
国
「

ρ
2匂

(
5
3
)
・
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
人
権
理
論
を
紹
介

し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
大
久
保
史
郎
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
人
権
研
究
の
新
動
向
|
|
!
F
・
ー
・
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
の
め

2
5
Z
E
E
-

J
F
5
3
'
E
S
Z
論
に
つ
い
て
」
(
長
谷
川
正
安
編
著
『
現
代
人
権
論
(
公
法
学
研
究

I
)
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
)
所
収
)
一
三
七
頁

以
下
、
松
平
光
央
「
平
等
保
護
条
項
と
経
済
的
不
平
等
の
是
正
|
|
実
体
的
平
等
保
護
の
司
法
理
論
を
中
心
に
1
|
|
」
(
芦
部
・
奥
平
・
橋
本
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説

編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
現
代
的
展
開

1
人
権
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
)
所
収
)
二
四
三
頁
以
下
。

(
即
)
宮
古
Z
E
E
-
3
5
Eミ・

9H
可さ門町内

R
z
h
s
h
Eミ
言
、
害
事
き

3
ミ時間
SRFKA書
室
弘
司
HhSF
∞
ωzhp同
〈
・
「
月
刊
〈
-
叶

(
5
2
)

(瑚
)

h

t

・白丹市戸

(飢

)E-mZHω

(
即
)
迂
回
目
円

HAH-H
印・

(問

)ω
宏
一
口

ω・
ω
N
N
(
E
S
)
(イ
リ
ノ
イ
州
公
教
育
財
政
に
お
け
る
学
区
毎
の
格
差
が
争
わ
れ
た
例
)
.

(瑚

)
E
n
Z
E
E
-
Sミ
早
口

ozzmy
白
ケ
合
唱
印
斗

1
3・
巧
百
円
巾
『
]
『
・

3
e司
、
々
、
尽
き
。
苦
片
岡
45RF予
言
弘
町
宮
町
宮
ミ
可
室
内
皇
室

G
g
h
p
E叶
N
ω
2・

の
寸
目
見
開
〈

2
・
2
l品
∞
-
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
瑚
)
一
四

O

一
四
一
頁
参
照
。

(
問
)
豆
沼
町
己
自
由
P
宏
、
ミ
望
亡
。
¥
n
s
h丘
町
尽
き
さ
』
宅
内
害
者

E
h
p門的
h
O言
て
一
忠
臣
ミ
河
内
E
U・
コ
H
g
q
Aミ
SHH2・
H
N
H
d・-
Y
〉円、.目出目別〈・句。

N
(
H
U寸
ω)
・

(
蹴
)
た

-
R
m
g
N
lめ
ω

(
即
)
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

-
E者
5
・〉

H，
E
O
Z
2
空
白

-B(呂
戸
)
円
F
N
(ジ
ョ
ン
・
ロ

l
ル
ズ
、
矢
島
鈎
次
監
訳
『
正
義
論
』

(
紀
伊
国
屋
書
応
、
一
九
七
九
年
)
第
二
章
)
参
照
。

(
四
)
第
一
原
理
に
お
け
る
職
業
的
自
由
と
第
二
原
理
に
含
ま
れ
る
処
分
原
理
が
、
財
産
権
の
観
念
を
な
す
と
い
う

o
E
n
F
m
E
E
-
S守
色
ロ
C
R
呂町・

白円。叶
ω.

(
即
)
注
目
白
円
。
。
0

・
∞
∞
-

(
捌
)
』
迂
巳

ω
∞品
}
m
E
H

・

(
加
)
に
・
白
片
山
X
W
H

・
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
胤
)
一
四
三
頁
。
一
般
に
ロ

l
ル
ズ
は
、
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
論
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的

ミ
ニ
マ
ム
論
を
格
差
原
理
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
回
ロ
『
ロ
少
勾
白
臣
、
目
的
室
内
H
S
こま
R
も
ぎ
ミ
モ
同
志
芯

hEHF

ω∞
Z
2
c
-
F
河何〈

-EKH-NH
斗
-
N
g一
(
呂
∞
匂
)
'
ロ
ー
ル
ズ
・
前
掲
書
(
注
即
)
一
一
一
四
1

一
二
五
頁
参
照
。
し
か
し
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い

い
き
れ
な
い

o
E・え

N
t
p
N
ω
伊
マ
ル
キ
シ
ス
ト
の
道
徳
社
会
理
論
の
道
徳
的
構
成
部
分
と
し
て
ロ

i
ル
ズ
理
論
を
再
構
成
し
組
み
込
む
試

み
と
し
て
、
R
・
ベ
ッ
フ
7

1

(
月
・
。
・
司
え
な
『
)
は
、
平
等
な
自
由
へ
の
原
理
(
ロ

l
ル
ズ
正
義
論
の
第
一
原
理
)
の
前
提
と
し
て
、
「
全
て
の

者
の
物
理
的
完
全
性

(Z3-z-E丹
市
岡
『
広
三
は
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
て
の
者
が
基
本
的
ニ

l
ズ
(
通
常
の
機
能
を
有
す
る
人
間
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ニ

l
ズ
)
を
含
む
最
低
限
の
物
質
的
幸
福
(
君
主

-
Z
E間
)
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
い
わ

論
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「社会保障の権利」論(1)

ゆ
る
「
最
低
限
度
原
理

(
5
5
5
5
F
2
司
5
8
g
)
」
の
存
在
を
主
張
し
た
。
問
白
羽
田
・

7h詰
何
百
子
宮
S
F
-
4
J
F
〉Z
ロ
ω
o
O
R
雪
印
斗
円
自

工
(
呂
∞
@
)
‘
近
著
に
お
い
て
ロ

l
ル
ズ
は
、
「
平
等
な
基
本
的
権
利
及
び
自
由
を
カ
バ
ー
す
る
第
一
原
理
は
以
下
の
よ
う
な
辞
書
的
に
優
先
す

る
原
理
に
よ
っ
て
容
易
に
優
先
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
市
民
の
基
本
的
ニ

l
ズ
は
、
少
な
く
と
も
自
分
達
の
権
利
や
自

由
を
彼
ら
が
理
解
し
効
果
的
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
確
か
に
、
ニ
疋
の
そ
う
し
た
原
理
が
第
一
原
理
を
適
用
す
る
に
際
し
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
ペ
ッ
フ

7
1
の
こ
の

点
に
関
す
る
言
及
に
お
お
む
ね
同
意
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
]
閉
山
〉
vtξ

「目、司
O
E
d
n〉
F
F宙
開
国
一

hrF】
間
宮
叶
戸
叶
(
回
。
匂
ω)
・

(
加
)
ロ

l
ル
ズ
に
よ
る
正
義
原
理
の
正
当
化
手
続
に
お
い
て
、
原
初
状
態
(
。
コ
四
日
目
J
D
M芹
芯
ロ
)
、
重
合
的
合
意

(
0
2ユ
名
立
高

2
5
2
2印
)
な

ど
と
並
ん
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
観
念
で
あ
る
。
田
中
・
前
掲
書
(
注
目
)
二
二
八
|
二
三

O
頁
、
同
「
正
義
・
自
由
・
平
等
」
(
日

本
法
哲
学
会
編
『
一
九
七
四
年
法
哲
学
年
報
』
(
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
)
所
収
)
七
三
l
七
四
頁
な
ど
参
照
。

(
加
)
冨
呂
町
内
-
呂
田
P
Sマ
白
口
。
Z
H沼
Y

E
円
mwω
十
mw一凶・

(加
)
E・白円。句、吋

HCOO-

(加

)HK-mw円

HCON・

(
揃
)
に
・
巳

50ω
・
大
久
保
・
前
掲
論
文
(
注
鵬
)
一
四
八
一
四
九
頁
も
、
こ
う
し
た
歴
史
的
分
析
の
欠
如
と
の
否
定
的
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
加
)
周
旬
。
∞
Z
巴
戸
開
。
ozo至
。
〉
Z
〉「
E
a
o司
戸
〉
当
日
(
〕
印

(N己
E
H
m
w寸寸)・

(
捌
)
宮
片

r-呂田
p
z
v
s
ロ
D
Z
H
∞
∞
唱
曲
件
。
。
。

M
2
7向。
E
同
E
P
コ
宮
内
主
的
R
S
R
H
S
C定
的
な

hh白司令白ミ
-Hω

国
〉
同
〈
(
リ
月
ー
の
・
円

F・
刀
何
〈
己
斗

(HC叶
∞
)
一
司

=m-=旬、
E

S白
目
、
言
ミ
ミ
苦

E

5
・
HNめ
C
E
F
-
g〈e
叶
回
目
(
呂
寸
印
)
・
項
目
口
広
吋
-
S司、白

g
z
S品

(
加
)
玄
月

Z
E
E
-
gミ白
S
R
H
∞
∞
・
町
民
。
。
ω

(
加
)
巴
可
・
門
ugh之
宮
虫
色
き
こ
ミ
ミ
ミ
5
.
s
-
H
H師、曲目宮苫

g
a
言
、
。
き
さ
吾
日

ω
-
z
o
F
』・

3
匂
(
呂
叶
∞
)
・
巴
可
・
言
問

E
E
Y室
内
(
リ
喜
界
』

U
3
U
3
s
t

』

n
，。室、ミ札口

96
恩師円
2
3
8
h
p
E
B喜
三
日
-
E
H言
師
、
沼
田
馬
〈
'
「
冒
〈
印

(
5
4
∞)
U

巴可・

3

5ミ
B
Fミ
S
事
S
R喜河内な刷、。
5
s
h
〉向。且ご吐

b
a
Eミ
同
宣
言
、

ω
叶
冨
U

F

河
何
〈
・
合
同
(
早
寸
∞
)
・
イ
リ
イ
の
司
法
審
査
理
論
に
つ
い
て
は
、
松
井
茂
記
「
司
法
審
査
と
民
主
主
義
|
|
ジ
ョ

ン
・
ハ

l
ト
・
イ
リ
イ
の
司
法
審
査
理
論
と
そ
の
周
辺
|
(
一

)
1
2
7
完
)
」
『
法
学
論
叢
』
一

O
九
巻
五
号
二
七
頁
以
下
、
一
一

O
巻
一
号

会
八
頁
以
下
、
一
一
一
巻
三
号
四
四
頁
以
下
(
一
九
八
一
、
一
九
八
二
年
)
が
詳
細
で
あ
る
。

(m)
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
、
「
切
り
札
」
と
し
て
の
権
利
の
捉
え
方
、
「
背
景
的
権
利
」
の
観
念
な
ど
に
お
い
て
、

R
・
ド
ゥ
オ
l
キ
ン
に
依
拠
し
て
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説

い
る
。
迄
同
門
廿
町
宮
E
-
g
k
v
S
口
。
円
巾
同
∞
∞
-
担
問
。
GO--同2
h
室
、
S
』
守
河
口
当
。
回
目
cz-
吋〉
5
2
C
E
C出吋叩∞何回目
O
C印
Fd「

UOSE-mwω-HOH(HmwJ3)

ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ

l
キ
ン
(
木
下
・
小
林
・
野
坂
共
訳
)
『
権
利
論
』
(
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
)
)

(m)
冨
円
Z
E
E
-
言
、
白
ロ
o
g
E∞
・
回
二

2
1呂

(加
)

h

t

・
え
め
斗
(
}

(制

)ω
自
〉
口
同
g
-
o
E己
m
u
g島

市

三

P
E
g
-
-
)
5・
〈
問
。
己
ユ
宮
内
N
-

土
H
C・
∞
「

ωめ
(
呂
叶

ω)
・

(
出
)
富
田
円
F
巾一目白

p
g可
白
口
。
円
巾
同
∞
∞
・
釦
円
。
叶
、
円
。
∞
品

(
出
)
マ
イ
ケ
ル
マ
ン
は
ま
た
、

C
-
フ
リ
ー
ド

(
n
F
-
E
)
の
積
極
的
権
利
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
も
、
福
祉
権
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

h
t

・
曲
件
。
∞
]
戸
∞
品

(
加
)
松
井
・
前
掲
「
司
法
審
査
と
民
主
主
義
(
二
)
」
(
注
加
)
二
六
二
七
頁
参
照
。

(
拙
)
∞
R
F
F

コ
昌
吉
、
2
2
注目
ξ
ミ
ヨ
ミ
shで

S
A
E高
包

1
2
s
h
Z
む
き
な
言

E
3・
5
斗mv
巧
民
国
-
C
・F
・
c・
3
印

(
5
3
)

(
加
)
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
法
理
を
検
討
し
た
最
近
の
論
稿
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
本
多
滝
夫
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
手
続
の
展
開

(
こ
(
二
・
完
)
」
『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
二
八
号
(
一
九
八
九
年
)
一
頁
以
下
、
二
一
九
号
一
六
九
頁
以
下
(
一
九
九

O
年
)
参
照
。

(
加
)
法
理
学
の
立
場
か
ら
、
特
定
の
政
治
哲
学
な
い
し
道
徳
哲
学
や
二
疋
の
政
治
的
道
徳
的
価
値
を
前
提
と
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
権
利
概
念
の

構
造
分
析
そ
れ
自
体
か
ら
具
体
的
な
実
定
法
上
の
福
祉
権
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

c-
ウ
エ
ル
マ
ン
(
わ
回
ユ

宅
色
自
由
ロ
)
は
、

W
-
ホ
!
フ
ェ
ル
ト
(
宅
2
Z可

Z
国

O
F
E品
)
の
権
利
概
念
か
ら
出
発
し
、
〉
司

on
受
給
権
を
導
き
出
し
て
お
り
、
我
が
国
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

n

t

〈開「
F

玄〉
2

・t
弓
戸
司
〉
一
月
何
百
の
司
、
吋
印
(
冨
∞
N
)
-

河
野
・
前
掲
「
社
会
福
祉
権
の
複
合
構
造
」
(
注
目
)
。

こ
こ
で
導
出
さ
れ
て
い
る
権
利
の
内
容
が
基
本
的
に
は
手
続
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
特
定
の
政
治
的
道
徳
的
価

値
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
ま
つ
わ
る
批
判
を
一
応
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
き
わ
め
て
抽
象
度
の
高
い
権
利

の
基
礎
づ
け
が
、
実
定
法
の
解
釈
論
と
し
て
説
得
力
を
も
つ
か
と
い
う
点
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
当
-
E
O出
E
E
-
-吋C
Z
E
Z開
2
2
F
E
E
F

(
U
O
Z
B
3
5
5
(
E
N
ω
)
・
ホ

1
フ
ェ
ル
ト
の
分
析
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
小
林
公
「
権
利
概
念
に
関
す
る
一
考
察
」
『
法

の
理
論
7
』
(
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
)
四
六
|
五
一
頁
参
照
。

(
担
)
佐
伯
・
前
掲
論
文
(
注
剖
)
、
渡
辺
・
前
掲
論
文
(
注
問
)
な
ど
参
照
。

(m)
松
井
・
前
掲
「
司
法
審
査
と
民
主
主
義
合
二
」
(
注
加
)
四
五
頁
注
お
参
照
。
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Theory of“Right to Welfare and Social Security" (1) 

Y oshimi KIKUCHI * 

Introduction 

Chapter 1 Social Security System and “Right to Welfare and Social Security" 

in the United States 

(1) Format即 1of Social Security System and “Privilege" Theory 

(2) “Entitlement" Theory 

(3) Effect of“Entitlement" Theory and Supreme Court's Failure to 

Establish “Welfare Rights" 

Chapter 2 Recent Theories of“Right to Welfare" 

(1) Constitutional “Welfare Rights" 

① Frank 1. Michelman 

(to be continued) 

The main purpose of this article is to examine theories of“right to welfare 

and social security" in the United States. Though the U. S. Constitution has no 

provisions for the right to welfare or social security， since the 1960's more than 

a few legal scholars and lawyers have tried to prove that such a right exists. 

The 25th article of the ]apanese Constitution provides this kind of right， called 

“Seizon.ken"， but as we have not discussed its philosophical basis well， the 

arguments in the United States will give us instructive suggestions， 1 believe. 

In the Introduction， 1 summarize the theories of“right to welfare and social 

security" since the 1950's in J apan. And the purpose (mentioned above) ， 

viewpoints and meanings of this article are explained in detail 

In Chapter 1， 1 examine what has been discussed about “right to welfare and 

social security" in the United States from the 1930・sto the 1960's. 1 try to relate 

*Research Fellow， Faculty of Law， Hokkaido University. LL. D. 
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the development of rights theories with that of the social security system. 

Among others， traditional“Privilege" Theory， Charles A. Reich's“Entitlement" 

Theory and the Supreme Court cases from the 60's to the early 70's are 

examined. 

In Chapter 2， 1 investigate some theories of“right to welfare" since the 1970・S

First， Frank I. Michelman's articles on Constitutional “Welfare Rights" are 

examined. He depends on John Rawls'“A Theory of Justice" in his early articles 

and then on John Hart Ely's theory of judicial review 
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